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国際化と多様性、HIVのフィールドから見えていること 特定非営利活動法人ぷれいす東京　代表　生島 嗣

訪日外国人（インバウンド）の増加により、日本の経済が支
えられている部分はあるだろう。加えて、新たな労働力として
の海外からの移住者の増加が地域福祉や医療の新たな課題を
生み出している。

ぷれいす東京の隣接ビルの3 階にある「高田馬場さくらクリ
ニック」は、整形外科・内科を標榜して、ビルマ（ミャンマー）語・
ネパール語・チベット語・タイ語・ベトナム語、そしてもちろん
英語にも対応できるスタッフを曜日ごとに配置している。院長
は、「シェア＝国際保健協力市民の会」のスタッフであり、開
業時に挨拶にいらしたことから、ぷれいすのスタッフたちも患者
として、お世話になっている。

その1階には、コンビニがあるのだが、日本人スタッフもい
るが、働き手の多くは外国からの移住者で、年齢から考えると
日本語学校に通っている人も多いのではと思われる。新宿区に
は東京都内で最も多い、約 60 校の日本語学校が存在すると
いう。高田馬場周辺にも、多くの日本語学校がある。

このような移住者たちとぷれいす東京の接点もある。HIV
感染を不安に感じた場合、日本の状況がわからない場合には
不安も大きくなる。その不安を乗り越えて、電話相談にカタコ
トの日本語で相談が入ることもある。また、陽性とわかったば
かりの時期に、電話やメールで連絡が来ることがある。実際に
相談者から「コンビニで働いている」と聞くこともある。
　　　　　　　　　　　　
この数年、ぷれいす東京のボランティア・スタッフ、HIV陽

性者、パートナー、家族向けのプログラムなどの参加者にも、
海外から移住してきた人たちが増えてきている。昨年12月に
開催したネスト・プログラムの年末パーティでも、参加者の約
1割が海外からの移住者であった。プログラムのお楽しみ企画
では、流行曲のイントロをかけ、題名を当てるクイズをしたの
だが、移住者の多くは、上手く答えられないということが生じ
た。時代体験が全く異なるのだ。HIVという切り口を通して、
多国籍化が進む地域のニーズを通して、ジェンダーやセクシュ
アリティ、言語や価値観など、多様さが前提である大切さを改
めて学んでいる。

厚生労働省委託による相談事業では、日本語ができる人
からの相談は、ぷれいす東京で直接相談を受けいてるが、日
本語でのコミュニケーションが難しい人たちのための相談は、
外国人を支援するNGO（シェア＝国際保健協力市民の会、
CRIATIVOS/クリアチーヴォス）に再委託している。言語に
よって対応は異なるが、個人からの相談、医療や行政からの
依頼での通訳派遣、相談・支援サービスを提供している。　
　

しかし、近年、外国語による支援サービスの担い手である
NGOを取り巻く状況はより厳しくなってきているらしい。国の
対外支援が、人的な貢献からプロジェクト型のものに切り替わっ
ていることが背景にあると聞く。このような状況も踏まえて、
来年度は、新たにSNSを活用した多言語への対応の検討も進
めている。

ぷれいす東京にとっても、HIVに対する行政等の予算や社
会の関心などが低下する中で、どのように現状のサービスを
維持するかは大きな課題である。加えて、対人サービスを、よ
り効率よく実施するためにwebなどのテクノロジーを導入しつ
つも、新たな支援のあり方を模索する必要に迫られている。
2020年は、オリンピックイヤーというタイミングでしかできな
い底上げを意識しつつも、その後に、何を残すのかが問われて
いるのかもしれない。

皆様からご支援いただいていた、認定 NPOの申請について
は、この７月に実査を受けるという段階までたどり着いた。ま
た、結果がで次第、報告をさせていただく。今後とも、変わら
ぬ支援をお願いしたい。
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部門報告（事務・総務）

1. 2018年度のハイライト
●�JAMMINとのコラボ

佐藤 郁夫 
JAMMIN という京都発のチャリティブランド（T シャ

ツなどの販売でチャリティをする）との企画が持ち上がっ
たのは、2018 年 9 月だった。最終的に 146,460 円のチャ
リティが集まった。皆様の温かい支援に感謝します。
JAMMIN とのコラボは、Skype 会議から始まった。今

時のスタイルである。ぷれいす東京の活動の理念や内容を
丁寧に取材していく。それと同時にコンセプトに基づいて、
デザインも進んでいた。
ぷれいす東京でも何回も会議を重ね、より良いものをと

注力した。最終的に選んだデザインは「We’re Already 
Living Together」で、ぷれいす東京らしいもの。今回
は G メン’75 に似せた GIF アニメも初めて作成した。普
段 HIV/ エイズにあまり興味がない方々にも、メッセージ
が届いたのではないかと思う。JAMMIN という企業は、
NPO という地道な活動を形にするのがうまくて、早い。
そしてアピール力があるものを形にする。外から見たぷれ
いす東京の「売り」を発掘して、それを Web ページで発
信してくれた。またいつかコラボをしてみたい。

の担当として参加している。特に、陽性者、判定保留者向
けには、フリーダイヤルの電話によるサポートもあるが、
チャットによる相談サポートも新たに始動している。

●�U=Uキャンペーンの取り組み
桜井 啓介 

血中ウイルス量が検出限界以下の状態を 6 ヶ月以上保っ
ている陽性者からはHIV は感染しない、というメッセージ
である「U=U」（Undetectable=Untransmittable）を広
めるため、2018 年度は様々なイベントでのブース出展や
SNS を通したキャンペーンを実施しました。その一環とし
て、国際的なキャンペーン団体である Prevention Access 
Campaign のコミュニティ・パートナーとなりました。日
本ではぷれいす東京が初めてのパートナー団体です。

5 月の東京レインボープライドパレードや、12 月の
TOKYO AIDS WEEKS では、まだ一般には知られてい
ないU=Uという言葉を知ってもらおうと来場者に呼びか
け、多くの方にメッセージボードを持った画像の撮影にご
協力いただきました。その画像は 5 月に立ち上げた U=U 
Japan の Facebook ページや、ぷれいす東京のインスタグ
ラムなどでご覧いただけます。

・U=U Japan Facebook ページ
https://www.facebook.com/UU_Japan-1697739304 
00714/

・ぷれいす東京インスタグラム
　https://www.instagram.com/placetokyo/
・Prevention Access Campaign（英語サイト）
　https://www.preventionaccess.org/

●�検査のバックアップ体制（HIV検査と相談）
生島 嗣 

ぷれいす東京には、判定保留という結果を受け取って、
戸惑う人たちからの相談が寄せられている。病院の術前検
査で陽性の可能性があると伝えられた人たちや、保健所で
即日検査を受け確認検査の結果を待っている人たちだ。も
ちろん、確認検査で陽性と判明すれば、その後の医療機関
の選択の情報提供などもおこなっている。
このノウハウを生かして、国立国際医療研究センターと

akta が中心となる HIV の郵送検査チームにサポート要員
として参加し、陽性の可能性がある人たちの相談にのって
いる。
さらに、本年度からは、名古屋医療センターの横幕医師

が中心となる BRTA という、企業と医療機関が連携しな
がら、社員に検査機会を増やす取り組みに、相談支援など
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2. 外部委員会への参加

生島や池上らが、国や自治体などをはじめとする外部機
関にHIV/ エイズ関係の委員として参加しています。
東京都内の医療機関などでは、行政や民間団体などと垣

根を越えて連携し、HIV にどう向きあっていくのかを協議
する場が設けられています。ぷれいす東京は、会議の場へ
の参加のみにとどまらず、会議をきっかけとして保健所や
医療機関からくる問い合わせや相談に対して積極的に協力
しています。
・	厚生労働省エイズ動向委員会 委員
・	東京都エイズ専門家会議 委員
・	公益財団法人エイズ予防財団「同性愛者等に対する

HIV/ エイズ予防啓発事業」連絡協議会 委員
・	独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 「雇用

管理サポート事業」 協力専門家
・	一般社団法人日本エイズ学会 理事
・	公益財団法人友愛福祉財団 理事
・	新宿区 HIV/AIDS 関係機関ネットワーク連絡会 委員
・	独立行政法人国際協力機構（JICA）エイズ対策支援委

員会 委員
・	一般社団法人日本エイズ学会 監事
・	日本性教育協会運営委員会 副委員長 
・	特定非営利活動法人エイズ & ソサエティ研究会議 副

代表 
・	葛飾区エイズ連絡会議 委員

3. ぷれいす東京事務所のご案内

○事務所開所時間：月〜土/12：00 ～ 19：00
○事務所所在地：〒169-0075
　東京都新宿区高田馬場4-11-5 三幸ハイツ403
○電話：03-3361-8964
○FAX：03-3361-8835
○E-mail：office@ptokyo.org
○活動会員：221名（うち議決権をもつ会員：52名）
○賛助会員：個人59名、団体5団体
○役員名簿：理事の任期は2年で、現在の理事は以下の	
		  8名です。			 
・生島 嗣（代表を兼任）
・牧原 信也（運営委員長を兼任）
・池上 千寿子
・樽井 正義
・根岸 昌功
・兵藤 智佳
・山下 敏雅
・佐藤 郁夫

○監事：常住 豊 
○事務所スタッフ：フルタイム2名、パートタイム6名
○定例会議：	事務局会議（毎月2回）、運営委員会（毎月1回）	
　理事会（随時） 

●受託事業
厚生労働省
・「HIV 陽性者等の HIV に関する相談・支援一式（関東

地域におけるピア・カウンセリング等支援事業）」

東京都　
・東京都夜間休日HIV/ エイズ電話相談
・東京都HIV検査情報Webの制作（http://tokyo-kensa.

jp/）
・東京都によるゲイ雑誌・Web への広告制作

企業からの事業受託／後援事業
・鳥居薬品株式会社の後援で、冊子「Living with HIV 〜

身近な人からHIV陽性と伝えられたあなたへ〜」の手
記とその活用方法などを紹介するWebサイトを開設。

●活動助成をいただいた団体
公益財団法人東京都福祉保健財団 

●寄付をいただいた団体
ヴィーブヘルスケア株式会社、MSD株式会社、オフィス
Two I、ギリアド・サイエンシズ株式会社、聖公会東京教区、
中外製薬株式会社、DFT、にじいろ＠安場（50音順、敬称略）

●�JAMMINとのコラボ・BOOK募金・チャリボン・募金箱
によるご寄付
ANGEL LIFE NAGOYA、JAMMIN、News Café、
株式会社バリューブックス、株式会社プレジャーワーク
ス（敬称略）、ぷれいす東京・多目的室募金箱

●他団体との恊働プロジェクト
・Living Together 計画 

HIVのリアリティを伝えるプロジェクトを、aktaと
ぷれいす東京が窓口になって行っています。

・TOKYO AIDS WEEKS 2018（次ページ参照）
・MSM首都圏グループ 

コミュニティセンター akta、ぷれいす東京、名古屋
大学が連携しながら、地域のHIVの検査環境を改善す
る取り組みです。

・Not Alone Cafe 東京 
月に一度、新宿二丁目で開催するカフェ・イベントに

協力しています。このカフェは日本に来てまもないゲイ、
バイセクシュアル男性のために月に一度やっています。
日本語があまりできなくても、日本語の練習ができる場、
情報が手に入る場。この運営に協力しています。

多くの個人の方からもご寄付をいただきました。お名前
の掲載は控えさせていただきますが、心よりお礼申し上
げます。
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・LGBT 支援ハウス 
家族やパートナーからの暴力、メンタルの不調により

働けず貧困状態になり、ホームレス状態に陥ったLGBT
当事者を「ハウジングファースト」の視点から支援する
グループです。その運営に協力しています。

2015年度から開催している、TOKYO AIDS WEEKS 
には、6 つのイベントや企画が参加しました。
11 月 25 日（日）に、ぷれいすトークとして CASE 

Shinjuku にて「アフリカ難民キャンプの LGBT と HIV 〜
トランス女性の嶋田さんとゲイ写真家の藤元さんが語る」
を開催し、参加者、スタッフあわせて 30 名が参加しました。
ゲスト二人のトークから、アフリカのケニアにあるカクマ・
キャンプという難民キャンプにおいても、HIV が命や安全
と関わる大切なテーマになっていることを感じました。23
ページに参加者の感想文とアンケートの自由記述が掲載さ
れているので、お読みください。
Gay Men's Chorus は国立国際医療研究センターのみな

さまのご協力を得て、4回目の開催となりました。ゲイ男性、
トランス男性のメンバー 36 名が参加しましたが、合唱経
験も様々で、普段から歌っている、初体験、このイベント
だけで歌うなど多様でした。今回は、U=U（Undetectable 
= Untransmittable/ 検出限界以下なら、感染しない）と
いうメッセージ Tシャツを着て、HIV への差別・偏見を無
くすために歌いました。会場には、入院中の方も含めて多
くの聴衆が集まってきました。HIV 陽性者による手記の朗
読はMR.GAY JAPANの SHOGOさんにお願いしました。
今年は、クリスマスに因んだ曲も演奏し、みなさんと一緒
に楽しい時間を過ごしました。開催にあたって、国立国際
医療研究センター エイズ治療開発センターの皆様には、会
場提供、運営に多大なご協力をいただきました。

TOKYO AIDS WEEKS 2018 開催にあたり、ヴィーブ
ヘルスケア株式会社に協賛をいただきました。この場をお
借りして、お礼を申し上げます。

4. ぷれいす東京事務所の日常活動

ぷれいす東京の事務所は、月〜土の 12 時～ 19 時にオー
プンしています。フルタイム・スタッフ 2人、パートタイム・
スタッフ 6 人に加え 1 人が部門コーディネーターとして活
動しています。それ以外に、人員の少なさを事務所ボラン
ティアの方々がカバーしてくれています。
○部門コーディネーター	
　〔ホットライン部門〕	 佐藤
　〔Sexual Health Project〕 	 生島
　〔Gay Friends for AIDS 部門〕 	 桜井
　〔ネスト部門〕 	 佐藤、加藤、原田
　〔バディ部門〕 	 牧原
　〔HIV陽性者と周囲の人 /確認検査
　 待ちの人への相談サービス部門〕 	 生島、牧原
　　 厚生労働省受託事業  	 佐藤
　〔研究・研修部門〕 	 生島
　〔事務・総務部門 経理担当〕 	 伊澤

●新人ボランティア研修会の実施 
牧原 信也

ぷれいす東京の秋の風物詩、各部門合同での「新人ボラ
ンティア研修会」を 9 月に開催しました。会場はいつもの
新宿NPO協働推進センターで、オリエンテーションと研
修を実施しました。今年も朝から夕方までぎっしりのスケ
ジュールだったので、楽しさ半分、疲労半分で参加してい
たのでないかと思います。
今年で 17 年目を迎えましたが、毎年色々な方が活動に

関心をもち、ボランティアとして参加いただけることをう
れしく思います。
今回も講義形式とワークショップ形式を織り交ぜた、ぷ

れいす東京のオリジナルプログラムで3日間開催しました。
今年は、エゴグラムの講師として、臨床心理士の吉田博美
さんに協力いただきました。

▼合同研修オリエンテーション
9 月 1 日（土）14：00 ～ 16：00
　於：新宿NPO協働推進センター　　�

参加者合計 22 名（個別も含む）

▼新人スタッフ合同研修
9月9日（日）、16日（日）、23日（日/祝）
10：00〜17：00
於：新宿NPO協働推進センター　参加者 19 名　　
講義は、１日 3 〜 4 コマを 3 日間開催。１コマは 50 分
〜 90 分、休憩 10 分。プログラムの内容は以下のとおり。

また、映画監督の今村彩子さんの呼びかけで始まった「聞
こえる人、聞こえない人、どちらにもわかる HIV/ エイズ
予防啓発動画プロジェクト」の監修を担当しました。名古
屋医療センターの医師、ヴィーブヘルスケア株式会社の協
力を得て、動画が完成しました。ぜひご覧ください（https://
www.youtube.com/watch?v=_vlFAnDXV6M）。
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○ 9月 9 日（日）
1. 社会的な背景			  池上 千寿子
2. 医学的基礎知識① HIVの基礎知識と検査法	 福原 寿弥
3. 手記を読むワークショップ			  スタッフ
4. 陽性者の社会生活			  生島 嗣

○ 9 月 16 日（日）
1. 医学的基礎知識② 性感染症の基礎知識	 福原 寿弥
2. セイファーセックス・リスクアセスメント	 スタッフ
1. セクシュアリティの多様性について	 大槻 知子
4. エゴグラムと交流分析			  吉田 博美

○ 9 月 23 日（日 /祝）
1. 制度や社会サービス		  牧原 信也
2. ネスト・プログラムの取り組み		 加藤 力也/佐藤 郁夫
3. 相手のある保健行動〜コンドーム使用と使用依頼〜																

　				   スタッフ
4. 3 日間の振返り /今後の活動について

気への対策してますか？」のサイトも開設しました（P. ●
参照）。また、ジャンププラスとの共同プロジェクト「とも・
ナビweb」、長期療養シリーズのウェブサイト「HIV 陽性
者の視点で読み解く 長期療養時代」も運営しています。

○WebサイトURL
・ぷれいす東京（PC版・スマホ版）	.
			   http://www.ptokyo.org/
・Gay Friends for AIDS	 http://gf.ptokyo.org/
・地域におけるHIV陽性者等支援のためのウェブサイト	
			   http://www.chiiki-shien.jp/
・Love Life and Sexual Health（LASH）　
　			   http://lash.online/
・PrEP in JAPAN　		  https://prep.ptokyo.org/
・Living with HIV　
　〜身近な人からHIV陽性と伝えられたあなたへ〜		
			   http://lwh.ptokyo.org/
冊子無料配布プロジェクトを実施中

・性行為で感染する病気への対策してますか？　
		  http://shp.ptokyo.org/hepatitis/

特定非営利活動法人日本HIV陽性者ネットワーク・	
ジャンププラスとの共同プロジェクト
・HIV陽性者の視点で読み解く 長期療養時代　
	 http://chokiryoyo.ptokyo.org/
・とも・ナビweb　〜HIVで通院されている皆さまへ〜
	 http://www.janpplus.jp/tomonavi/

その他にも、
Facebook（http://www.facebook.com/
PLACETOKYO）やTwitter（http://twitter.com/
placetokyo）、Instagram（https://www.instagram.
com/placetokyo/）といったソーシャル・メディアも活用
し、Web上で随時情報発信を行っています。

●冊子などの制作物
ぷれいす東京では、HIV 陽性者のサポートや一般へ向け

た予防啓発など、さまざまな活動の成果を冊子などの形に
まとめています。これらの冊子は、陽性者や周囲の人など
の当事者、ぷれいす東京にボランティアなど何らかの形で
関わってくださっている方々、あるいは教育やセクシュア
リティ、医療、福祉などの専門家をはじめ、広くさまざま
な層へ向け、一部を除き原則有償実費にて頒布しています。
以下の冊子をはじめとする制作物をご希望の方は、ぷれ

いす東京 Web サイト「冊子・頒布物」のページから「印
刷物等申込票」をダウンロードして必要事項をご記入の上、
事務所にメール（office@ptokyo.org）か FAX（03-3361-
8835）でご送付ください。各冊子類の内容も同サイトにて
紹介していますので、ぜひご覧ください。

●Webサイトの運営
ぷれいす東京の Web サイトは、2015 年 7 月 31 日に、

HIV 陽性者とそのパートナーや家族、ともだちのためのサ
イト「web NEST」と統合してリニューアルし、スマート
フォン対応をしました。また、2017 年 12 月に、英語ペー
ジを開設し、ぷれいす東京の概要や FAQ などを掲載して
います。グローバル・ナビゲーションの「English」からご
覧いただけます。Gay Friends for AIDS（Gフレ）部門
のサイトの他、厚生労働科学研究班の「地域におけるHIV
陽性者等支援のためのウェブサイト」および「Love Life 
& Sexual Health（LASH）」、「Living with HIV　〜身近
な人からHIV 陽性と伝えられたあなたへ〜」など、情報豊
富な各サイトも運営しています。2018 年度は新たに「PrEP 
in JAPAN」がオープンしました。この Web サイトは、
平成 29 ～ 31 年度厚生労働科学研究費補助金（エイズ対策
政策研究事業）「HIV 感染症の曝露前及び曝露後の予防投
薬の提供体制に関する研究」（研究代表者：水島大輔（国立
国際医療研究センター）、研究分担者：生島嗣（ぷれいす東
京））の研究成果を還元するほか、性の健康づくりの啓発を
目的としています。2019 年 3 月に「性行為で感染する病
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▼HIV陽性者の手記など「生の声」をまとめた冊子
【Living Togetherシリーズ】
・『Living with HIV　〜身近な人からHIV陽性と伝えられ
たあなたへ〜』（後援：鳥居薬品株式会社）

　HIV陽性者のパートナー、家族、友だち、職場の仲間など、
身近な人からHIV陽性と伝えられた人とHIV陽性者によ
る計24編の手記と、基礎知識やデータを取りまとめた短
いコラムを掲載。通知を受けた人への支援ツールとしても
活用できる。2013年制作（A5サイズ　60ページ）。2014
年第2刷、2015年第3刷、2017年第4版。

　鳥居薬品株式会社のご協力により、無償配布を行ってい.
ます。

　（冊子がなくなり次第、終了）

・『Living Together “Our Stories”』
　さまざまな立場の方から寄せられた19編の手記とチャー
ミングな写真が、HIV/AIDSとともに生きている人もそ
うでない人も「すでにみんな一緒に生きている」ことを実
感させてくれる。「Sexual Healthコラム」も収載し、学

校や家庭、職場で活用できる教材｡　2005年制作（A5サ
イズ4色刷り36ページ）。

▼予防啓発活動を通じて生まれた冊子
【Sexual Healthシリーズ】
・ 『Sexual Health Book ②』 
　Sexual Health シリーズのニューフェイスSexual Health 
Book ②が誕生。感染予防、避妊、デートDVなど性の健
康情報だけでなく、性の多様性とコミュニケーションのポ
イントについてもとりあげ、わかりやすく、しかも自分の
事として気づくための工夫がなされている。学校、家庭、
職場などで教材として活用できる冊子。2014年制作（A6
サイズ16ページ）。

・ 『Sexual Health ゲーム編』 
　授業やイベント、セミナー等で活用できる、「ゲームで遊
びながら学ぶ性の健康」のノウハウが満載。2005年制作
（A5サイズ2色刷り32ページ）。
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▼HIV陽性者へのケア活動を通じて生まれた冊子（陽性者お
よびそのパートナー、家族には無償頒布）

・ 『Life & Medicine ?日常生活の中で 服薬を続けるヒント?』
（制作：ぷれいす東京、発行：ヤンセンファーマ株式会社）
生活者の視点からHIV陽性者の服薬を支援することを目
的に作られたツール。陽性者20名に対するインタビュー
と、全国の陽性者151名から回答を得たアンケートで構成。
2012年制作（A5サイズ4色刷り40ページ）。
PDF版は、ヤンセンファーマ株式会社のWebサイトでダ
ウンロード・閲覧が可能。（https://www.janssen.com/
japan/patient/hiv）

▼肝炎の予防啓発のためのパンフレット
・ 『性行為で感染する病気への対策してますか？』
厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業「HIV 
検査の受検勧奨のための性産業の事業者及び従事者に関
する研究」（研究代表者：今村顕史（がん・感染症センター 
都立駒込病院））からの依頼で制作しました。2019年制作
（A5サイズ8ページ）。
Webサイトも開設し、冊子のPDF版をダウンロード・閲
覧可能です。
（http://shp.ptokyo.org/hepatitis/）

▼その他制作物（詳しくはお問い合わせください）
・	日本エイズ学会学術集会・総会 HIV陽性者参加支援スカ
ラシップ 報告書（第20～ 30回）
ぷれいす東京とはばたき福祉事業団、日本HIV陽性者
ネットワーク・ジャンププラスが共同発行。

・ ぷれいす東京年間活動報告書（2011 ～ 2017年度）
・ Living Together Manual
・ Living Together LETTERS
・ Hの強化書・実践編
・ OUR DAYS
・ OUR DAYS [Episode 2]
・ たんぽぽ
東京都発行の新陽性者向け冊子、ぷれいす東京が制作や改
訂に協力。

・ 職場とHIV/エイズハンドブック　—HIV陽性者ととも
に働くみなさまへ—
ぷれいす東京が編集協力した、東京都発行の冊子。

●メディアへの協力
今年度もテレビ・ラジオ番組、新聞や雑誌、Web など

各種メディアからの取材依頼がありました。ゲイ雑誌の取
材などにも協力・寄稿し、情報発信をサポートしました。
また、研究成果や相談対応に基づく情報提供、可能な範囲
でのHIV 陽性者の紹介を行いました。事前に企画書を提出
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ゲイ雑誌「サムソン」に寄稿　2018年6月号（2018/4発
売）〜2019年5月号（2019/3発売）に連載中

（掲載、放送の記載がないものは、取材協力日）

●認定NPO法人化計画　経過報告
2015 年から進めてきた認定 NPO 法人になるための協

力依頼にあたって、多くの方々にご支援・ご協力いただき、
心より御礼申し上げます。多くのみなさまから寄付のお
申込をいただいたおかげで、2018 年 12 月 20 日に東京
都に認定 NPO 法人の申請書を提出することができまし
た。お力添えに心より感謝します。
この 4 月に東京都から審査日程の連絡があり、7 月末

に審査を受けることが決まりました。結果がわかり次第
ご報告いたします。
認定 NPO 法人になると寄付者は金額に応じ、所得税

と地方税をあわせて、寄付金額の最大 50％の税額控除を
受けられる可能性があります。団体としては、寄付が集
めやすくなり、財政基盤の強化につながります。
今後も引き続き、毎年 100 人以上のサポーターにご支

援いただいている実績が必要です。どうぞご支援いただ
けますようお願いいたします。

認定サポーターになっていただくには
条件は下記2つです。
①１年度（4月から翌年3月）に3,000円以上の寄付
② �東京都に提出する非公開の名簿への掲載	
（氏名・自宅住所、団体の場合は団体名・所在地）

・郵便振替の場合
氏名、自宅住所のほかに、通信欄に、「ぷれいす東京
への寄付」「認定NPOサポーター希望」と明記

・銀行振込・ゆうちょ送金の場合
メールで下記をoffice@ptokyo.org　までお知らせ
ください。
件名：認定NPOサポーター希望
本文：特定非営利活動法人ぷれいす東京　あて

1）�振込情報
　（振込日／振込先銀行／振込名／	金額）
2）�寄付者情報
　（氏名／自宅住所、または団体名／所在地）
3）ぷれいす東京への寄付

・クレジット決済の場合
金額を入力して、「ぷれいす東京への寄付」、「認定
NPO計画サポーター希望」を選択して送信。
決済情報のページに氏名、自宅住所を入力

詳しくは、Webサイトの「認定NPOになることを応援す
る（https://ptokyo.org/support/authorizednpo）」
をご覧ください。

していただき、内容の妥当性や取材協力者のプライバシー
への配慮などを確認しています。

・	BuzzFeed Japan「企業の健康診断にもHIVや梅毒の検
査機会を」（5/10掲載）

・東京新聞「貧困LGBTに住まいを　NPOが“支援ハウス”
資金募集」（8/16掲載）

・高田馬場経済新聞「HIV/エイズやLGBTで悩む人を支
えるボランティア、高田馬場のNPOが募集」（8/22掲載）

・YouTube動画「僕の彼氏はHIVです　付き合って16年
目のゲイカップル」（8/22公開）

・読売新聞「エイズ　社会の偏見は今も」（9/3掲載）
・鉄道弘済会　社会福祉研究133号　「NPO法人による
HIV陽性者とその家族への支援の現状と課題」（10/1発
行）

・NHK「首都圏情報ネタドリ！」取材協力（10/5放送）
・Genxy「“ラッシュ”は本当にダメなもの？日本と世界の
ラッシュ最新事情」（10/6掲載）

・g-ladxx「トークイベント“RUSHをめぐる最前線”で浮
き彫りになった厳罰主義施策の理不尽さ」（10/6掲載）

・YouTube動画「LGBTQ100人のカミングアウト 2018
【大丈夫！あなたは１人じゃない！】」（10/11公開）
・日本評論社　こころの科学202号　「ゲイ・バイセクシュ
アル男性のネットワークと相談行動」（11/1発行）

・読売新聞「日本初！不二ラテックス、全従業員に“HIV
検査”の機会を提供」取材協力（11/16掲載）

・BuzzFeed Japan「HIVや梅毒でも元気に働けるって」
（11/20掲載）
・毎日新聞「トークイベント アフリカの性的少数者、知っ
て　迫害受け難民に　新宿で25日」（11/23掲載）

・オルタナS「HIVは老後を考えられる時代に--偏見と闘
うNPO」（11/26掲載）

・HUFFPOST日本版「セックスと真面目に向き合う。
“SRHR（性と生殖の健康と権利）”の活動を支援する基金
設立。」（11/27掲載）

・J-WAVE「JK RADIO TOKYO UNITED」（11/30出演）
・日本医療企画　厚生労働2018年12月号「当事者の声　
HIVに感染しても人間関係を変えないでほしい」（12/1
発行）

・FMおのみち「世界エイズデー in おのみち　尾道で
HIV/エイズ・性感染症を考える」に協力（12/1放送）

・@FM「RED RIBBON LIVE NAGOYA 2018」（12/2
出演）

・毎日新聞動画ニュース「まいもく」（12/6出演）
・高田馬場経済新聞「HIV陽性者向け就職支援セミナー　
高田馬場のNPO主催、大手企業担当者招き」（1/15掲載）

・上毛新聞「HIV早期発見必要なものは？」（1/29掲載）
・g-ladxx「日本におけるPrEPの現状と、今後への期待」
（2/27掲載）
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●「チャリボン」のご案内とご協力のお願い
2019 年 1 月 8 日より「チャリボン」に参加しました。

「チャリボン」は、株式会社バリューブックスが運営する、
古本などのリユースを活用して NPO・NGO などの寄付
集めのお手伝いをするサイトです。引っ越しなどで不要
になった本や DVD、ゲーム等を「チャリボン」に送るこ
とで、ぷれいす東京に寄付をすることができます。読み
終わった本などを処分しようと思っているみなさま、ど
うぞご協力をお願いします。
なお、「BOOK 募金」でのリサイルクル本の受け入れは、

2018 年 12 月 14 日で終了しました。これまで「BOOK
募金」を通じて寄付をくださったみなさまに、この場を
お借りしてお礼を申し上げます。

お 振 込 先

・ ゆうちょ銀行振替口座　00160-3-574075
「特定非営利活動法人ぷれいす東京」

※ご送金いただく際に、通信欄に寄付か会費納入か
ご一筆ください。専用の振替用紙もあります。

・三井住友銀行　高田馬場支店
普通預金　2041174

「特定非営利活動法人ぷれいす東京」
※銀行からお振込いただいた場合は、お手数ですが
その旨をご連絡いただければ幸いです。

※クレジットカード決済による寄付とチャリボンの
詳細は、ぷれいす東京Webサイトの案内「寄付・
応援する」をご覧ください。

○ご寄付をいただける場合には、下記の口座宛にお振込を
お願いいたします。会員の方が会費を納入いただく場合
も、同じ口座宛にお振込ください。クレジットカードに
よる寄付（１回ごと/毎月の定額）もできます。

https://www.charibon.jp/partner/ptyo/
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部門報告（ホットライン）

1. 活動のあらまし
HIV/ エイズに関して、不安や疑問がある人の相談を受

けたり、情報を提供する場として、
＊「ぷれいす東京HIV/ エイズ電話相談」
＊「�東京都 HIV/ エイズ電話相談（夜間 / 休日）」
（東京都委託事業）

を運営している。

2. スタッフの構成（2019年3月現在）
・コーディネーター	 1名
・世話人	 5名
・スタッフ	 24名	（実働）

3. 活動内容
○「ぷれいす東京HIV/エイズ電話相談」
電話番号：03（3361）8909［1 回線］
実施日：日曜日　13：00 〜 17：00

○「��東京都HIV/エイズ電話相談（夜間/休日）」			 
（東京都委託事業）
電話番号：03（3292）9090［2 回線］
実施日：金曜日　18：00 〜 21：00
	 （但し、祝日の場合は、14：00 〜 17：00）
	 土 / 日曜日　14：00 〜 17：00

○スタッフミーティング
毎月 1回、第 3 日曜日　11：15 ～ 13：15
合わせて、ケースカンファレンスや学習会を行っている。

○世話人会
部門内の調整・企画の場として有志により構成。ホット

ライン部門研修に携わっている。
必要に応じて、第 3日曜日　10：00 ～ 11：00 にミーティ

ングを開催。

○東京都HIV/エイズ電話相談連絡会
東京都エイズ対策係と共同委託先のHIVと人権・情報セ

ンターの三者による定例会議。
毎月第 2金曜日に都庁にて開催している。

○東京都HIV/エイズ電話相談連絡会全体会
東京都エイズ対策係と共同委託先のHIVと人権・情報セ

ンター東京に係るスタッフで構成され、2012 年度から始
まった。年 1回開催。
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●�相談内容 （複数回答有）〈ぷれいす東京〉〔グラフ2〕		
（％は、内容／相談件数）
相談内容の内訳は「感染不安」が中心で全体の 88.2％（昨

年度：87.9％）、次いで「感染経路」81.6％（同：84.3％）、「検
査」58.6％（同：56.1％）、「予防」43.9％（同：45.7％）、
「一般的な知識」24.1％（同：33.3％）、「症状」18.8％（同：
26.3％）、「他の性感染症」21.0％（同：21.0％）、「人権・
プライバシー」11.5％（同：11.6％）、「治療」17.5％（同：
7.8％）、「その他」10.5％（同：6.1％）となった。「他の性
感染症」⇄「症状」、「人権・プライバシー」⇄「治療」の
順位がそれぞれ入れ替わった。

●相談実績報告（2018年4月1日～ 2019年3月31日）
年間活動日数	 52 日間
総相談時間数	 207 時間
	 ※9/30 台風接近のため 1時間休止
活動スタッフ数	 のべ 57 名
年間相談数	 515 件
	� 男性 431件 女性 81件 不明 3 件
	 うち	陽性者4 件
		  確認検査待ち 4 件
		  陽性者周囲 2件

●相談件数〈ぷれいす東京〉
今年度の相談件数は、515 件（昨年度：396 件）だった。

月平均 /43 件（同：33 件）、1 日平均 /9.9 件（同：7.8 件）
で、昨年度に比べると月に 10 件の増加だった。過去の推
移は、479 件、508 件、439 件、396 件、515 件で、この
5 年間で 1 番多い件数だった。

●相談者の内訳 〈ぷれいす東京〉〔グラフ1〕
性別は、「男性」431 件（83.7％）、「女性」81 件（15.7％）、

「不明」3 件（0.6％）だった。男女の割合は 5 年間同様の
傾向を示している。
年代は、「20 代」28.5 ％→ 30.5 ％、「30 代」26.3 ％

→ 27.8％、「40 代」17.9％→ 18.4％と昨年度よりそれぞ
れ増加した。「50 代以上」が 9.4％→ 5.6％とかなり減少し
たが、他は変動がなかった。

●相談時間 〈ぷれいす東京〉〔グラフ3〕
全体的な傾向は、昨年度と同様だったが、30 分以上

の相談が少なくなった。「5 分未満」24.3％（昨年度：
20.7％）、「5 分〜 9 分」27.4％（同：30.6％）、「10 分〜
14 分」20.4％（同：18.7％）、「15 分〜29 分」23.9％（同：
23.2％）、「30 分〜 44 分」3.5％（同：5.1％）、「45 分〜
59 分」0.8％（同：1.5％）、「60 分以上」0.2％（同：0.3％）
と変動した。

1）「ぷれいす東京HIV/エイズ電話相談」

2018年度の相談状況

グラフ 2　相談内容（ぷれいす東京） ＊複数回答あり
2018年4月～2019年3月
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●�回線占有率 〈ぷれいす東京〉〔グラフ4〕　算出方法：総通話
時間／総相談時間（超過は分母に加算）
回線占有率は、昨年度は 50％以上の月が 0 であったが、

今年度は 5 ヶ月もあり、その結果、年度の回線占有率が
46.4％（昨年度：39.8％）に上昇した。

●情報源 〈ぷれいす東京〉〔グラフ5〕 
「インターネット」は全体の 82.0％だった。続いて「パ
ンフレット」1.0％、「保健所」0.6％だった。
「インターネット」423 件の内訳は、「ホームページ」60
件（14.2％）、「検索」343 件（81.1％）、不明 13 件（3.1％）、
「その他」8件（1.9％）、「SNS」1 件だった。

今までは「その他」の中に「検索」を入れていたが、ほ
とんどが検索サイトからのアクセスなので、それぞれに分
けた。

●他県の割合 〈ぷれいす東京〉
東京都外からの相談は 319 件（61.9％）と、昨年度の

238 件（60.1％）から 1.8％微増したが、60％を超えてお
り全国から相談があることを示している。

●�陽性者及びその周囲への対応 〈ぷれいす東京〉
HIV 陽性者からの相談は 4 件（昨年度：10 件）だった。

確認検査待ち（スクリーニング検査が陽性 / 要確認 / 判定
保留 / 擬陽性で、確認検査の結果が出ていない：以下、確
認検査待ち）が 4 件（同：2 件）、陽性者周囲の相談が 3 件
（同：1 件）だった。ぷれいす東京の相談における陽性者相
談は、全体の 1.0％（同：2.5％）だった 。

2018年度の相談状況

グラフ3　相談時間（ぷれいす東京）n=515
2018年4月～2019年3月
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5分未満
24.3%

グラフ4　回線占有率（ぷれいす東京）
2018年4月～2019年3月
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グラフ 5　情報源（ぷれいす東京）  n=515 
2018 年 4 月～2019 年 3 月
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この相談は東京都から委託を受け、「HIV と人権・情報
センター東京」と分担して行っている事業である。以下は
「ぷれいす東京」が担当し、対応したものについて報告する。

●相談実績報告（2018 年4月1日～ 2019年3月31日）
年間活動日数	 155 日間
総相談時間数	 464 時間（のべ 928 時間）

　　　　　　　　　　　　※9/30 台風接近のため 1時間休止
活動スタッフ数	 のべ 365 名　　
年間相談数	 2,679 件
	� 男性 1,611 件　女性 1,057 件
	 不明  11 件
	 うち	陽性者 27 件
		  確認検査待ち 4件
		  陽性者周囲 8 件
		  確認検査待ち周囲 2件

●月別相談件数 〈東京都〉　　
今年度の相談件数は 2,679 件（昨年度：2,230 件）で

449 件の増加だった。月平均が 223.3 件（同：185.8 件）で、
1 日の平均は 17.3 件（同：14.5 件）だった。昨年度より 1ヶ
月あたり 37.5 件増加した。200 件を超える月が昨年度は
4 ヶ月だけだったが、今年度は逆に 200 件満たなかった月
が、3ヶ月だけだった。

●相談者の内訳 〈東京都〉〔グラフ6〕
性別は、「男性」60.1％（昨年度：70.3％）、「女性」

39.5％（同：29.2％）、「不明」0.4％（同：0.5％）だった。
今年度は「女性」の割合が 10％も増えた。
年 代 は、「30 代 」19.1 ％（ 同：16.4 ％）、「20 代 」が

18.5％（同：19.9％）、「40 代」12.4％（同：15.5％）、「50
代以上」5.6％（同：7.8％）、「19 才以下」1.6％（同：1.9％）
の順だった。「20 代」⇄「30 代」が入れ替わり、「不明」
42.8％（同：38.5％）で増加した。

●相談内容 （複数回答有）〈東京都〉〔グラフ7〕
今年度から相談内容の内訳の「その他」から、相談件数が

増えてきた「他の性感染症」を分離した。
相談内容の内訳は、「感染不安」が 86.9％（昨年度：

81.6％）で一番多かった。続いて「感染経路」が 75.2％
（同：72.4％）、「検査」が 38.7％（同：43.3％）と続い
た。「予防」28.4％（同：30.0％）、　「症状 / 治療」22.7％
（同：23.0％）、「一般的な知識」20.3％（同：20.5％）、
「他の性感染症」14.6％（同：なし）、「その他」8.6％（同：
22.4％）、「人権 / プライバシー」6.0％（同：6.5％）とい
う順位になった。
「その他」は「他の性感染症」が抜けたので、大幅な減少
になった。

2）「東京都HIV/エイズ電話相談（夜間／休日）」（東京都委託事業）

2018年度の相談状況

グラフ6　相談者の年代（東京都）n=2,679
2018年4月～2019年3月
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グラフ 7　相談内容（東京都） ＊複数回答あり
2018 年 4月～2019年 3月
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●相談時間 〈東京都〉〔グラフ8〕
10 分未満の相談は 70.7％（昨年度：67.7％）と半数以上

を占めた。全体の 95.9％（同：95.2％）が 30 分以内に収
まり、60 分以上の相談は 0.3％（同：0.4％）と少なかった。

●情報源 〈東京都〉〉〔グラフ10 〕
「インターネット」は全体の 52.8％（昨年度：52.4％）だっ
た。続いて「不明」43.8％、「その他」1.0％、それ以外は 1％
未満だった。
「インターネット」の 1,415 件の内訳は、「ホームページ」
216 件（15.3％）、「検索」1,105 件（78.1％）、「不明」81
件（5.7％）、「その他」10 件（0.7％）、「アプリ」1件、「SNS」
2 件だった。
昨年度は「その他」の中に「検索」を入れていたが、ほ

とんどが検索サイトからのアクセスなので、分けた。

●�回線占有率 〈東京都〉〔グラフ9〕 算出方法：総通話時間／総
相談時間（超過は分母に加算）
今年度の回線占有率は、4 月、5 月は 20％台だったが、

それ以降は 30％以上で推移した。
ただ 50％以上の月が 12 月の 1 ヶ月だけだった。年間平

均は、38.7％（昨年度：36.0％）だった。

●他県割合 〈東京都〉
東京都外からの相談は 1,014 件（昨年度：870 件）で、

全体の 37.8％（同：39.0％）を占めた。昨年度より割合が
減ったように見えるが、「不明」が増えたことが影響した。
「東京都」の電話相談だが、全国のニーズに対応しているこ
とがわかる。

●陽性者及びその周囲への対応  〈東京都〉
HIV 陽性者からの相談は 27 件（昨年度：22 件）で、5

件増えた。確認検査待ちは 4 件（同：10 件）、陽性者周囲
からは 8件（同：9 件）だった。東京都の相談における陽性
者相談率は、1.0％（同：1.0％）だった。

2018年度の相談状況

グラフ9　回線占有率（東京都）
2018年4月～2019年3月
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①相談件数の推移
東京都の 5 年間の数字は、2,433 件、2,244 件、1,951

件、2,230 件、2,679 件と、一昨年度まで減少傾向だったが、
昨年度に引き続き今年度も増加した。
ぷれいす東京は、479 件、208 件、439 件、396 件、

515 件という推移を見せている。昨年度の大幅な減少から
一転して 119 件も増加した。

②ネット情報に振り回されているケース
インターネットが当たり前になり、多くの人がスマート

フォンを持つようになった。また Google などの検索サ
イトが便利になり、簡単に様々な情報に触れられるように
なった。その情報には正確なものもあるが、他人を貶めよ
うとしているものや間違った情報が流れている例も多い。
性的な接触では、コンドームを着ければ、挿入行為での感
染が防げることは浸透しているが、オーラルセックスでの
感染の可能性や検査のウィンドウピリオドの表記はまち
まちである。ネットを活字情報のように捉えて、信じきっ
ている人もいるので、電話で修正をするのが大変な相談も
あった。

③リピーターの相談
今年度もリピーターが存在したが、特徴は大きく二分さ

れる。一つ目はもう何年も、人によっては 10 年単位でか
けてきている長期的リピーターで、その多くは日常接触や
接触すらしていないことで不安になり、細かく何度も確認
をしてくる。もう一つは、一定の期間だけかけてくるリピー
ターで、多くは性的接触などの具体的な心配事があり、検
査結果を受け取るまで続く。陰性の確認が取れると相談を
卒業していくことが多かった。しかし中には、その後も陰
性の結果が信じられず、相談が続く場合もあった。

④対応が難しい相談
今年度も対応が難しい相談が複数あった。相談者が期待

している回答をしないと、怒り出すような相談があり、相
談員に負担がかかった。ひどいときは、相談員の資質まで
否定する例もあり、フォローが必要となった。
世の中でもモンスター○○という言葉があるが、注意深

く対応する必要がある。

3）相談全体のまとめ（ぷれいす東京／東京都）

4）陽性者関係の相談

ぷれいす東京と東京都の HIV/ エイズ電話相談に寄せら
れた、HIV 陽性者・確認検査待ちとその周囲の人たちから
の相談をまとめてみた。

●陽性者（31件）
1）感染後6 ヶ月以内の陽性者（3件／陽性者の9.7％）
※�3件／ 30代：1件、40代：2件／他県…3件
・障害者手帳の申請が1か月かかる。その間が不安。
・紹介状が届いて、これからクリニックの予約。それ
までが不安。

・クリニックで陽性と診断され、紹介状が送られてき
た。本当に陽性なのか。

2）�感染後6 ヶ月以上と長期療養中の陽性者（28件／陽性
者の90.3％）
※�男 性：28 件 ／30 代：7 件、40 代：13 件、50

代以上：3 件、不明：5 件／東京…9 件、他県…
15 件、不明…4件

[緊急や困難な事例]
・治療中。あと3日で薬が切れてしまうが、病院の予約
が取れない。主治医は大丈夫と言っている。

・梅毒の治療で薬疹が出たが、抗アレルギー剤がもらえ
ない。

・主治医の対応についてのクレーム。

・ネットで陽性であることを書かれ、誹謗中傷されてい
る。弁護士のこと。（複数回）。

・B型肝炎にも罹患。同性のパートナーと予防のない行
為がある。HIVも10年未服薬。相手に感染させてい
る可能性はあるか。

[専門的知識が必要な事例]
・鬱の診断をされたが、上司から別の病院の診断書を求
められている。

・日本に3年間の在留で来た。日本で治療を受けられるか。
・民間の生命保険に入れるか。
・1年前に感染がわかった。通院が大変なので、転院を
考えている。

・今入っている生命保険が高すぎて払い続けられない。
陽性を告げて、見直そうと思うがどうか。

[プライバシー関連 ]
・HIVを職場で開示したら、居づらくなった。転職を考
えている。

・障害枠で働き始めたが、職場に開示するかどうかを迷っ
ている。

・新しい就職先で健康診断がある。自分から障害者であ
ることを伝えなくても良いですよね。

・ネット上に、悪口を書かれている。

2018年度の相談状況
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・脳神経系の病気を可能性。突然倒れたり、記憶を失う
可能性があると言われた。職場に伝えるべきか。

[その他]
・ゲイ。パートナーが支えてくれているが、急に不安に
なる。

・ウイルスは検出限界以下だが、ハッテン場でアナルセッ
クスの受けをしてしまった。

・日常的に起こる怒りの感情についての相談。
・セックスで他者に感染させてしまう恐れ。
・今の主治医に診てもらっていて大丈夫か。
・水田水脈の発言や、ゲイと血友病によるHIV陽性者の
違いについて。

●確認検査待ちの相談（8件）
※�男性：7件、女性：1件／ 20代：2件、30代：1件、
　40代：3件、50代以上：1件、不明：1件
　／東京…2件、他県…6件

[術前検査・妊婦検診]
・術前検査で陽性と言われて、確認検査中。会社と家族
にどう伝えたら良いか。

[自主検査]
・同性とキスとコンドームあり肛門性交。1か月後、即
日検査で偽陽性。

・友人と一緒に検査に行き、判定保留。確認検査に行き
たいが、休みが取れない。

・aktaのHIVチェックで判定保留と出た。確認検査の手
続きを知りたい。

・梅毒を疑って検査を受けたら、HIV陽性が出た。偽陽
性の可能性もあると言われたが、大丈夫か。

・コンドームなしフェラチオをされて検査。保健所の即
日検査で判定保留になった。生活がつらい。

・コンドームなしの膣性交。保健所で抗原抗体検査を受
けて、判定保留。抗原も抗体も調べているのにどうし
て判定保留なのか。納得がいかない。

・過去に複数の人のフェラチオをした。即日検査で判定
保留。判定保留について詳しく知りたい。

●陽性者周囲の相談（10件）
※�男性：7件、女性：3件／ 20代：1件、30代：1件、
　40代：1件、50代以上：1件、不明：6件
　／東京：4件、他県：4件、不明…2件

・（パートナー）外国人。1年付き合っている。彼の鞄の
中に、抗HIV薬を発見。陽性者なのか？

・（パートナー）3か月前に陽性とわかった。身辺整理し
て、実家に帰ってしまい、連絡が取れない。

・（パートナー）結婚を前提で付き合っていた人が陽性。
これからのことを悩んでいる。相手は別れないつもり
でいる。

・（パートナー）最近彼氏の陽性が判明。膣性交やフェラ
チオはないが、精液が手についた。大丈夫か。

・（元パートナー）15年前交際相手から陽性だったと連絡
があり、検査を勧められた。エイズを発症したら死ん
でしまうのか。

・（父）17歳の息子の陽性が判明。障害を抱えているので、
サポートして欲しい。

・（出会い系アプリ）2回フェラチオ行為があった人から
交際をしたいと言われたが、同時にHIV陽性を通知さ
れた。長期服薬をしている様子。

・（友人）外国人の友人が陽性。ビザが切れそうだが、薬
が手元に4錠くらいしかない。

・（作業所職員）利用者がHIVに感染していた。気をつけ
ることはあるか。

・（クリニック医師）陽性者を診ているが、地元で歯科が
見つからない。

●確認検査待ち周囲の相談（2件）
※�男性：1件、女性：1件／ 40代：1件、不明：1件
　／東京：1件、他県：1件

・（パートナー）治験を受けるための検査で陽性が出た。
自分も検査を受けるが、どんな検査をされるのか。

・（夫）術前検査で判定保留。不妊治療で二人とも陰性で、
他の人と性行為はないと言っているのになぜか。

●陽性者相談などのまとめ
数年前、陽性者などの相談が難しいとの声が相談員か

ら上がった時、ケースカンファレンスでの最終的な落と
し所は、「不安な感情や気持ちを受け止めること」と「専
門家が対応した方が良いこと」をわけて、「不安な感情や
気持ちを受け止めること」に専念して、専門的なことは
ぷれいす東京ポジティブラインに繋ぐことで、相談員の
心理的な負担を和らげようと考えた。ところが今年度の
陽性者などの相談内容を見ると、専門家でも対応が難し
いものが多く含まれていて、個別対応が必要な相談であっ
た。特に地方では、プライバシーの問題があり、陽性者
の暮らしにくさが見えてきた。
相談員は、気持ちを受け止めるよう努力をしているが、

専門家のサポートや専門的な知識が必要な相談が多く、
対応が難しかった。陽性者相談の相談員とも連携した学
習会や、ケースカンファレンスを通じて、スキルアップ
する必要があると思うと同時に、どのような言葉をかけ
て、ぷれいす東京ポジティブラインにかけ直してもらう
かも課題である。

2018年度の相談状況
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他部門と共同の募集を実施。合同でのオリエンテーショ
ン・基礎学習を行なった後、ホットライン部門の専門研修
を実施した。

1）シフト等活動状況 

2）新人スタッフ研修

活動実績（2018年4月1日〜2019年3月31日）

（1）合同研修事前オリエンテーション
（2）ぷれいす東京スタッフ合同研修

（1）（2）の詳細については、事務・総務部門の報告を参照

ミーティング等稼働状況 回数 のべ人数

電話相談シフト 155回

スタッフミーティング 10回 105 4/15，5/20，6/17，8/19，9/16，11/18，12/16，1/20，2/11，3/17

世話人会 3回 16 5/20，8/19，1/20

懇親会 3回 30 4/15，5/20，7/22

東京都電話相談全体会 1回 11 7/22

東京都ボランティア講習会 4 回 35 8/2，10/19，1/9，2/4

個別ミーティング 5 回 10 4/15，5/19，7/10，7/14，3/15　

シフト引き継ぎ 2 回 6 9/16，3/30

ホットラインオリエンテーション 3 回 17 9/29，9/30，10/13

ホットライン部門研修 3 回 34 10/20，10/21，10/28

モニタリング 7 回 9

実地研修 12 回 17

新人修了ミーティング 7 回 15 11/26，11/27，11/28，12/15，12/18，12/28，1/25

東京都電話相談連絡会 11回 28 4/20，5/11，6/8，8/10，9/21，10/12，11/9，12/14，1/11，2/8，3/8
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3）ホットライン部門研修

活動実績（2018年4月1日〜2019年3月31日）

電話相談員に必要な基礎講義を学習後、各研修生とも
相談電話事例を用いてロールプレイング、電話相談のモ
ニタリング、実地研修の個別指導へ。全課程修了後、再
度本人の意志を確認し、ホットラインスタッフに迎えた。

ぷれいす東京合同研修
※ 事務・総務部門の報告を参照

◦事前オリエンテーション
◦合同研修（3 日間）or 補講

ホットライン部門別オリエンテーション ： 2.5 時間
◦グラウンドルールの確認
◦ HIV/エイズの電話相談とは
◦検査の基礎

ホットライン部門別研修 ［1 日目］ ： 5 時間
◦グラウンドルールの確認
◦ピア・カウンセリング
◦ HIV 検査について
◦相談デモンストレーション
◦リスクアセスメント

ホットライン部門別研修 ［2 日目］ ： 5 時間
◦グラウンドルールの確認
◦検査相談デモンストレーション
◦ロールプレイング（1）〜（4）
◦研修振り返り
◦モニタリング／実地研修に向けて

モニタリング：各 3 時間 ×1 回
◦グラウンドルールの確認
◦モニタリング
◦ケース毎の振り返り
◦実地研修に向けて疑問点の解消
◦振り返り

実地研修：各 3 時間 ×2 回
◦グラウンドルールの確認
◦実地研修
◦ケース毎の振り返り
◦知識の確認
◦振り返り（毎回）／今後について（最終回）

〔講師〕生島 嗣（ピア・カウンセリング）・折茂 淳（HIV 検査について）
〔担当スタッフ〕阿曽 義文 / 足立 惟子 / 佐藤 郁夫 / 白幡 素子 / 染谷 太恵 / 丸井 淑美

研修の実施・指導はホットライン部門の世話人を中心に、
現役スタッフが担当した。
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「3年目の思い」	 カズ
ホットラインに参加して早 3 年、「中堅」と呼ばれ、

もう新人じゃないんだな…と身の引き締まる思いがす
る。
相談内容の多くは感染不安であるが、その中でも大

きく分けて 2つのタイプがあると感じる。
一つ目は、「こういう行為をしたが感染するか？」等、

不安のポイントが明確なもので、筋道を立てて話をし
ていくと大方は納得される。このタイプの相談で感じ
る事は、年代を問わず、性・性感染症全般に対する知
識の乏しさである。少し前に東京都議が中学 3 年生の
性教育で「性交・避妊・中絶」を取り扱った事を「不
適切」と批判した事件が物語るように、実効性に乏し
い日本の性教育の実態を日々痛感する。
二つ目は、理不尽な不安を訴えるものである。話を

聞いていくと、記号的な「得体のしれない恐怖の対象」
としてHIVを選び、「悪いことをしたからHIVに感染
する」等、HIVをある種の罰・スティグマとして捉え
ている方が多い。これは未だ残るHIV へ根強い偏見・
無理解が原因と考える。
性知識の不足、偏見・無理解の払拭、20 年経っても

未だ解決されない難しい問題だが、自分にできる事と
して、一本一本の電話で正確な情報を地道に伝えてい
きたいと思う。

「HLで得られた変化」	 三浦
HL 業務をはじめて 2 年目の三浦です。研修当初は、

HIVの概要からはじまり、感染経路、予防知識などを
学習し、なかなか覚えられずに苦労しました。
ちゃんと理解して利用者様に応対できるようになる

のかとても不安でしたが、スーパーバイザーのご指導
にて業務を慣れていくことができ、利用者様が何を一
番悩んでいるのか、どういうことでお困りなのかとい
う考え方を都度アドバイス頂けて、その度に少しずつ
理解していくことができました。
私たちに求められるものは人それぞれです。感染不

安や治療、検査内容など、相談に対する動機も目的も
千差万別。気持ちの切り替える早さも求められ、一人
一人のニーズに合わせた姿勢も学ぶことができまし
た。たまにいただく感謝の言葉は、モチベーションを
上げてくれます。現在も相談内容によって分からない
ことも多々ありますが、研修で得た知識は必ず活かす
ことができると思うので、今後もしっかり頑張ってい
きたいです。

「ホットライン活動への想い」	 内藤
ぷれいすでホットラインの活動を始めてまだ 2 年で

すが、仲間の皆さんの優しい手厚いご指導で、楽しく
活動を続けています。
たまに、難しい相談にちゃんと乗れてるのか不安に

なる事もありますが、この活動を通して一番嬉しく私
の原動力になるのは相談者さんからの「ありがとう」
です。続く言葉はこれからどう気をつけたらいいのか
知れて良かった、の時もあるし万一陽性の結果がでで
もそんなに絶望しすぎる必要もないんだね、の時もあ
るし、ただ話を聞いてくれて落ち着いたよ、の時もあ
ります。
知識と予防で感染を防げるHIV。ただ誰もが過去の

性行為に絶対の自信があるわけでも無いし、誰もが完
全な知識があるわけではありませんと思います。ホッ
トラインの活動はそんな不安を感じる方のお話を聴い
て検査への勇気を持っていただいたり、予防策をお伝
えすることを通じて新たな感染者を減らす草の根活動
だな、と思っています。
これからも細く長く続けていきます。

4. スタッフの声

5. まとめ
今年度のトピックは、昨年度に比べて、シフト運営がし

やすくなったことだ。12 月くらいから新人スタッフが順次
修了して、最終的に７名が加わったからである。1月以降は、
目標だった＋１稼働（相談の電話回線 +1 名）できるように
なった。新人スタッフが増えたので、来年度はスキルアッ
プをしていきたい。

［データ作成］ 阿曽 義文　　［報告］ 佐藤 郁夫



21

部門報告（Sexual Health Project）

SHPスタッフが参加したイベント　
2018 年度は、ミーティングは実施できませんでしたが、

2019 年 6 月にボランティア交流会を開催予定です。今後
もぜひ継続していきたい。

・「�国際エイズ会議 in オランダ・アムステルダム参加報
告会」報告

　日時：2018 年 10 月 3 日（水）19：00 ～ 21：00　
　
・「�アフリカ難民キャンプの LGBT と HIV 〜トランス女

性の嶋田さんとゲイ写真家の藤元さんが語る〜」報告
　日時：2018 年 11 月 25 日（日）14：00 〜 16：00　
　

実施報告　ぷれいすトーク

ぷれいすトークは、テーマごとに講師を招いてトーク＆
交流をセットにしたイベントです。セクシュアル・ヘルス
（性の健康）や、HIV/ エイズについて情報を増やし、話せ
る場を作り出します。2018 年度のぷれいすトークは、ジョ
ンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会の後援で 1回、
TOKYO AIDS WEEKS 2018 参加イベントとして１回
開催しました。この場をお借りして改めてお礼を申し上げ.
ます。

■「�国際エイズ会議 in オランダ・アムステルダム参加報告会」
報告

参加者・スタッフあわせて 26 名が参加し、樽井正義氏、
井上洋士氏、山口正純氏、大槻知子氏の４名の演者から、
それぞれに視点の違う、興味深い報告を聞くことができま
した。

山口　正純（＊武南病院）
大槻　知子（＊NPO法人ぷれいす東京）

＊�研究班メンバー　平成30年度厚生労働科学研究費
補助金（エイズ対策政策研究事業）
「地域においてMSMのHIV感染・薬物使用を予防
する支援策の研究」

当日の参加者 5名の方から感想文をいただきました。

♦「学会、PrEP、自分自身」
	 　	 サブロウ
オランダというと、ドラッグに対して寛容な少し変わっ

た国だな、くらいのイメージしかなかったのですが、今
回の国際エイズ学会の報告を聞いて、トラムのデコレー
ションなどその盛り上がり方には驚きました。昨年の中
野での日本エイズ学会も区をあげての盛り上がりはあり
ましたが、その比ではないくらい。でも、当事者としては、
出来ればエイズとはあまり関連のない一般の人達の反応
も知りたかった気がしました。
今回の報告は盛りだくさんで、いろいろなことを聞い

たり、考えたり、感じたりしましたが、ちょっと引っか
かったのは PrEP。僕は健康な人が、少なからず副作用
のある薬を飲むことに、少し抵抗があります。単にセー
フセックスでいいんじゃない？ということにも。やっぱ
り好きな相手なら何もつけずに結ばれたい願望もあり、
それならU=Uの浸透を推し進めた方が、自分の中に居
続けるHIVに対する見方や周囲の捉え方も変わっていく
気がします。
今回の報告を聞いて、まだまだ他の国での状況などを

考えると、国際エイズ学会の存在意義は大きいと感じま
した。ただ陽性者一個人としては、より他人事と考える
人達に、疾患としての情報はもとより、陽性者の現状や
日常などを届かせようとする試み、日本エイズ学会がやっ
ているような「社会」という切口の大切さも改めて感じ
ました。

♦「オランダ・アムステルダムではハームリダクション」
		  ジャンジ（akta）
「薬物使用ルーム」の話が印象的でした。オランダは
80 年代からハームリダクション（※）を実践しており、行
政の運営でアムステルダムに４ヶ所開設されているそう
です。緊急の場合はそのまま救急につなぐ。ホームレス
などを対象に、安全に薬物を使用する環境を提供し、そ
こから人間関係のネットワークや自立・社会復帰を促進
して成果をあげている。今回の国際会議では参加登録を
すると自動的に「薬物使用ルーム」の案内が送られてき
たそうだ。会場内にも注射針・シリンジ交換等の部屋が

日　時：2018 年 10 月 3 日（水）19：00 ～ 21：00
会　場：CASE Shinjuku
参加者・演者・スタッフ：26 名
演題・演者：
樽井　正義（＊NPO法人ぷれいす東京）
井上　洋士（�HIV Futures Japanプロジェクト/ 国立が

ん研究センター ）
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用意されていたようです。薬物使用者には罰を与えるべ
きだという考え方がまだまだ主流の日本は、個人の健康
増進には何が効果的なのか、どのような対策が社会全体
にとって害が少ないのか、専門家や研究者・当事者の声
を聞きながら検討していく時期にきているのではないか
と思います。

※【ハームリダクション（harm reduction）】
健康上好ましくない、あるいは自身に危険をもたらす
行動習慣を持っている人が、そうした行動を直ちにや
めることができない場合に、その行動に伴う害や危険
できるかぎり少なくすることを目的としてとられる、
公衆衛生上の実践や政策。　松本俊彦,古藤吾郎,上岡
陽江　編著「ハームリダクションとは何か」

♦「世界で見れば状況はさまざま」
		  ヒロト（服薬３年目）
アムステルダム国際エイズ会議の報告会に参加しまし

た。
自分の病気の世界会議に対する単純な好奇心もありま

したが、大きかったのは HIV/AIDS の世界の状況をま
とまった形で聞いてみたいという気持ちでした。それは、
同じ病気の同じ陽性者であっても属する国や社会により
状況が大きく異なるということを、断片的な情報からこ
れまでも感じていたからです。
発表を聞くと、やはり世界の状況は地域によってさま

ざまでした。日本では激減して久しいエイズによる死者
数が、いまなお年々増え続けて止まらない地域もあるそ
うです。病気は病原体だけが作るものではなく、社会が
作り社会が治すものでもある。いまここで元気に暮らす
僕にとって、それはまさに自分事だと痛感しました。
また、今回の会議で多く見られたテーマは、PrEP と

U=Uだったようですが、HIV を持たない人への適切な
アプローチも社会によって大きく異なってくるのだろう
と、発表を聞きながら考えました。それぞれの人が、そ
れぞれの立場で PrEP や U=Uの意味を考えていくこと
が大切だという閉会のことばが、印象的でした。
僕も僕の立場で、時には世界の多様な状況にも思いを

馳せながら、考えていきたいと思います。

♦「日本でアムステルダムのインパクトを体感」
		  佐藤あきこ（看護師）
今回 4名のスピーカーの方々から、貴重な IAC 報告を

聞くことができました。
なんと贅沢な報告会なんだろう ? ぜひ参加したいとの

思いが先に立ち、予定をキャンセルして参加しました。
個性豊かな先生方から専門性を生かした其々の視点での
お話に、いつの間にか吸い込まれるように聞き入ってし
まいました。

写真やデータ等の豊富なスライドで現地の様子を臨場
感たっぷりに、また数多いセッションの中から先生方が
抜粋したトピックを解説つきでオムニバス方式で聞ける
なんて…。貴重な機会を作っていただきありがとうござ
いました。
先生方の話はどれも大変興味深く、世界の潮流、最新

の知見や取り組みの紹介、ハプニングや夫々の思惑等、
鋭い切り口で堪能できました。
一方で、最新の研究結果や動向にもっと関心を持ち、

自身のリテラシーを高めていくとともに、大槻さんが仰っ
ていた「自分らしくあるために」を大切にした支援に取
り組んでいきたいと思いました。
「高田馬場のアムステルダム」も楽しめましたが、次こ
そは是非その実際を味わいに行きたいです。ありがとう
ございました。

♦「多様な視点からのAIDS2018」
		  平吹悠介（30代/男性）
AIDS2018 の 内 容 で 印 象 に 残 っ て い る の は、

PARTNER2 試験の結果が発表されたことです。U=U
（Undetectable=Untransmittable）や Treatment as 
Prevention といった事を裏付けるエビデンスというの
は既に複数の研究から報告されていますが、そのエビデ
ンスを更に強固にするものとして非常にインパクトのあ
る研究結果だったのではないかと思います。実は私自身
もアムステルダムでの AIDS2018 に参加した一人で、当
日会場にてこの PARTNER2 試験の発表を聴いていまし
た。発表後に会場からの拍手が鳴り止まなかった事が非
常に印象的でした。一つの研究の結果がこんなにも世界
中の多くの人の心を動かすという事をその場で経験でき
た事は私にとっての大きな財産です。
報告会では、4 人の様々なお立場の方がそれぞれの視

点から見た AIDS2018 をお話し頂きました。私自身は
抗 HIV 薬の安全性や有効性の研究等への興味が大きく、
そういった演題のセッションに参加する事が多いのです
が、普段聴く機会の少ないテーマの演題の情報も得る事
ができましたので、大変勉強になりました。国際学会は
演題数も多く、自分だけでは一部の情報しか入手できな
いので、非常に良い機会となりました。ありがとうござ
いました。



23

■「�アフリカ難民キャンプのLGBTとHIV
〜トランス女性の嶋田さんとゲイ写真家の藤元さんが語
る〜」報告

TOKYO AIDS WEEKS 2018 参加イベントとして開催
し、参加者、スタッフあわせて 30 名が参加しました。ゲ
ストのお二人のトークから、アフリカのケニアにあるカク
マという難民キャンプにおいても、HIV が命や安全と関わ
る大切なテーマになっていることを感じました。

難民問題は一概に答えが出るわけではなく、解決策は
難しいと日頃から思っていましたが話を聞き自分で何が
できるのか考えるよいきっかけになりました。

♦アンケートの自由記述より
・	アフリカ現地で LGBTI の方々がおかれている状況を

リアルに知ることができ、大変有意義だった。人権を
侵害されている彼・彼女らを日本でも受け入れるべき
と改めて思いました。

・私たちが普段生活をしている裏で意味もなく脅され、
逮捕される現実があるということを全く知らなかった
わけでは無いですが、知らないことの方が多すぎて衝
撃でした。世界で LGBTI のことを理解するためにも
自分も少しずつ理解していこうと思いました。

・知らない事が多すぎておどろきばかりでした。アフリ
カの性差別はそんな事があるなんて、しょうげき的で
した。行動力のあるお二人がすごいと思いました。性
フリーの世の中になる事を切に願います。

・保護されるべきキャンプ内での差別、教育がない事に
よる間違った知識の為の差別を無くす事が難しいと改
めて思いました。金銭の助けでは問題が解決しないが、
お金を援助しないわけにもいかないジレンマととても
感じました。

・お二人がたっぷりと話してくだったので（もっといろ
んな話があったかと思いますが）、全体像と個別の情況
が比較的わかりやすかったです。ありがとうございま
した。

・LGBTI について今まで日本や、先進国に目が向いてい
ることが多くて、アフリカの話しは新しい発見につな
がった。

・アフリカで LGBT に対する迫害が悪化していることを
初めて知りました。日本でも 1 日も早い難民の受け入
れを祈っております。

・GBTI 難民のことを知ることが出来てよかったです。
視野が広がった。

日　時：2018 年 11 月 25 日（日）14：00 〜 16：00
会　場：CASE Shinjuku
ゲスト：嶋田聡美さん
　　　　（�一般社団法人Rainbow Refugee Connection 

Japan）
　　　　藤元敬二さん
　　　　（ドキュメンタリー写真家）
参加者：30 名

参加者の感想文とアンケートの自由記述を掲載したので、
ご覧ください。

♦「今よりはよい環境を求めての避難のはずが…。」
		  ペンネーム：アフリカ
2 年前の今頃自分がキャリアだとしり、それからぷれ

いすのお世話になっています。
誘われて参加したのですが難民問題については興味が

ありその中でのHIV キャリアの人たちの話を聞いてみた
いと思いました。今回お話をしてくれた 2 人は別々の立
場からの話で LGBTI に焦点が当たった話で、避難して
きた先の難民キャンプでの差別と偏見、習慣や偏った知
識教育の欠如により暴行が正当化する社会、子供を守る
べき親が子供に手をかける話には特に耳を塞ぎたくなり
ました。
21 世紀の今も天変地異の原因が LGBTI の所為にされ

ることや自分が受け入れられないことに対して人を傷つ
けていいと思える社会に聞いていて歯がゆい思いでした。
性別に関係なく人を好きになる事は自由であるべきだ

と思っています。自分と違った考えや思いの人たちを排
除しようとしたり、自分を正当化する人たちこそ考えを
改めるべきだと思います。
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部門報告（Gay Friends for AIDS）

1. 電話相談
●2018年度活動記録
（1）実施日

毎週土曜日　19時〜21時

（2）年間相談活動日数
50日（2017年度：51日）
※7/28台風接近のため中止。

（3）電話相談活動時間数
100時間（2017年度：102時間）

（4）相談体制
相談員 5名＋シフト担当1名

（5）年間相談件数
142件
（うち陽性者12件、パートナー 2件、陽性者周囲5件、
確認検査待ち1件）
（2017年度：相談件数135件、うち陽性者等9件）

（6）ろう者ゲイ（聴覚障がい者）のメール相談
0件

●2018年度相談件数
（1） 全般

表1は月別の相談件数および1日あたりの平均件数
を表している。
2018年度の年間相談件数は前年度と比べ、7件増加

した。7月、10月、12月、1月、2月、3月は前年よ
り平均件数が増加した。前半6ヶ月が52件（2.1件/1日）
だったが、後半は90件（3.9件/1日）と件数が伸びた。

（2） 相談時間
表2は相談時間を10分単位にまとめたものである。
2018年度は、10分以内で終わる相談が5割以上で

あった。なお、1件あたりの平均相談時間は12.1分で、
前年度の13.1分より減少したが、前年度はなかった
61分以上の相談が2件あった。

表 1　月別の相談件数及び一日当たりの平均件数
2018 年度 （参考）2017年度

年 月
相談
件数
（件）

実施
日数
（日）

平均
件数
（件）

相談
件数
（件）

実施
日数
（日）

平均
件数
（件）

2018 年 4月 9 4 2.25 9 4 2.25 
5月 7 4 1.75 7 4 1.75 
6月 13 5 2.60 13 4 3.25 
7月 7 3 2.33 8 5 1.60 
8月 9 4 2.25 12 4 3.00 
9月 7 5 1.40 15 5 3.00 

10月 12 4 3.00 11 4 2.75 
11月 10 4 2.50 11 4 2.75 
12月 13 4 3.25 8 4 2.00 

2019 年 1月 16 4 4.00 15 4 3.75 
2月 16 4 4.00 13 4 3.25 
3月 23 5 4.60 13 5 2.60 
合計 142 50 2.83 135 51 2.66 

表 2　相談時間

相談時間（分）
2018 年度 2017 年度

件数 割合 件数 割合
～ 10 85 59.9% 73 54.1%

11 ～ 20 31 21.8% 37 27.4%
21 ～ 30 15 10.6% 13 9.6%
31 ～ 40 4 2.8% 6 4.4%
41 ～ 50 4 2.8% 2 1.5%
51 ～ 60 1 0.7% 4 3.0%
61 ～ 2 1.4% 0 0.0%
合　計 142 100.0% 135 100.0%
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（3） 相談者の年代
表3は相談者の年代別の相談件数を表している。
2018年度は、例年通り20代、30代、40代が年代

の中心だが、今年度は不明の相談が前年度より増加し
た。リピーターの増加が影響している。

（4） 相談電話の発信地域
表4は相談者の発信地域を表している。
東京都10.6%、東京以外の関東11.3%、関東以外

25.4%だった。前年度と同様に東京都以外からの相談
の割合が高い。発信地不明も年代と同じく50%を超え
ていた。

（5） 相談電話の情報源
表5は相談電話を知った情報源を表している。
2018年度も、｢インターネット｣と「携帯電話・モバ

イル」の合計が37.3%で、一番多いが、不明が増加し
たため、50%を下回った。

（6） 相談者のセクシュアリティ
表６は相談者のセクシュアリティを表している。
「ゲイ」からの相談が若干減少したが73.6％を占め
ている。しかしGay Friends for AIDS 電話相談（以
下、Gフレ電話相談）の対象外の異性愛者（男）の相談が
4.2%、異性愛者（女）の相談が1.4%あった。他に既婚者・
バイセクシュアルやトランスセクシュアルからの相談も
あった。

表 3　年代別の相談件数

年代
2018 年度 2017 年度

件数 （割合） 件数 （割合）
10代 6 4.2% 4 3.0%
20 代 30 21.1% 36 26.7%
30 代 16 11.3% 15 11.1%
40 代 16 11.3% 28 20.7%
50 代 0 0.0% 1 0.7%

60 代以上 1 0.7% 6 4.4%
不明       73 51.4% 45 33.3%
合　計 142 100.0% 135 100.0%

表 4　相談電話の発信地域

地域
2018 年度 2017 年度

件数 （割合） 件数 （割合）
東京 15 10.6% 12 8.9%

東京以外の関東 16 11.3% 30 22.2%
関東以外 36 25.4% 46 34.1%
不明       75 52.8% 47 34.8%
合　計 142 100.0% 135 100.0%

表 5　相談電話を知った情報源

情報源
2018 年度 2017 年度

件数 （割合） 件数 （割合）
ゲイ雑誌 2 1.4% 8 5.9%

検査機関・パンフレット 0 0.0% 1 0.7%
他の相談電話 2 1.4% 1 0.7%
インターネット 50 35.2% 57 42.2%

携帯電話・モバイル 3 2.1% 11 8.1%
口コミ 1 0.7% 0 0.0%
その他 6 4.2% 1 0.7%
不明       78 54.9% 56 41.5%
合　計 142 100.0% 135 100.0%

表 6　相談者のセクシュアリティ

区分
2018 年度 2017 年度

件数 割合 件数 割合
ゲイ 106 73.6% 107 77.5%

ゲイ周囲 0 0.0% 0 0.0%
既婚者・バイセクシュアル 2 1.4% 1 0.7%
男性に性的興味を持った 2 1.4% 5 3.6%

レズビアン 0 0.0% 0 0.0%
トランスセクシュアル等 1 0.7% 4 2.9%

異性愛者（男） 6 4.2% 8 5.8%
異性愛者（女）       2 1.4% 2 1.4%

不明 25 17.4% 11 8.0%
合　計 144 100.0% 138 100.0%
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●相談内容について
2018 年度は、142 件の相談のうち陽性者等の対応 20

件（後述）と異性間性行為（男・女）8 件を除いた 114 件
について検討し、HIV 関連相談と HIV 以外の相談に分
類した。例年と同様に 1 回の相談で複数の内容が含まれ
るケースがあった。それぞれの相談内容を独立させて計
上した結果、HIV に関連した相談が 224 ケース、HIV
以外の相談（非HIV 関連）が 100 ケース、合計 324 ケー
スとなった。
また、ろう者ゲイ（聴覚障がい者）のメール相談は 0件

であった。

（7） HIVに関連した相談…224ケース
図1はHIV感染不安や検査あるいはHIV以外の性感

染症（STI）などに関する相談（以下：「HIV関連相談」）
の内訳である。
2018年度の相談特徴を前年度と比較してみると、「予

防なしアナルセックス感染不安」8.2％→7.1％、「予防
なしフェラチオ感染不安」11.3％→7.6％、「その他の
性行為の感染不安」11.7%→11.2%、「検査に関して」
21.6%→19.6%と減少した。「アナルセックス全般の
相談」3.9%→5.4%、「アナルセックスとフェラチオ両
方の行為の感染不安」3.9%→5.4%、「フェラチオ全般
の相談」1.7%→5.8%、「口内射精・飲精による感染不
安」0.9%→1.8%、「他のSTI」が6.1%→7.1%、「感染
経路等一般的知識：その他」が25.5%→26.8%と増加
した。
リスクのある行為をして相談してくるケースは、前

年度同様にリスクがある事をわかっていながら、行為
を止められないといったケースが複数あった。その様
な相談には今後の予防について共に考えると同時に検
査により現状を知る事をアドバイスしている。フェラ
チオに関する相談は、毎年のことであるが、する側・

される側ともに予防をしている者は、相談票の記載か
らは読み取れなかった。アナルセックスでは適切な予
防をしながらもフェラチオをする事による感染リスク
を知らず行為の後に不安になり相談してきたケースが
複数あった。
「その他の性行為の感染不安」では、キスでの心配が
一番多く、続いては、ペニス同士を合わせる行為（兜
合わせ）であった。　
「予防の情報提供」に関しては、感染の可能性のある
行為の後に不安相談になっているケースが多く、今後
その不安を招かないためにはどうしたら良いかを一緒
に考えていたようだ。

（8） HIV以外の相談（非HIV関連相談）…100件
図2は、セクシュアリティ（性的指向）、ライフコー

ス（ゲイとしての生き方）、そして人間関係などゲイと
してのアイデンティティに関わる「非HIV関連相談」
の内訳である。
前年度と比較すると「セクシュアリティ」が

27.8%→ 13.0%、「 恋 愛・ 人 間 関 係 」 が 27.8 ％
→ 10.0%、「 ラ イ フ コ ー ス（ゲ イ と し て の 生 き
方）」が27.8％→21.0%、「メンタルヘルス等」が
16.7%→15.0%、と全て減少した。前年度0%だった「問
い合わせ・その他」が41.0%と大幅に増加した。「問い
合わせ・その他」では、HIVに直接関連していないが、
セクシュアリティに迷いがあって、日常のストレスを
訴える相談が多かった。
HIV以外の相談は、相談内容が複数に渡っているこ

とも多いので、まとめて書くと、セックス依存のよう
な状態になり、行為後に自分を責めては、また繰り返
してしまう行動についての相談もあった。初めて男性
との接触での戸惑いの相談がある一方で、高校生が教
師からセクハラを受けたという相談もあった。また相

26.8%

7.1%

2.2%

19.6%

11.2%

1.8%

5.8%
7.6%

5.4%5.4%
7.1%

図1　HIV関連相談の内訳 （n=224）（%）
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談ができてよかったとのお礼の電話がかかっていた。
一緒に考えるという姿勢が相談者をエンパワーしてい
るのかもしれない。

（9） 陽性者等の対応について…20件
2018年度の陽性者等の対応は、HIV陽性者からの

相談が12件、パートナーやセックス相手など陽性者本
人以外からの相談が7件、検査での要確認の相談が1
件で、全相談件数に対する陽性者等の割合は、直近の
3年間では、９.7％→6.7%→14.1%と推移している。
陽性者の相談は、パートナーやゲイ同士や周囲との

人間関係、会社でのプライバシー、性行動への悩み（相
手への感染・セックス依存的傾向についてなど）、転院
先の選び方などであった。
パートナー相談は、どう支えて行ったら良いか、自

分へのHIV感染の不安などであった。
周囲からの相談は、行為後「HIVに感染している」

と通知されたケース、行為後相手の部屋で抗HIV薬
を見つけたケース、ネット時代ならではだが、行為後
SNS等でHIV陽性と書いてあったというケースもあっ
た。
確認検査待ちは、女性からの相談だった。

●今後の課題
A. 相談員の増員、学習等
今年度も仕事の関係などでシフトを変更する事が非常

に多かった。その際にはシフト調整係が活躍した。
ここ 2 〜 3 年、人員の育成が課題であるが、今年度も

達成できなかった。相談員のリクルートをしていきたい。

B. 最近の相談から見えてくること
今年度の相談件数は、前年度に比べて 7 件増加した。

特に後半は、4件 /1 日ペースであった。
HIV 関連でも PrEP や U=Uなど新しい情報が追加さ

れている上、法律や制度に関わる相談も増えている。相
談員の知識や情報を新しくする機会を増やしたい。また
情報源は、今年度はインターネットが中心であった。引
き続き積極的な広報を心がけたい。

C. 陽性者等の対応に関して
今年度の相談内容を見ると、専門的な知識も必要なケー

スがあった。ポジティブラインの紹介や、多く相談され
る内容については、ミーティングで対応をシュミレーショ
ンする必要がある。また陽性者と言っても、専門的なこ
とを聞きたいだけではなく、ゲイとしての意見を求めら
れることもあると思うので、こちらも対応を検討したい。
また他の相談機関の情報を改めて整理する必要もあると
感じた。

D. 非HIV関連相談に関して
今年度も様々な相談が寄せられた。非HIV 関連の相談

では、相談員ごとの価値観の違いにより、回答に違いが
生じると思われるが、人それぞれ置かれた環境の違いか
ら相談者自身でしか答えを出せない事、他の相談員の場
合違う回答になる可能性を伝えた上で、自身の経験など
参考になりそうな話をしている。
専門外ではあるが、セクシュアリティやゲイとして生

きる事など、相談者の今後の人生の選択に大きく影響す
る事も考えられるので、今後もミーティングやケースカ
ンファレンスで情報を共有し、様々な考え方など共有し
ていきたい。

（データ作成：よし　報告まとめ：佐藤郁夫）
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図2　非HIV関連相談の内訳 （n=100）
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2．イベントでの活動
●「�Rainbow Health Talk 2018」
この数年、ゴールデンウイーク前後は東京レインボー

プライドパレードにあわせてさまざまなセクシュアルマ
イノリティーに関するイベントが集中的に開催されてい
る。
今年度は、名称は「RAINBOW WEEK」から「PRIDE 

WEEK」に変更となったが、これまで同様多くの団体が
勉強会や交流イベントなどを開催した。その中のひとつ
として、今年も HIV 関連のイベントを企画することと
なった。
前年度の TOKYO AIDS WEEKS などにおいても、

知識をアップデートするための情報発信を続けてきてお
り、その方向性で企画を検討する中、Gフレとして取り
上げたいテーマとして「PrEP」についてきちんと知る、
という案が浮上した。単語レベルでは次第にゲイ・バイ
セクシュアル男性の間でも知られるようになってきてお
り、きちんと知る機会を提供できることが重要ではない
かと考えたからである。
開催日は、東京プライドパレード＆フェスタ開催の前

日となる 5月 4 日と決まり、TOKYO AIDS WEEKS
において「PrEP17」を上映したカラフル＠はーとさん
との共催にて、同作品の上映と専門家によるレクチャー
によるイベントを実施した。専門家ゲストには、国立国
際医療研究センター病院 ACC/SH 外来の上村悠Dr. に
お引き受けいただいた。

だいた。パレードにあわせて上京してきたという地方か
らの参加者の方からは、地方ではそもそもこうした勉強
の機会はまだないので良かった、という声も聞かれた。
今後もHIV にかかわる情報のアップデートや、まったく
新しい予防や治療のアプローチが出てきたときの一般向
けの情報提供など、継続して取り組む必要性を感じるイ
ベントであった。

会場は、新宿歴史博物館の講堂をお借りした。四谷と
四谷三丁目と曙橋の中間付近に位置する会場であり、ど
の駅からも近いとはいいにくい距離であることが懸念さ
れたが、出足こそ悪かったものの開演直前に続々と来場
があり、来場者は 40 名、スタッフと登壇者を加えると
50 名が参加するイベントとなった。セクシュアリティな
どは問わず関心があるかたはどなたでも、というイベン
トであったため、来場者の中には医学生の女性の姿など
も見られた。
PrEP についてしっかりと学ぶ機会を、という意図ど

おり、レクチャーに対しては真剣に聞き入る来場者がほ
とんどで、質問紙式の質疑応答では回答時間が足りない
ほどの質問が寄せられ、上村Dr. に丁寧に回答していた

●東京レインボープライドパレード＆フェスタ
ゴールデンウイーク最終日の 5 月 6 日に、東京レイン

ボープライドパレードが開催され、その前日は東京レイ
ンボープライドフェスタとして、2 日間のイベントが開
催された。
今回も、G フレメンバーをコアスタッフとして、他

部門からの応援をいただき、全員が TOKYO AIDS 
WEEKS の T シャツにてブース出展を行った。両日とも
5 月とは思えない猛暑であったが、会場となった代々木
公園野外ステージ前広場には過去最高の来場者があり、
ブースも盛況であった。

今年はU=U についてのキャンペーンを行うというこ
とで、手持ちするプラカードやパネルを用意し、これら
を撮影して SNSへの投稿をうながすという呼びかけを実
施した。U=U というフレーズ自体にまだなじみがない
ため、「新しいキーワードをこの機会に覚えてください」
というようなニュアンスの言葉でブースへの呼び込みを
行い、用意した各種資材も相当数を配ることができた。
また、パレードにHIV 関連のフロートはなかったもの

の、U=U のプラカードを手にパレードを更新してくだ
さるかたもいた。立て看板のようなパネルも「OUT IN 

質疑応答中の
上村Dr.と
司会の生島

真剣にレクチャー
を聞く来場者

今年も混成
チームでがん
ばりました
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JAPAN」のフロートにて掲げていただいた。 ●最後に
今年もイベントチームは昨年とほぼ同様の活動であっ

たが、いずれも前年より来場者が多く、これまでのイベ
ントでの経験をフル稼働させながら対応していく場面が
多かった。新しいスタッフや他部門のスタッフ、他団体
のスタッフと一緒に活動することが増えてきているが、
経験の蓄積を強みとしながら、今後も情報発信に取り組
んでいく所存である。

（イベント関連報告：桜井 啓介）

2018 年度も、さまざまな個人・団体のかたにご支援と
ご協力をいただきました。また、ひとつのイベントがご
縁で次のイベントにつながるネットワークを作る、といっ
たこともできました。
Gフレのみならずぷれいす東京のさまざまなイベント

で活躍したU=Uなどのパネルについては、ヴィーブヘ
ルスケア株式会社様からの啓発活動への寄付を活用し制
作いたしました。
メンバー一同心より感謝しております。本当にありが

とうございました。
2019 年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。

●TOKYO AIDS WEEKS 2018
前年度は中野で大々的に開催した TOKYO AIDS 

WEEKS であるが、今年は日本エイズ学会も大阪開催と
いうことで、通常の規模での開催となった。
前回は学会会場での開催となったゲイコーラスによるミ

ニコンサートについては、今年は前々回まで会場としてい
た国立国際医療研究センター病院地下 1階のステージで
12月8日に行われ、Gフレのイベントチームはボランティ
ア研修を終えた新しいスタッフを加えての稼動となった。
センターのかたも非常に協力的で、事務職員のかたから

も応援を出していただき、非常にスムーズに会場の設営な
どを行うことができた。今年も入院病棟などで告知をして
いただけたらしく、ステージリハーサルの段階から入院中
の患者さんが様子を見に来られるなど、楽しみにしてくだ
さっていたことが開演前から感じられた。
コーラスに加えて、Mr.GAY JAPAN2018の日本代表で

あったSHOGOさんに陽性者の手記のリーディングをして
いただいた。観客は入れ替わりはあったものの100人を超
え、コンサートのために来られたかたと入院や通院のため
に病院に居合わせたかたが入り混じり、多様な人々による
温かい空間ができていると感じられた。アンコールもいた
だき、コンサートとしては成功したのではないかと思う。
スタッフサイドとしては、車椅子や松葉杖、点滴台と

いった機器を使う方が多い会場であることから、案内のメ
ンバーは最低限にし会場の安全対策を中心に活動した。今
年は歩行器をお使いのかたも来られたが、空いている席が
キャスターつきの椅子の席しかなく、観客として来られた
ぷれいす東京ボランティアのかたや、スタッフの知人など
に椅子を交換していただく場面もあった。次の開催の際に
はその点も配慮していきたい。

なお、TOKYO AIDS WEEKS2018 のその他の企画な
どについては 5ページをご参照ください。

こんな感じで撮影して
ください的なサンプル
を実演するコーディ
ネーター



30

Ⅰ. 活動概要

主な活動は、ネスト・プログラムの企画・運営、プログ
ラムのための人材育成・研修である。

（A）ネスト・プログラム
HIV 陽性者やそのパートナー、家族が、安心して話し

合ったり、学習や情報交換をしたり、交流したりするこ
とを目的としている。プログラムの多くはHIV 陽性者を
対象としているが、陽性者のパートナーや家族を対象と
したものも開催している。プログラムに参加するには事
前の利用登録が必要であるが、事務所にて専任相談員が
当事者確認をし、守秘義務などのルールに同意を得た上
で行っている。プログラムでは、相談員や司会進行役の
スタッフのもと、毎回、最初にグラウンドルールを確認
している。　　　
ネスト・プログラムに関わるスタッフ、相談員などで

会議を設け、企画運営をしている。また、毎月ネスト・
ニュースレターを発行して、ネスト・プログラムの案内
などを掲載している。メール版も配信し、Web 上でも広
報している。また、ニュースレターの PDF 版も公開し
ている。

（B）人材育成・研修
2012 年度より積極的に人材育成を行っている。ぷれ

いす東京のボランティア合同研修修了者を対象に、ネス
トスタッフ研修を行っている。また、プログラムのセク
レタリー（受付業務）やファシリテーター（司会進行役）
として活動するスタッフには、別途、オリエンテーショ
ンと実地研修を行っている。プログラム参加者の中から、
スタッフとしても活動に参加する HIV 陽性者やパート
ナーも増加している。従来新陽性者 PGM にほぼ限定さ
れていたピア・ファシリテーターによるミーティングの
運営を、他のプログラムへと拡充している。

部門報告（ネスト）

表1　ネスト・プログラムと参加状況

プログラム名 実施回数 のべ参加者
ピア・

ファシリテーター
など

スタッフ・
ファシリテーター

など
セクレタリー 講師・ゲストなど

（イ）グループ ・ミーティング 76回 591名 84名 52 名 71 名
1 新陽性者ピア・グループ・ミーティング（PGM） 18回 104名 23名 21 名 19 名
2 ミドル・ミーティング（40代以上の男性陽性者） 11回 221名 6名 11 名 13 名
3 U40ミーティング（10代〜30代の男性陽性者） 12回 102名 27名 — 12 名
4 異性愛者のための交流ミーティング 12回 77名 12名 —   12 名
5 Women's Salon（女性陽性者） — — — —  —
6 大人女子会（女性陽性者） 6回 15名 — 6 名 1 名
7 ミックス・トーク10（MT10）（10人までの陽性者） 3回 14名 6名 1 名 3 名
8 陰性パートナー・サポートミーティング 6回 31名 1名 8 名 5 名
9 もめんの会（母親を中心とした陽性者の親） 4回 9名 — 4 名 2 名

10 群馬サテライト・ミーティング 3回 11名 5名 0 名 3 名
11 川崎サテライト・ミーティング 1回 7名 4名 1 名  1 名  

（ロ）学習会/ワークショップ/セミナー 14 回 154 名 6 名 16 名 12 名 29 名
1 ストレス・マネジメント講座 5回 30名 — 5 名 2 名 5 名
2 アサーション・トレーニング 2回 19名 — 2 名 2 名 4 名
3 専門家と話そう 2回 43名 2名 2 名 2 名 6 名
4 ベーシック講座「知っとこ！社会福祉制度」 2回 7名 — 2 名 2 名 —
5 ベーシック講座「HIVってどんな病気？」 1回 1名 — 1 名 1 名 —
6 就職支援セミナー 2回 54名 4 名 4 名 3 名 14 名

（ハ）交流会 29 回 267 名 15 名 37 名 16 名 12 名
1 就職活動サポートミーティング 6回 33名 — 6 名 4 名 —
2 介護職として働く陽性者のための交流会 6回 29名  — 6 名 3 名 —
3 看護師として働く陽性者のための交流会 6回 38名  — 6 名 1 名 —
4 障害者枠で働く陽性者の交流会 4回 18名 — 4 名 0 名 —
5 教師として働く陽性者のための交流会 3回 11名  — 3 名 2 名 —
6 ピア＋トーク 1回 37名 5名 3 名 3 名 12 名
7 カップル交流会（＋/＋or＋/－カップル） 1回 12名 2名 1 名 1 名 —
8 パーティ（サマー・年末） 2回 89名 8名 8 名 2 名 —

プログラム参加者総数 119 回 1012 名 105 名 105 名 99 名 41 名
※のべ利用者数は、参加者とピア・ファシリテーターなどの合計です。
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Ⅱ. 2018年度活動実績

（A）ネスト・プログラム
	 （2018年4月1日〜2019年3月31日）
○スタッフ数（2019 年 3 月 31 日現在）	 6 名
○ネストスタッフ数（2019 年 3 月 31 日現在）	 57 名
○実利用者数	 315 名
		  （うち新規利用者数　98 名	）
○のべ利用者数	 1,117 名
　（うちピア・ファシリテーターなど積極的参加	 105 名	）
○プログラム開催数	 119 回
プログラム内容は表 1 を参照

○ネスト・ニュースレター	 月 1 回　年 12 回発行

その他に、ネスト・プログラム・スタッフ会議や、新
陽性者 PGMファシリテーターによる各回・各期の振り
返りミーティング、その他各プログラム担当ファシリテー
ターやセクレタリーの振り返り、多目的室の清掃や花の
手入れなど、ネスト・プログラムを運営していくために、
陽性者が積極的に関わって多くの会議や活動が行われて
いる。

（B）人材育成・研修
○ 2018 年度 ネストスタッフ研修修了者数	 6 名

Ⅲ. 2018年度活動報告

（A）ネスト・プログラム
ぷれいす東京 Web サイトの「ネスト・プログラム」

には、ネスト・プログラムの報告や参加感想文が多数掲
載されているので、あわせてお読みください。

（A）-（イ）グループ・ミーティング

グループ・ミーティングは、2019 年 3 月末現在 11 プロ
グラムを実施している（うち 1プログラムは休止中）。

表（イ）　ネスト・プログラムと参加状況

プログラム名 実施回数 のべ
参加者

ピア・
ファシリ
テーター

など

スタッフ・
ファシリ
テーター

など
セクレタリー

講師・
ゲスト
など

（イ）グループ ・
ミーティング 76 回 591名 84 名 52 名 71 名 —

1
新陽性者ピア・グ
ループ・ミーティ
ング（PGM）

18 回 104 名 23 名 21 名 19 名 —

2
ミドル・ミーティ
ング（40 代以上の
男性陽性者）

11 回 221 名 6 名 11 名 13 名 —

3
U40ミーティング

（10 代 〜 30 代 の
男性陽性者）

12 回 102 名 27 名 — 12 名 —

4
異性愛者のための
交流ミーティング

12 回 77 名 12名 — 12 名 —

5
Women's Salon

（女性陽性者）
— — — — — —

6
大人女子会

（女性陽性者）
6 回 15 名 — 6 名 1 名

7
ミックス・トーク
10（MT10）（10人
までの陽性者）

3 回 14 名 6 名 1 名 3 名 —

8
陰性パートナー・
サポートミーティ
ング

6 回 31 名 1名 8 名 5 名 —

9
もめんの会

（母親を中心とし
た陽性者の親）

4 回 9 名 — 4名 2 名 —

10
群馬サテライト・
ミーティング

3 回 11 名 5名 0 名 3 名

11
川崎サテライト・
ミーティング

1 回 7 名 4名 1 名 1 名
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■ �新陽性者ピア・グループ・ミーティング（PGM）【HIV感
染がわかってから6 ヶ月以内の陽性者】
少人数（原則 5 〜 7 名）で、2 時間のミーティングを 2

週間毎に計 4回実施。2001 年 4 月に第 1期をスタートし、
2019 年 3 月までに通算で 91 期（361 回）開催、参加者数
はのべ 1,980 名（実人数：546 名）。
感染告知を受けて心身共に不安定になりがちな最初の

数ヶ月間を同じ立場の仲間と過ごすことで、問題の解決の
ヒントや、先の見通しを得てもらうことがこのプログラム
の大きな目的である。また、このプログラムをきっかけと
して今後も連絡を取り合う仲間を得たり、ぷれいす東京が
提供する他のサービスに繋がるきっかけとなる場合もあ
る。このプログラムへの参加を経験した「卒業生」がピア・
ファシリテーターになるケースも増え、循環型のプログラ
ムとして順調に機能している。
進行はHIV 陽性当事者であるピア・ファシリテーターと、

進行を担当するスタッフ・ファシリテーターの 2 名で行う
のが原則だが、2017 年度に試験的に行ったピア・ファシ
リテーター 2名での進行を 2018 年度も引き続き実施した。

初参加の参加者がいる回も多く、長く参加している参加
者と相互にエンパワーし合う場面も見られる。それぞれが
定期的に挨拶を交わすサポート・ミーティングとなって.
いる。

■U40ミーティグ【10代〜30代の男性陽性者】
原則毎月 1 回開催。曜日や日にちを敢えて固定せずに、

さまざまな人が参加しやすいように開催している。進行は、
参加者としての経験もあり研修を修了したピア・ファシリ
テーターが複数名のチーム体制で担当。
今年度はできなかったが、質問を紙に書いて投函し、く

じ形式で回答するという進行も行なっている。参加者が多
い時には、ミドル・ミーティングと同様に 2 グループに分
かれて進行することもある。

■ �異性愛者のための交流ミーティング【異性愛の男女の陽
性者】
原則奇数月第 4 土曜日と偶数月第 3 金曜日の開始。

2013 年 5 月より、研修を修了したピア・ファシリテーター
が進行を担当。
異性愛の陽性者が交流する場は限られており、この場を

通じて難しさを共有できる仲間づくりが広がって、活発な
ミーティングとなっている。
　

■ �Women’s Salon【女性陽性者】
女性同士ならではの情報交換や悩みを分かち合うプログ

ラム。
現在休止中。参加者やスタッフとで今後の開催について

話し合い、リニューアル開催の予定。

■ �大人女子会【女性陽性者】
2017 年 3 月より開催。子どもが成長して親元から巣立

とうとしていたり、身体の変化に戸惑ったりなど、この年
代ならではの悩みを話す場となっている。現在、隔月開催。

■ �ミックス・トーク10（MT10）【10人までの陽性者】
性別・年代・セクシュアリティなどの枠を超えて、さま

ざまな人と少人数でじっくり話したいという要望を受けて
立ち上げたプログラム。参加は先着 10 名とし、定員となっ
た場合はキャンセル待ちとなる。
進行は 3 名のピア・ファシリテーターがチーム体制で.

担当。

■ �陰性パートナー・サポートミーティング【HIV陽性者の陰
性パートナー】
偶数月第 1土曜日の開催。
セクシュアリティ・婚姻状況などは不問で、男性だけで

はなく女性のパートナーの参加もあり、多様な参加者が集
まっている。陽性者の周囲で生活する人たちにとっては、
他でなかなか話せないことを話せる場となっている。

■ �ミドル・ミーティング【40代以上の男性陽性者】
毎月第 2 土曜日に開催。他のプログラムと比較して各回

の参加者人数が多く、自己紹介のタイムキープや 2 グルー
プに分けるなどの進行上の工夫、会場のレイアウト変更な
どを行なっている。
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■ �もめんの会【母親を中心とした陽性者の親】
年に 4 回ほどのペースで開催。陽性者の子どもとの関係

性が様々な母親を中心とした参加者が集まっている。家族
が他の場所で、HIV 陽性者と生活を共にすることに起因す
るさまざまな思いを吐き出す場はなかなか得られない。安
心してお互いの悩みや思いを打ち明け合うことができる貴
重な場となっている。

■ �群馬サテライト・ミーティング
現地在住のボランティア・スタッフからの申し出がきっ

かけとなり、北関東や東北などアクセスしやすい地域の陽
性者に向けて 2017 年 1 月に立ち上げたプログラム。年に
3〜 4 回の開催を目指している。
各地域での陽性者ピア・グループ・ミーティグのサポー

トの一環として、今後も継続する予定。

■ �川崎サテライト・ミーティング
群馬に引き続き東京以外の地域におけるサテライト・ミー

ティングの第 2 弾として、2019 年 1 月にスタートしたば
かりのプログラム。現地在住の利用者の要望に応える形で
立ち上がった。
進行役もこの地域の近隣に在住する陽性のボランティア・

スタッフが担当している。

（A）-（ロ）学習会／ワークショップ／セミナー
HIV と長く付き合いながら、自分らしく生きていくため

に必要なスキルを身につけるためのワークショップや、専
門家からの情報や、社会制度の基礎など、陽性者に役立つ
情報を提供する学習会、企業の人事担当などを招いて行う
「就職支援セミナー」などを開催している。

■ �ストレス・マネジメント講座〜ストレスとうまくつきあ
うためのワーク〜
各期は全 3 回のプログラムからなり、ストレスに関する

ワークをしながらマネジメントスキルを身につけることを
目指している。2018 年度は 30 期と 31 期 2 回目までを開
催した。

第 1回「ストレスによるこころとからだの変化」
第 2回「ストレスと思考パターン」
第 3回「ストレスへの対処行動あれこれ」

ストレスに伴う心身の状態に自覚的になることや、否定
的で極端になりやすい思考や認知について学習すること
で、ストレスに対する自分の構えや傾向を知ることができ
る。また、より健康的な対処法を考えることで、ストレス
に直面したときに、悪循環に陥らないように積極的な対処
をすることができる。
参加者のストレス状態や生活状況は様々であるが、参加

者同士で話し合うことで、自分の状態や傾向について新た
な気づきを得ることができる。HIV にまつわる不安や恋愛
や性に関する話題も出ることが多く、他の参加者と話し合
うことで、安心感が得られたり、新たな対処法に気づいた
りするようであった。

表（ロ）　ネスト・プログラムと参加状況

プログラム名 実施回数 のべ
参加者

ピア・
ファシリ
テーター

など

スタッフ・
ファシリ
テーター

など
セクレタリー

講師・
ゲスト
など

（ロ）学習会/
ワークショップ/
セミナー

14 回 154名 6 名 16 名 12 名 29 名

1
ストレス・マネジ
メント講座

5 回 30 名 — 5 名 2 名 5 名

2
アサーション・ト
レーニング

2 回 19 名 — 2 名 2 名 4 名

3
専門家と話そう 2 回 43 名 2 名 2 名 2 名 6 名

4
ベーシック講座

「知っとこ！社会
福祉制度」

2 回 7 名 — 2 名 2 名 —

5
ベーシック講座

「HIVってどんな病
気？」

1 回 1 名 — 1 名 1 名 —

6
就 職 支 援 セ ミ
ナー

2 回 54 名 4名 4 名 3 名 14 名
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■ �アサーション・トレーニング〜自分も相手も大切にする
自己表現〜
相手も自分も大切にする自己表現＝アサーティブなコ

ミュニケーションを身につける、ワークショップ形式の講
座。講師の交替に伴い、内容の見直しを行うと共に「アサー
ティブ・コミュニケーション」から名称を変更した。これ
までの開催と連続性を持たせ、第 11 期とした。

■ �専門家と話そう
HIV 陽性者が関心を持つさまざまな分野の専門家をゲス

トにお迎えするプログラム。
2018 年度は「精神科医と話そう」と「生命保険＆損害

保険のプロと話そう」を開催した。
前者は 2 名の精神科医を迎え、精神と健康についてや、

薬物使用とそこからの回復支援といったテーマでお話しい
ただいた。メンタルに課題を抱えるHIV 陽性者も多く、興
味深いお話が聴けた。
後者は生命保険を取り扱う方々に加え損害保険会社の方

も招き、最近の動向や商品に関する情報を提供していただ
いた。会場からは多くの質問があり関心の高さが窺えた。

第 20 回「精神科医と話そう」
　・　日　時　2018 年 9 月 27 日（木）　　
　・　ゲスト　土屋 洋子さん（�ことぶき共同診療所）
　　　　　　　肥田 明日香さん（�アパリクリニック院長）

第 21 回「生命保険＆損害保険のプロと話そう」
　・　日　時　2019 年 3 月 13 日（水）　　
　・　ゲスト　宮崎 幹基さん
　　　　　　　（�アクサ生命保険株式会社）
　　　　　　　渡部 淳一郎さん
　　　　　　　（�アクサ生命保険株式会社）
　　　　　　　小宮 崇之さん
　　　　　　　（�損害保険ジャパン日本興亜株式会社）
　　　　　　　菅 良一さん
　　　　　　　（�株式会社グッドウイン）
　

■ �ベーシック講座「知っとこ！社会福祉制度」
年 2 回開催。「基本のキ」をつかんで、より良い制度利

用ができるように、相談員が講師となって解説している。
参加者が疑問に感じたり興味を持っていることなどを中心
に進行している。

■ �ベーシック講座「HIVってどんな病気？」
原則年2回開催。そのうち1回は、HIV陽性者の家族・パー

トナーが参加可能な Special として開催しているが、2018
年度は実施しなかった。
新陽性者 PGMの中で行っている「医療情報セッション」

の出前講座として、基本的なHIV ／エイズについてのレク
チャーを行う。講師は相談員が担当している。
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■ �就職支援セミナー
企業の人事担当者などを招き、企業がどのような視点で

応募者を見ているのか、求人情報、社内の情報管理や配慮
についてなどを話していただき、陽性者の就職・転職活動
に役立ててもらうセミナー。
2018 年度は 2018 年 8 月 24 日（金）と、2019 年 1 月

23 日（水）の 2 回開催。プログラムの後半には質疑応答の
時間を設け、それぞれ活発なやり取りが行われた。 
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（A）-（ハ）交流会
2011 年 1 月に「トークサロン」としてスタートしたプ

ログラムは、「交流会」と名称を変更した。境遇や立場がよ
り近い陽性者同士で集まって、日ごろ疑問に思っているこ
とや経験を可能な範囲で共有して、おしゃべりしながら考
える場である。また、様々な経験を持つHIV 陽性者を迎え
て話を聞くというプログラム「ピア＋トーク」も開催して
いる。その他、カップル交流会、パーティなどのイベント
的なプログラムも行っている。

医療現場で働く有資格者の参加も受け入れている。

■ �障害者枠で働く陽性者の交流会
年 4 回開催。障害者枠ならではのメリット・デメリッ

ト、働き方に対する考え方などを共有することで、お互い
の悩みの解決や今後の方向性を考えるきっかけとなる場で
ある。

■ �教師として働く陽性者の交流会
年 4 回開催。学校という環境の中で働くことの悩みや困

難などを分かち合い、同じ立場で考えたいという要望を受
けて生まれたプログラムである。

■ �ピア＋トーク
ピア＋トークは、様々な経験を持つHIV 陽性者をゲスト

に迎えてお話を伺うプログラムである。
2018 年度は下記テーマで開催した。
第 11 回ピア＋トーク「A型肝炎について知ろう！」
東京都とその周辺で A型肝炎の報告が増え続ている状況

の中で、食事だけではなく性行為で感染したのでは…とい
う方が多く、「A 型肝炎の予防とワクチン＋経験談」とい
う企画で開催。3 名のスピーカーの体験談と医師によるレ
クチャーで、各自が予防について考える機会となった。行
政など専門家からも注目度が高く、オブザーバーとして 10
名が参加した。

■ �カップル交流会（＋／＋or＋／ーカップル）
陰性パートナー・サポートミーティング参加者からの

「カップルで参加できる場が欲しい」との声で開始。陽性者
と陰性者、陽性者同士のカップルで参加可能なイベントで
あり、カップルが持ち回りで世話人として企画・運営に主

■ �就職活動サポートミーティング
2017 年度より隔月土曜日開催。さまざまな立ち位置や

希望を持つ参加者の、就職・転職に関する情報交換の場。
お互いの状況を聞き合いながら、自分の方向性を考える
きっかけをつかんでもらう場である。

■ �介護職として働く陽性者の交流会
偶数月開催。介護に従事している陽性者同士で、仕事の

悩み・将来のことなどを話し合あう場。このミーティング
では、働き方を変えることを検討中の人達からの参加も受
け入れている。

■ �看護師として働く陽性者の交流会
奇数月開催。介護職と同様、同じ立場の陽性者と話して

みたいという要望から生まれたプログラム。日頃 HIV を
持ちながら看護師として働く中で、疑問に思ったり不安に
感じることなどについて話し合う場。看護師だけではなく、

表（ハ）　ネスト・プログラムと参加状況

プログラム名 実施回数 のべ
参加者

ピア・
ファシリ
テーター

など

スタッフ・
ファシリ
テーター

など
セクレタリー

講師・
ゲスト
など

（ハ）交流会 29 回 267名 15 名 37 名 16 名 12 名
1
就職活動サポート
ミーティング

6 回 33 名 — 6 名 4 名 —

2
介護職として働く
陽性者のための
交流会

6 回 29 名 — 6 名 3 名 —

3
看護師として働く
陽性者のための
交流会

6 回 38 名 — 6 名 1 名 —

4
障害者枠で働く
陽性者の交流会

4 回 18 名 — 4 名 0 名 —

5
教師として働く
陽性者のための交
流会

3 回 11 名 — 3 名 2 名 —

6
ピア＋トーク 1 回 37 名 5 名 3 名 3 名 12 名

7
カップル交流会

（＋ / ＋ or ＋ / −
カップル）

1 回 12 名 2 名 1 名 1 名 —

8
パーティ

（サマー・年末）
2 回 89 名 8名 8 名 2 名 —
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体的に関わっている。参加するカップルも、同性愛、異性愛、
陽性者と陰性のパートナー、陽性者同士、英語で会話する
カップルと、多様である。2018 年度は 2 月に開催。
また、イベントだけではなくもっと気軽に参加できる場

が欲しいという要望で生まれた「カップル交流会カジュア
ル」も立ち上げたが、2018 年度は開催しなかった。

・第 27 回カップル交流会「春を待つティー・パーティ」
　　2019 年 2 月 10 日（日）
　　世話人 1組と 6 組のカップル　計 14 名

■ �パーティ
2012 年以降毎年開催している年末パーティに加え、

2017 年度より「サマー・ティー・パーティ」を新たに開
催している。
いずれもボランティアによる積極的な協力により、賑や

かな会となった。ゲームやビンゴ大会で盛り上がり、様々
なプログラムについてそれぞれの参加者がその様子につい
て紹介するなど、盛りだくさんな内容であった。

・サマー・ティー・パーティ
　　2018 年 8 月 26 日（日）
　　参加者 43 名
・年末パーティ
　　2018 年 12 月 23 日（日）
　　参加者 54 名

現在、「ボランティア合同研修」→「ネストスタッフ研修」
から、プログラムのファシリテーターやセクレタリーへと
つながる流れを継続しており、増加するプログラムや参加
者への対応のなかで大きな役割を担っている。プログラム
にも参加経験のある陽性者などの当事者が、研修を通じて
スタッフとして活躍することも増えている。
現在、U40 ミーティング、異性愛者のための交流ミーティ

ング、MT10、群馬サテライト・ミーティング、川崎サテ
ライト・ミーティングにおいて、複数名のファシリテーター
によるチーム担当制を行なっている。ローテーションを組
むことで担当スタッフの調整がしやすくなり、運営上大き
なメリットがある。この体制は新たなスタッフを迎え入れ
ながら今後も継続していく予定である。
2018 年度も新人ボランティア合同研修修了者を対象に、

ネスト部門のボランティア募集を行い、11 月 11 日（日）に、
ネスト部門を希望した 9 名（男性：7、女性：2）のうち 6
名が参加した。生島とピア・プログラムの担当スタッフ 2
名が「ネスト・スタッフ研修」を担当し、プログラムでは、
ファシリテーションのスキルに関するもの、自己の参加動
機を振り返るような参加型のワークショップを行った。
また今回初めて、実際にグループの進行についてイメー

ジしてもらうために、役柄を振り分けて擬似グループ・ミー
ティングをロールプレイング形式で行った。
今後、セクレタリーやグループ・プログラムのファシリ

テーター候補者に、個別、またはグループでオリエンテー
ションを行う予定である。まだ多くの人材が必要である。

（Ⅱ）�地域における当事者支援のための支援プログラムの
効果

「地域における当事者支援のための支援プログラム」は、
ぷれいす東京が 20 年以上に渡り積み上げてきたプログラ
ム運営のノウハウを共有し、各地のHIV 陽性者や周囲の人
たちへの支援の実践に役立ててもらうことを目的としたプ
ログラムであるが、今年度は実施しなかった。
東京周辺地域の当事者を支援するプログラムとして、

2017 年度の群馬サテライト・ミーティングに続き、2018
年度には川崎サテライト・ミーティングを立ち上げた。プ
ログラムの詳細は先述の通りだが、東京のみに止まらず、
可能な範囲で必要な所に支援の幅を広げて行きたいと考え
ている。

（B）人材育成・研修
（Ⅰ）ネストスタッフ育成

ネスト部門の人材育成・研修は、2012 年度に初めて行っ
た。2011 年 1 月より利用登録制がスタートし、利用者の
安全性が大幅に向上した。これまでの利用登録者は 1,154
人（2018 年 3 月末現在）となり、ネスト・プログラムは安
定した運営を続けている。多目的室の入場時のチェックな
ど、ゲートキーパー的な役割を担うボランティアベースの
人材（セクレタリー）の必要性が増大している。また、グ
ループ・プログラムのファシリテーターなど、HIV 陽性者
を含む多様な人材がプログラム運営のなかでますます重要
となってきている。
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Ⅳ. 最後に

ネスト・プログラムでは、利用者である当事者の声から
その要望に応える形で新規プログラムの企画を行ってき
た。今年度は「川崎サテライト・ミーティング」が新たに
スタートした。
東京以外の地域で開催のプログラムとしては、先発の群

馬サテライト・ミーティングが 2 年以上継続しており、少
人数ながらも安定したプログラムになっている。
川崎に関しては、当初「試行」という位置付けであったが、

初回から多くの参加者が集まり、活発な交流を持つことが
できた。参加者からはぜひ今後も開催して欲しいという声
が複数上がり、2019 年度も引き続き開催して行く予定で
ある。
また、感染がわかって 6 ヶ月以内の陽性者を対象とした

PGM では、毎回最終回に相談員から今後のぷれいす東京
のサービスの案内を行なっている。その際に今後どのよう
な関わりを希望するかというアンケートを取っていたのだ
が、2018 年 8 月終了の第 94 期以降はそれに加えて、「ぷ
れいすVoice」への投稿を促す案内も盛り込んだ。多くの
PGM卒業生が積極的に投稿をしてくれている。
中でも、「HIV 検査から逃げているあなたへ」「HIV 感染

がわかったばかりのあなたへ」といったテーマを選択する
当事者が多く、リアルな声として多くの人の心に届くこと
を期待している。
引き続き利用者のさまざまなニーズに応えるべく、プロ

グラムの内容や進行の改善などを順次行っており、その中
でますますボランティア・スタッフの力が必要となってき
ている。プログラム参加者や相談サービスの利用者が「陽
性者として何かに貢献したい」「自分自身がお世話になった
ので恩返しがしたい」という気持ちで、ボランティアを志
望するケースも増えている。こうした循環がネスト・プロ
グラムを運営する上で大変重要な原動力の一つとなってい
る。

謝辞
今年度も多くの個人のみなさまと団体からご寄付をお寄

せいただきました。社会情勢が厳しくなっているなかでご
支援いただいたことを深く感謝いたします。助成していた
だいた東京都福祉保健財団、ご寄付をお寄せいただいた
ヴィーブヘルスケア株式会社、MSD 株式会社、オフィス 
Two I（五十音順、敬称略）、そして多くの個人のみなさま
に改めて御礼申し上げます。

 （文責：加藤 力也、佐藤 郁夫、原田 玲子、生島 嗣）

Ⅴ. 感想文

新陽性者PGM参加者のぷれいすVoice投稿より
【HIV検査を逃げているあなたへ】（「ぷれいす東京Webサイ
ト」2018年11月掲載より）
■「僕も逃げていました」　　　

まこ（感染がわかって7 ヶ月）
僕も逃げていました。しかし、今は、感染がわかり、治

療が出来て良かったと思っています。もっと早く検査をし
ておけば良かったとも思っています。精神面、もし感染し
ていたら、治療にお金がかかると不安になっている方もい
ると思いますが、福祉制度がしっかりしているので大丈夫
なので、少しの勇気を出して検査して下さい。

【HIV検査を逃げているあなたへ】（「ぷれいす東京Webサイ
ト」2019年4月掲載より）
■「もっと早く検査しておけば」　　　

そら（感染がわかって4 ヶ月）
私は HIV が発覚した時に、エイズ発症済みでした。入

院もしたし、日和見感染予防の服薬を今もしています。.
　もっと早く検査しておけば、こんな苦労しなくて良かっ
たのに、と後悔しています。

【HIV感染がわかったばかりのあなたへ】（「ぷれいす東京
Webサイト」2019年4月掲載より）
■「HIVとうまく付き合いながら」　　　

ヒロユキ（感染がわかって4 ヶ月）
私は、とある手術の術前検査で HIV 陽性を知りました。

知った時はひどく動揺し、落ち込み、無気力になり、生き
ていくのが辛いような状態でした。
それから 4 カ月。今は服薬治療も始まり、あれだけ心配

していた副作用も今の所全くなく、1 日 1 回の服薬もほと
んど負担に感じません。
私の場合、事実を知ったショックが原因の体調不良（胃

痛や不眠）はありましたが、それ以外の体調の変化や病気
などはありませんでした。「治療前に発症したら」「会社に
知られたら」「もう以前のような生活はできない」など、自
分で作り上げた悪い妄想に疲れ果てはしたものの、体調に
変化はなかったのです。
感染が分かってからまだ 4 カ月ですが、ここまで気持ち

が回復するとは思いませんでした。生活も仕事も変わって
いません。病気になって気付かされたこともたくさんあり
ます。これからも治療をして、HIV と上手く付き合いなが
ら、生きて行きたいです。

【HIV感染がわかったばかりのあなたへ】（「ぷれいす東京
Webサイト」2019年4月掲載より）
■「不安は少しづつ姿を消して行きます。」

M（感染がわかって3 ヶ月）
陽性だとわかった瞬間は頭の中が真っ白になり、大きな
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不安が押し寄せて来ます。その不安は、「この先どうなるん
だろう」という将来への不安。
情報を得て、同じ境遇の人々の想いを聞くことで、その

不安は少しずつ姿を消していきます。ぷれいす東京のプロ
グラムへの参加は、そんな心の変化をもたらしてくれた貴
重な体験でした。

U40ミーティング参加者の感想文（「ぷれいす東京Webサイ
ト」2018年10月掲載より）
■「『不安』から『安心』に」

ゆうた（感染告知：2017年11月／未服薬／初参加／ 20代）
感染告知から 8 か月、服薬を目前に障害者手帳を受

け取り、いよいよ始まるんだな、と思いつつも、まだ感
染している実感が浅く、正直どうやってこの病気と向き
合ったらいいのかわからず不安でした。でも周りには相
談できる人がいない。その矢先にこの団体とミーティン
グのことを知り参加することに。どんな人たちが集まっ
ているのか、緊張しながら会場に向かうと、年齢・国籍・
感染歴みんなそれぞれ違う人たちが集まっていました。.
　病気との向き合い方やカミングアウト、出会いなど、聞
きたくても聞けなかったことを聞くと、参加者の皆さんが
これまでの経験をもとに話してくださいました。なんとな
く心にあった「不安」を共有し、それに対して様々な意見
を聞くことで、だれもが抱えるものであることがわかり、
「安心」につながりました。まだまだこの病気に対する知
識も浅いですが、この場を通じて積極的に情報を得ていき、
継続して参加することで、今度は僕と同じように不安を抱
えている人のために自分の経験を伝えていきたいです。 

川崎サテライト・ミーティング参加者の感想文（「ぷれいす東京
Webサイト」2018年4月掲載より）
■「貴重な機会だからこそ経験できた重要な話」

りょうすけ（感染告知：2014年／ 30代）
これまでPGMとMT10に何度か参加してまいりました。

しかし、都内まで出て、プログラムに参加するのは少し
ハードルがあり、今回は居住地域の近くということで、近
所の方々と悩みを共有したいと思い参加させていただきま.
した。
いつもの都内のでのミーティングもリラックスして参加

していますが、場所を変えて、よりリラックスして参加す
ることが出来ました。
ミーティングは、私にとって非常に充実したと感じまし

た。これまでの都内でのミーティングは参加頻度が高い方
が多いからかもしれませんが内容は、ライトな内容が多く
感じましたが、今回のミーティングでは、通常話しづらい
辛いこと、困っていることについて、発言を行い意見を交
換出来ました。また、都内にでて、頻繁にミーティング参
加出来ない環境が、この病気とどう向き合うかということ
を深く考えてしまうのではと感じ、このようなサテライト
ミーティングの大切さについても感じました。地元の医療

機関の情報などまだまだ、話し足りないことがありました。
またこの様なミーティングがあれば参加したいです。

専門家と話そう 第20回「精神科医と話そう」参加者の感想
文（「ぷれいす東京Webサイト」2019年3月掲載より）
■「私の『精神科』への壁」

K（感染告知：2007年／服薬歴：11年／初参加／ 30代）
「社会からはじき出されるのでは？という不安」この講演
序盤の言葉で、私は本講演を聞くことに夢中になっていま
した。
私はかつて、「心理学を学ぶ」に抵抗感はないが、「精神

科通院」「カウンセリングを受ける」には抵抗がありました。
社会人になり、セラピスト側として精神科医とも仕事をす
ることもありました。だから、セルフケアできると思って
いました。我武者羅に勉強し、働けばきっと「大丈夫」と。
そして、体調を崩しました。今は、不安の中、「精神科通院」
をし、「カウンセリングを受ける」をしています。
同性愛者、HIV 感染、実は不得意な仕事などなどの不安

の積み重ね。
それに対して、セルフケアできるし、他者は必要ないと

いう虚勢。孤独でいれば拒絶も拒否もない、卑屈な安心感。
認められたいから無理をする自分。そして、精神科への.
通院。
そんな私を前に、両講演者は、家族の協力やピアミーティ

ングなど、人との関わりからの解決のプロセスを精神科医
として話してくださりました。それがスタートできる場所
の１つが「精神科」であると思えて、少しホッとしました。
まだ抵抗感は残り、不安や怖さもあります。それでも、前
向きに今を捉えることができました。		

専門家と話そう 第21回「生命保険＆損害保険のプロと話そ
う」参加者の感想文（「ぷれいす東京Webサイト」2019年4
月掲載より）
■「陽性者でも希望を持っていい」

code-kw（感染告知：2017年／服薬歴：1年半／初参加／ 30代半ば）
HIV の感染が判ってからは、もう入れる保険はないんだ

ろうと諦めていました。結論として判ったことは、保険料
が割高になったり、入れる特約に制約はあるかも知れない
けど、保険に入れないってことはないってこと。陽性者で
も将来を考えて良いんだってこと。
保険料控除とか、保険をどう活かすかはある程度自分で

勉強しなくちゃいけないけど、病気だったりお金だったり、
自分の将来を考える上で保険は考えといて損はないと思い
ます。陽性者だと余計、将来の不安は付き物だし、なんと
か出来る事があるならなおさら。
年を重ねてくると嫌でも保険の事を意識したくなるので、

若い人で、まだ将来の貯蓄や保険の事を考える機会が少な
い人にこそ、こういった機会を活用して欲しいです。
保険の話なので、質問含め結構真面目なお話が多いです

が、代理店や保険会社の方が相談に乗ってくれるので、き
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ちんとした計画を立てられると思います。
将来をことを考えるのが、ちょっと楽しくなってきました。

第10回就職支援セミナー参加者の感想文（「ぷれいす東京
Webサイト」2018年12月掲載より）
■「BEYOND ALL BORDERS」

たかし（感染告知：2016年9月／服薬歴：2年／初参加／ 50代）
私自身が障がい者雇用に興味をもったのは、正直もしか

したら、政府からの補助金により、障がい者雇用枠は通常
より労働条件がよいにも関わらず、給与面でも優遇される
いわゆる「おいしい」雇用枠なのではという、非常に都合
の良い解釈からでした。
今回セミナーに参加させていただき、障がい者雇用は当

然そのようなものではなく、企業にとって障がいをもった
労働者とはたまたま私のように普通の健康状態、精神状態
を保っているものではなく、身体的、精神的に職場の配慮
とサポートが必要な方々のことで、その方たちがいかに快
適な環境で業務ができるかを焦点に置いた雇用制度であ
り、当然給与面も優遇されるものではないと分かり、不純
な動機で参加した自分を恥じることとなりました。
ただ今回の参加でなによりも私が印象的だったのが、一

見普通に見えるセミナーが実は参加者は HIV陽性の方で、
さらに企業の方々もなんの偏見もなく普通にプレゼンをさ
れている光景でした。私のような年代からすると一昔前に
は考えられないことで、自分がHIV 陽性であることを隠さ
ずに堂々と公の場に出てくる参加者、その参加者を前にご
く自然にプレゼンをする企業の方々。ごくありきたりのセ
ミナーのように進行してく光景をみて日本もここまで来た
のかと非常に感慨深いものがありました。
私は感染の告知受けてから、運が良かったのか、健康、

パートナー、友人、仕事、何一つ失うものがありませんで
した。それとは逆にこの 2 年間は HIV 陽性という境遇か
らとても多くのことを学び、得ることができ、自分が置か
れた環境に感謝する日々を送ることができました。
今回のセミナーで若い企業の方々が、ごく普通に障害、

セクシャリティを受け入れ誠実に接して下さったこと。私
の疑問を聞いて下さった司会進行の方が、さりげなく企業
への質問の際に私の質問も盛り込んでくださった心遣い。
感染以来、また一つ豊かなものを頂いた気がしました。

第27回カップル交流会「春を待つティー・パーティ」参加
者の感想文（「ぷれいす東京Webサイト2019年4月掲載
より）
■「貴重な体験です。」

みつのぶ
♂－、♀＋の私達は揃って参加出来るプログラムが限ら

れており、今回は昨夏のティーパーティー以来２人での参
加で、交流会は初めましてです。
いい年して２人とも人見知りなので、久し振りのプログ

ラムだった事もあり今回も初めは緊張していたのですが、
参加者の皆さんが気さくな方ばかりで打ち解ける事が出来
ました。交流会は普段は２人以外なかなか話す事の出来な
いような事を話し合える貴重な機会だと思います。今回身
内に病気の事をどのように伝えたらよいのかなど、色々な
意見を聞けてとても参考になりました。
ケーキも美味しく頂きましたが過去には今回のような形

ではなく、食事会やイベント等を行っていた事も聞きまし
た。是非今度は BBQ 等皆でわいわい楽しみながらもっと
色々と話をさせてもらいたいと思います。

第11回ピア＋トーク「A型肝炎について知ろう！」参加者の
感想文（「ぷれいす東京Webサイト」2018年8月掲載より）
■「ワクチンについて知りたい」

トーマ（感染告知：1999年／ 30代）
5 月中旬に 39 度の高熱を出して普段 HIV の薬を処方

してもらっている病院に受診し、インフルエンザと最近流
行っているという肝炎の検査をしようと医師から告げられ
検査しました。結果、どちらも陰性でした。そして A型肝
炎について知ろう！という案内が届き、そんなに流行って
いるのかと思い参加することにしました。
今回自分が知りたかったのは症状よりもワクチンに関し

てでした。自分はワクチンに対して良いイメージを持って
いません。それは CD4 が 300 台の時に B型肝炎ワクチン
を 2 回接種したのですが、全身痒くなったり蚊にかまれた
ような腫れが出来たりと副作用が出たにもかかわらず抗体
を獲得できなかったからです。
でも話を聞いていく内に A型肝炎ワクチンは B型に比べ

て抗体を獲得しやすく、副作用も比較的少ないという事が
分かり、ワクチンを接種してみようと思いました。もし参
加していなかったら、ワクチンに対して一律に副作用が出
たり効果がなかったりするものというイメージのままだっ
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たと思います。参加出来て本当に良かったです。
後日、A 型肝炎ワクチンの 1 回目を接種しましたが副作

用も出ず順調です。

サマー・ティー・パーティ参加者の感想文（「ぷれいす東京
Webサイト」2019年4月掲載より）
■「今を愉しむ」

トミー
ティーパーティーに参加して来ました。
最初は『何をするのかな』『自分が行っていいのかな』と

期待と不安が半々。ぷれいす東京では様々なプログラムが
あり、その中にはHIV 陽性者と陰性者の交流の場もありま
す。そのひとつのティーパーティーは、病気の話をするわ
けではなく、その日その場で出会った人たちと楽しく過ご
す、まさに【今を愉しむ】。もっとしんみりした時間かなと
思ってたけど、病気のことを忘れて愉しめた時間でした。
陽性者の方、陰性者の方、それぞれに悩みや疑問がある

と思います。私は陰性者ですが、陽性者のパートナーがい
ます。悩みが解決できるかどうかではなく、病院の先生で
はない、知り合い、友達として悩みなどを聞ける人がいる
ことがどれだけ支えになるか。自分にはここに参加するま
でいませんでした。けど、ここで出会った方たちと終わっ
た後も、自分の悩みが話せる時間がもてたおかげで、本当
にホッとしました。気にしすぎても相手を悲しませてるこ
ともあることに気づき、もっと前向きに考えていけるよう
になりました。
ぜひ、一歩踏み出せない方はティーパーティーおすすめ

です。

年末パーティ参加者の感想文（「ぷれいす東京Webサイト」
2019年4月掲載より）
■「多様性」

てつや（感染告知：2018年／服薬歴：なし／初参加／ 30代）
年末パーティに初めて参加して感じたことは、こんなに

もたくさんの方々がいることにとても驚きました。私は、
ネストプログラムには 1 回しか参加したことがありません
でした。なので知らない方がたくさん参加されていてとて
もドキドキしましたが、皆さん気さくで明るくてとても楽
しい雰囲気でした。
ここでは、自身と同じような仲間に出会って悩みや楽し

いことを共感する場所だと思っていましたが、年齢や悩み
が違う仲間とも話すことが出来てとても新鮮でした。
私はU40 ですが、私が参加できないミドルや、陽性パー

トナーを持つ会の方などと話が出来て良かったです。
同性愛の方はもちろん、異性愛の方、外国人の方、非感

染の方なども参加していて、同じHIV に関わる方の中でも
色々な方がいるのだと感じました。他のプログラムがメイ
ンの方など普段会えなさそうな方も参加していて、皆さん
に支えられているのだなと改めて感じ、とても嬉しく思い
ました。

お菓子をつまみながら団欒し、ケーキやビンゴなど、ク
リスマスの雰囲気もとても楽しかったです。
参加したことのある U40 と違って、年末パーティはそ

の名の通りパーティでした。楽しいことを楽しく話せる場
で、自然に笑顔になれました。
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部門報告（バディ）

1．スタッフ研修
バディ・スタッフとして活動するには、基礎研修を受け

た上で部門の研修を修了することを条件としている。基礎
研修は、HIV/AIDS に関する知識を身につけるとともに、
自己の HIV/AIDS のイメージを認識すること、そしてバ
ディとしての関わり方をどのようにもつか、自分自身でイ
メージしてもらうことを目的としている。基礎研修は、年
に１度の各部門合同での「合同研修」にて、部門研修は「バ
ディ・ワークショップ」にて行っている。

（1）基礎トレーニング
●新人ボランティア研修
今年度は 2018 年 9 月 9 日、16 日、23 日の 3 日間で

行なわれた。この研修は各部門合同であり、研修項目も
共通したものとなっているが、バディ部門のみならず、
ぷれいす東京の全体の活動とHIV 感染症の関連領域も学
び、幅広い視点と知識を得てもらうことを目的としてい
る。（詳細は 5ページを参照）

（実　績）
2018 年度の研修の終了時点での活動希望者は 6 名と

なった。

（2）一日ワークショップ（8時間）
バディとして活動を始めようとする自分自身を見つめ

直すこと、またクライエントがどのような状態にあるの
か理解を深め、その上でバディの役割とは何か、クライ
エントとの関係性について、自分がバディとして何がで
きるか、等を考えてもらうことがこのワークショップの
目的となっている。また、ワークショップの中では、実
際の利用者に協力いただき、利用者の生活についてお話
していただくなどしている。

（内　容）
・アイスブレーキング
・自分の最初の喪失について
・自分がバディだったら（仮想体験）
・HIV陽性者と語る
・喪失を体験するワークショップ
・分かち合いの時

（実　績）　
2018 年 11 月 4 日（日）に開催。3 名が参加、修了し

てバディの登録を行なった。

2．スタッフ・ミーティング/交流会
●バディ活動スタッフのためのミーティング
活動中のスタッフを対象として、バディ・ミーティン

グを行っている。午前ミーティングは、奇数月 / 第 1 土
曜日 /11：00 〜、偶数月 / 第１木曜日 /11：00 〜に開催、
夜間ミーティングは第 3木曜日の 19：00 〜で開催した。
なお木曜日の午前ミーティングについては参加者が少な
いため、参加がある場合にのみの開催とした。
参加者は 2 〜 6 名程度で、それぞれが担当しているク

ライエントとの関わりについて、担当者同士やコーディ
ネーターと相談できたり、お互いにアドバイスしあえる
場となっている。また、必要に応じて、個別にクライエ
ントに関わる個別ミーティングやスーパーバイズも実施
している。
また、不定期ではあるが、バディ同士の交流を目的と

した交流会も開催している。

（実　績）　
バディ・ミーティング	� 2018 年度は 18 回（中止 6 回）

開催し、のべ 58 名が参加
個別ミーティング	 2018 年度は 16 回実施

3．登録バディのフォローアップ・トレーニング
●フォローアップ研修
基礎トレーニングを終了したスタッフを対象とした研

修となっており、待機中のバディに陽性者との関わりに
ついてイメージする機会や、関係の深い問題について知
識を得て、考える機会を提供している。
また、既にバディ活動を行っているスタッフが、自分

とクライエントとの関係について、バディの役割につい
て、客観的にとらえる機会になることを目的としている。

4．スタッフの構成（2019年4月末現在）
（1）性別

	 男　性	 34 人
	 女　性	 21 人
	 合　計	 55 人

（2）年齢
	 20 歳代	 4 名
	 30 歳代	 6 名
	 40 歳代	 21 名
	 50 歳代	 17 名
	 60 歳代	 5 名
	 70 歳代	 2 名
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5．2018年度バディ活動実績
（1）派遣依頼
	 ・前年度より活動を継続 ...................  16名
	 ・活動休止中 ......................................... 6名
	 ・新規依頼 ............................................. 3名
　　合　　計	 25名
	
	 ・バディ派遣終了 ................................. 2名
　　派遣終了理由　　死亡 ..................... 1名
　　　　　　　　　　ニーズの消失 ...... 1名

※2019年3月末現在の派遣状況
	 ・活動休止中 ......................................... 6名
	 ・派遣継続中 ......................................  17名
　　合　　計	 23名

（2）活動バディ・スタッフ
派遣依頼 19 名（休止中 6名を除く）に対し 34 名のスタッ

フを派遣した。（利用者１名に対する実人数でカウント）    

（3）活動内容
今年度のバディ派遣件数は、スタッフの報告をまとめ

たところ 184 件であった。そのうち、在宅訪問は 112 件
（60.8%）、病院への訪問は 4件（2.2％）、電話によるコミュ
ニケーション（訪問連絡等の電話は件数に含まず）は 68
件（37.0％）であり、今年度の総活動時間は約 332 時間と.
なった。

（4） 訪問先とサービス内容
●在宅訪問
在宅訪問での主な活動について、今年度は合計で 112

件の活動があった。内容別では、外出介助 / 付添が 49
件（43.8％）、次いで会話が 38 件（33.9％）、家事援助が
25 件（22.3%）となった。外出介助は、車椅子利用者や
視覚に障害がある方の通院や趣味等での外出時の同行で
あった。会話は、在宅療養している人と、コミュニケー
ションや気分転換を目的とした会話となっていた。家事
援助は、脳症や脳梗塞等の病気の後遺症で記憶障害等の
ある方の自宅の片付けや清掃、引越し後の家の整理といっ
た活動であった。ちなみに、外出介助やその他の活動に
おいても、会話をしながら活動しているケースがほとん
どであり、利用者は定期的なバディとの会話を楽しみな
がら利用されているようだった。

全体の内容別活動のまとめ（n=184）

外出介助 / 付添
26.6%

会話
52.7%

家事援助  20.7%

主な活動先（n=184）

病院  2.2%

電話  37.0%

在宅
60.9%

在宅での活動内容（n=112）

家事援助  22.3%

外出介助 / 付添
43.8%

会話
33.9%
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●クライエントの傾向と関わり
クライエントの傾向は、身体に何らかの障害をもちつ

つ在宅で生活をしている方で、単身の中高年の男性が占
める割合が変わらず高い。ちなみに、継続派遣の 17 名
中 14 名が男性の単身世帯、なんらかの障害がある方は、
半身麻痺等による車椅子使用や杖歩行などの歩行困難が
7名、視覚障害が 1名、精神障害が 4名であった。
クライエントとの関わりは、長期的な派遣が多く、7

年以上の関わりを持っているケースは 11 名であった。
うち 8 名は 10 年以上の関わりを続けている。ちなみに、
現在最長で訪問している方は 21 年になっている。

●入院先訪問
入院先訪問は、合計で 4 件の活動のみとなった。2 名

の利用だったのだが、2人とも HIV 以外の疾患、悪性腫
瘍の治療時の入院時に話し相手での利用だった。

6．まとめ
●新規依頼と終了したケースの内容と傾向
新規に依頼を受けたケースは 3 件あり、活動内容は、

脳梗塞の後遺症等で家の片付けや整理が難しい方を定期
的に訪問し支援する活動、薬物事犯で収監前の方の部屋
の荷物の処分や整理等での活動、家族の陽性がわかった
方の本人 / 家族に対する支援に関する相談であった。利
用のきっかけとして、うち 2 件はもともとぷれいすの
サービス利用やボランティア活動等で関わりのあった方
の利用で、１件は相談業務からのつながりで関わった方
であった。
今年度は活動が終了となったケースは 2 件で、1 件は

昨年度に癌がわかり再依頼をされていた方が残念ながら
亡くなっての終了、もう１件は薬物事犯の方の収監前の
依頼で、ニーズがなくなったため終了した。癌で亡くなっ
た方は、2002 年の入院時からの関係で、時々入退院され
ることがありその時にバディを利用されていた方だった。

●派遣件数・減少、内容は変わらず
派遣件数は、在宅訪問は昨年度とほぼ変わらず、電話

でのサポートが増えており、病院訪問は減少した。電話
によるサポートの増加が昨年と同様にあるが、これは発
症により脳の機能に障害が残った方や、精神的に不安定
になった方に定期的な会話によるサポートを行ったこと
と、訪問が休止している方に電話で様子を伺うなどのサ
ポートを行っているためである。

活動の終了理由
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クライエントとの関わり期間
関わった期間 件数 うち継続
7年以上 12 11
5年以上7年未満 5 5
1年以上5年未満 5 5
1年未満 3 2
合計 25 23
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謝辞
今年度も個人のみなさまと団体からご寄付をいただき

ました。社会情勢が厳しいなか、ご支援いただいている
ことに深く感謝いたします。助成していただいた東京都
福祉保健財団、ご寄付をいただいたヴィーブヘルスケア
株式会社、そして多くのみなさまに御礼申し上げます。

　（文責　バディ・コーディネーター　牧原 / 九岡）

7．今後の活動にむけて
●活動の継続性と体制づくり
活動の継続にあたって、現在の利用者のほとんどが、

身体や精神になんらかの障害を持っており、活動におい
て介護技術が求められるケースが多い。現状、車椅子で
の外出など、介護技術のみならず体力を要するため、条
件にあうバディが見つからず訪問回数が少なくなってい
るケースもある。バディはあくまでもボランティアでは
あるので、ボランティアでできる範囲で、スタッフと相
談し調整しつつ増強を行っていきたいと考える。あわせ
て、介護技術を補う勉強会などもできるだけ行い、フォ
ローしていきたい。
今年度も１名の利用者が癌のターミナルで亡くなられ

たのだが、利用者の高齢化等、様々な理由での他の疾病
や身体の機能低下も起こりうる。それに伴う、通院や入
院でバディが必要とされる場面も増えているように感じ
ている。単身者においては、特に入退院時に利用できる
社会資源は少ないため、バディが期待されるところがあ
る。今後も、公的サービスを活用してもらいつつ、それ
だけでは補えない部分をバディが補完し、利用者の生活
支援、生活の質の向上につがなる活動を、できる範囲で
柔軟に対応し、継続することができればと考える。
継続する難しさとして、バディはあくまでもボランティ

アとしての関わりであるため、利用者の生活にどこまで
関わるか、判断が難しいことがある。基本的には、利用
者と相談しながら、できることを続けたいと思う。加え
て、周囲の公的機関や関連機関とも本人の許可を得た上
で連携し、お互いの役割分担を意識しつつ、相互の補完
ができるような活動ができればと考える。また、精神疾
患を持つ方については、専門家に助言をもらいながら活
動をしていきたい。
　
日頃感じることとして、担当を持っているバディスタッ

フから活動の後に「自分が支援しに行ってるはずなのに、
今日は愚痴を聞いてもらった」「落ち込んでいた時に、利
用者にはげまされた」「利用者のたくましい生き方に刺激
をうけた、勇気をもらった」といった話を聞く機会があ
る。すべての活動がそういった活動とは限らないが、活
動をする中で、利用者もバディも、お互いに地域の住民
として、一方通行の助け合いだけではない関係を築きな
がら、活動を継続できればと思う。
　
最後に、日頃から活動を続けていただいているバディ・

スタッフのみなさま、今年度も活動にご協力いただき、
本当にありがとうございました。バディ活動は、ボラン
ティアのみなさんがあっての活動です。今後もご協力を
いただきながら、バディ派遣の運営に努めていきたいと
思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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部門報告（HIV 陽性者と周囲の人 / 判定保留・確認検査待ちの人への相談サービス）

（1）ぷれいす東京　相談サービス報告

ぷれいす東京では、HIV 陽性者と判定保留・確認検査待
ちの人、それらの周囲の人へ、電話や対面、E-mail/ 書簡
などによる相談サービスを提供している。電話や対面によ
る相談については、2009 年 4 月以降、厚生労働省の委託
事業として、HIV 陽性者と確認検査待ちの人、そのパート
ナー、周囲の人のための専用の相談電話「ポジティブライ
ン」0120-02-8341（月〜土：13：00 〜 19：00）と、プ
ライバシーに配慮した個室で行う「対面相談サービス」（月
〜土：12：00 〜 19：00）を提供している。なお相談は
原則匿名で行っている。対応は、HIV に関する電話相談や
直接的なケアを担当してきた相談員（社会福祉士 / 医師）、
3 人が担当した。2016 年度からポジティブラインでは、
HIV 陽性の相談員による相談時間を毎週木曜日 15：00 〜
18：00 に設けており、2 名の相談員でシフトを組んで対
応している。この 2 名は、既にぷれいす東京において、他
の電話相談の経験がある者で、さらに研修を行った上で業
務にあたっている。なお、相談員の情報交換、業務確認を
目的とした相談員ミーティングも定期的に行っている。（今
年度は 4 回開催）また、刑事事件等による身柄拘束者およ
び受刑者との書簡によるやりとり「お手紙プロジェクト」
も継続しており、時には面会による支援を行うこともある。

即日検査や郵送検査の普及に伴う「判定保留 / 確認検査
待ち」の結果を受けとる人の増加を想定し、ぷれいす東京
の web サイトに「判定保留 / 確認検査待ちの人へ」向け
たページを作成し情報発信している。「誰にも話せない、ど
うしよう」「これからどうなるの」「結果が出るまでの過ご
し方のコツ」といった不安に対するメッセージから、検査
の情報、相談窓口の紹介などを行っている。また、今年度
から、HIV 検査・相談マップのWeb 上に案内のバナーを
掲載していただいている。

「判定保留 / 確認検査待ちの人へ」　
http://ptokyo.org/consult/pending_results

また、来日する外国人に向けた英語のサイトを 2017
年 12 月よりぷれいす東京のホームページ上に公開してお
り、コンテンツの中には日本の医療制度、ビザについての
FAQ(https://ptokyo.org/en/faq) がある。その影響か、
フリーダイヤルにはつながらない海外から事務所に電話が
あったり、海外から英語でのメール相談も増えている。な
お、メールでの相談は以下の集計には含まれていない。

＜相談員 J ＞
HIV 陽性当事者による電話相談は開始から 3年近く

経ち、最近では当事者相談の時間帯を狙って電話して
くる相談者が増えてきています。相談内容によっては、
専門相談員の時間帯にかけ直してもらうよう依頼する
こともありますが、当事者と直接会話することで安心
していただけたり、当事者同士の情報のやり取りから
悩みを解決するきっかけが見えてきたりすることも多
くあります。
陽性発覚直後の方だけでなく陽性と分かってから10

年以上経った方でも、他の陽性者と話をするのが初め
てだという方が少なからずおり、自分自身が陽性であ
ることを周囲にオープンにしにくい現状では、この当
事者相談の電話が他の陽性者と会話できる貴重な場に
なっていると感じています。特に地方居住の陽性者の
方々に、この当事者相談をもっと利用していただけれ
ばと思っています。

＜相談員 S ＞
年間 60 件くらい受けています。陽性者を目指して

かけてきてくれることもあり、相談員としては嬉しく
思います。
相談の中で、多かったと感じたのは、就労に関する

相談や会社でのプライバシーの相談です。
まだ差別・偏見が残るHIVのことを打ち明けるのか、

隠しておくのかは重大な問題です。また生活保護等経
済的なことや病気と一緒に生きていることでの精神面
の相談もありました。パートナーや家族との関係性を
相談されることもありました。何か一つの解決法があ
るわけではなく、一人一人別々の問題なので、一緒に
考える、ヒントを提示することを心に留めて相談をし
ています。相談の後半で、明るい声になったり、そう
いう考え方や感じ方もあるのだと思ってくれると、相
談している甲斐があるなぁと思っています。これから
もよろしくお願いします。
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陽性相談員の声
■相談／連絡期間
2018 年 4 月 1 日〜 2019 年 3 月 31 日

■相談／連絡件数	 陽性者相談員対応

電話による相談	 1478 件	 （125 件）
対面による相談	 606 件
書簡による相談	 5 件	 　　　　　　
合計		  2089 件

■相談者の背景
▼�電話相談、対面相談（メール/fax/書簡は除く）		

のべ合計2084件 （男：1924 、女：160）

HIV 陽性者	 1784 件	（1760：24）
パートナー / 配偶者	 61 件	（44：17）
家族		  56 件	（5：51）
専門家		  72 件	（46：26）
その他 / 不明	 44 件	（27：17）
確認検査待ち/判定保留	 67 件	（42：25）

「家族」の内訳（56）
母親（34）、きょうだい（14）、父親（2）、家族（2）、身内（2）、
娘（1）、いとこ（1）

「専門家」の内訳（72）
医療機関（27）、福祉関連（12）、弁護士（12）、就労関連（9）、
HIV関連地域団体（4）、保健所（2）、
その他（ 6：教師<1>、行政<1>、生命保険<1>、元
NPO/NGO<1>、不動産<1>、医療エージェント<1>）

「その他/不明」の内訳（44）
友人/知人（15）、判定保留者のパートナー /配偶者/家族
/孫（10）、職場の同僚（6）、セックス相手（3）、過去に判
定保留（2）、元パートナー（1）、エステ店員（1）、感染不安
とおぼしき方（5）、不明（1）

▼相談者の年代　（n=2084）
10 代		  5 件
20 代		  60 件
30 代		  370 件
40 代		  757 件
50 代		  519 件
60 代		  77 件
70 代以上	 0 件
不明		  296 件

＜お手紙プロジェクトから　相談員 M ＞
電話相談や対面相談で警察に逮捕されたり、刑務所

から出所した陽性者の支援を行っているが、拘留され
た方や受刑中の相談者の方に対して、書簡でのやり取
りと場合によっては面会での支援も行っている。
今年度は、主に服役中の 2 名の方へ書簡による支援

を行い、医療情報の提供や社会復帰のための準備、訴
訟に対するサポートについての検討が支援の内容と
なった。
実際に相談を伺っていて感じたのは、「情報」とい

うものがいかに私たちの生活を支え、心理的な不安を
解消させるのに役立つものか、ということだ。
刑務所内では、受診や検査の頻度は少なくなり、自

由に通院先を選択することもできない。薬の評価につ
いても、自分に合っているのか、そうでないのか、今
までは簡単にネットや主治医、薬剤師などに聞けたこ
ともできなくなる。そのため、面会や書簡のやり取り
の回数、対象者が制限される中、知りたい時に知るこ
とができない状況下で日々を過ごしている。
社会と一時的とはいえ遮断されてしまう環境は、継

続した医療の保障が必要な HIV 感染症の方には大き
な不安要素になる。書簡でのやり取りで、少しでもそ
の不安が軽減されればと思い、サポートを継続して.
いる。
今は受刑者であっても、いずれ社会で再び生活を始

めることになる。不安なまま刑期を過ごすのではなく、
更生に必要な情報へのアクセスが最低限ではなく、最
大限に保障され、出所がみえてからの準備ではなく、
社会復帰を見据えた上での必要な医療やカウンセリン
グの体制、社会保障の活用が促される環境が提供され
れば、社会に戻ってからの生活も比較的早期に安定す
るのではないかと、書簡を通じて強く感じている。
スタッフの体制もあり、十分に対応できていない部

分もあるが、少しでも相談者の方の不安の軽減や社会
復帰のサポートができるよう、事業を継続していけれ
ばと思う。
他にも、警察に逮捕された時点での支援、裁判にお

ける支援も行っているが、今後は合わせて報告してい
きたい。
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■ 新規相談（電話・対面）のまとめ（n=351）

相談をするきっかけとなった情報源としては、昨年度と
同じく、インターネットや冊子などをもとに、相談者が自
ら情報を集め、連絡を取ってきた方が過半数を占めてい
た。また、今年度は医療や行政の専門家から紹介を受けて
つながった方の増加もみられた。その他、他の陽性者や家
族などの個人的なネットワークから勧められてきた方が続.
いた。

新規に相談があったHIV 陽性者において、どのような経
緯でHIV 感染を知ったか、どこで検査を受けたかをまとめ
た。ただし、相談の中で聞き取れた範囲内でのことで、対
象となるHIV 陽性者 195人中 131人の傾向である。

相談者の属性は、HIV 陽性者が多く、全体の 6割弱を占
めていた。パートナー / 配偶者は 31 人で、うち男性の同
性パートナーが27人であった。家族は、母親（5）、父親（1）、
きょうだい（5）等から相談があった。その他は、友人 / 知
人（13）、確認検査待ちの人の親 / パートナー / こども / 孫
/ 友人（10）、会社の同僚 / 上司（5）、セックス相手（2）、
過去に判定保留（2）、エステ店員（1）、元パートナー（1）、
感染不安とおぼしき人（1）、であった。今年度は、確認検
査待ちの周囲の人の相談が若干増えていた。

専門家の背景は、医療機関（10）、就労関連（5）、弁護
士（4）、福祉関連（2）、行政 （1）、教師（1）、医療エージェ
ント（1）となった。医療機関は MSW からの相談や連絡
が多かった。

確認検査待ち / 判定保留に関して、相談者のセクシュア
リティは、女性 / 異性愛（19）、男性 / ゲイ・バイセクシュ
アル（17）、男性 / 異性愛（10）、不明（4）であった。異
性愛男女においては、不妊治療や術前検査など、陽性の結
果を予測した検査ではなかったため、結果にかなり混乱し
た状態で相談される方が多かった。ゲイ・バイセクシュア
ル男性においても、結果を予測しておらず混乱する場合は
多いが、自分が陽性である可能性を考え、より具体的な相
談をする方も多かった。相談者全体においては、不安から
インターネットで情報を集めるも情報過多となり、余計に
混乱する方が多くみられた印象である。

相談者の居住地 / 発信地は、関東地方が多く全体の 7 割
ほどを占めているが、その他の地域からも相談がよせられ
ていた。

HIV 検査を受けた場所は、医療機関の外来 / 入院などの
医療機関が 89 件と約 7 割を占めていた。その他、保健所
/ 検査所が 32 件、少数だが郵送検査、イベント検査、献血
での検査もあった。

属性 ［男:285 女:66］
HIV 陽性者 195 （	 191	 :	 4）
パートナー / 配偶者 31 （	 27	 :	 4）
家族 16 （	 3	 :	 13）
その他 / 不明 35 （	 22	 :	 13）
専門家 24 （	 12	 :	 12）
確認検査待ち / 判定保留 50 （	 31	 :	 19）

居住地 / 発信地
関東 254
近畿 31
九州 / 沖縄 19
東海 19
北海道 / 東北 10
中国 / 四国 8
甲信越 / 北陸 6
海外 4

情報提供者
情報・ネットワーク（ネット・冊子等） 204
医療や行政などの専門家 52
人的ネットワーク（他陽性者・家族等） 32
地域のネットワーク（電話相談・団体） 15
その他 15
不明 33

検査を受けた機関（n=131）
病院（外来） 64
保健所 / 検査所 32
病院（入院） 25
郵送検査 3
献血 1
イベント検査 1
その他 3
不明 2

検査のきっかけ（n=131）
自発的（症状あり） 33
HIV 関連の症状（医師の勧め） 30
自発的（症状なし） 30
その他の症状（医師の勧め） 17
術前検査 10
献血 1
性的接触があった人からの通知 1
その他 7
不明 2
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検査を受けたきっかけは、自発的な検査（症状のあり /
なしを含む）によるものが 63 件、医師の勧めが 47 件あっ
た。前者は少なくとも自らHIV 感染の可能性を考えた上で
の検査で、後者はエイズ発症を含めて、何かしらの症状を
きっかけとした医師の勧めによる検査であった。また、術
前検査、献血、性的接触があった人からの通知などが検査
受検のきっかけになっていた。

■電話/対面相談によせられた内容項目
HIV 陽性者からの相談について、相談記録をもとに内容

を 1 〜 9 の項目に分類し、詳細をまとめた。複数の項目に
該当する相談内容であった場合は、それぞれの項目に含め
て集計している。
周囲の人の相談、専門家からの相談や連携については、

それぞれの属性で内容をまとめた。
カッコ内は2017年度数字

1	 検査や告知に関する相談................................ 111（115）
2	 告知直後の漠然とした不安............................ 149（122）
3	 対人関係に関する相談.................................... 351（417）
4-1	 生活に関する相談........................................... 804（701）
4-2	 制度に関する相談........................................... 317（228）
5	 心理や精神に関する相談................................ 980（872）
6	 病気や病態の変化や服薬................................ 344（302）
7	 医療体制や受診に関する相談........................ 140（145）
8	 医療機関以外の支援体制・リソースへのアクセス
	 .............................................................................. 15（14）
9	 連絡等のコミュニケーション......................1007（739）

▼ 周囲の人からの相談........................................... 323（259）
▼ 専門家（外部）からの相談や連携...........................111（93）

1　検査や告知に関する相談：111

HIV 陽性者からの新規相談では、HIV 検査を受けた場所
は医療機関が約 7 割を占めていた。医療機関で実施されて
いるHIV 検査で判定保留が出てしまうと、自ら希望して受
けた検査ではないことが多いため、結果を受け止める側に
混乱が大きいように感じる。相談内容は、「判定保留時の不
安や対応」に関するものが最も多く 66 件であった。具体
的には、ブライダルチェック、不妊治療、癌の術前（複数）、
その他の疾患での手術前検査、妊娠時の検査などで判定保
留 / 確認検査待ちとなり、相談してきていた。

婦人科で判定保留の告知時に、医師から「95％は陰性に
なるから」と慰められたが不安は消えなかったという方や、
「オペの予定が延期になる、治療が止まってしまうことに
対して気持ちがモヤモヤした」などの声がよせられていた。
また検査の動機として、パートナーから言われて検査を受
けた方、恋人との性行為に不安があり検査を受けた方も存
在していた。加えて、風俗利用による不安、風俗で働いて
いた等のきっかけもあった。

1　検査や告知に関する相談
判定保留時の不安や対応 66
告知の状況 17
検査機関の対応 15
検査の信憑性 10
その他 3
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2　告知直後の漠然とした不安：149 3　対人関係に関する相談：351

当項目は、原則告知後 3ヶ月以内の方を対象としている。
相談のタイミングとしては、告知を受けた当日など直後の
相談から、しばらく経ち落ち着いた状態での相談など様々
であった。判定保留時から相談が継続する方も増えていた。

ここ数年は、ネットで情報収集をし、パニックになって
の相談が多い傾向にある。特に、告知直後の不安が強い状
況では、見る症状のすべてが自分に起こりうるのではない
かと考えたり、よりネガティブな情報ばかりを見て最悪の
状況を想像してしまう傾向があるように感じる。身体状況
も、通院前で状態がわからない時ほど不安になるようであ
る。そして万が一倒れて救急搬送されたらどうしたらいい
か、周囲に迷惑をかけないためにはどうすべきか、といっ
た相談がよせられていた。加えて、感染直後の初期症状と
おぼしき症状や肺炎など発症で判明した方だと、より具合
が悪くならないかという不安の相談もあった。そのような
状況で、今後の自分の将来や生活のイメージは想像しにく
いようであり、寿命はどれくらいか、仕事は続けられるの
かといった相談もあった。

また、告知直後で混乱している時ほど「誰にどこまで話
した方がいいか」の判断が難しく、通知による相手との関
係性の悪化を想像して、事前に他の陽性者がどうしている
のかを聞いてくる方や、誰にも怖くて話せなくてつらいと
いった相談をする方もあった。その他、これまで自分なり
に安全にやってきたつもりだったのでこの結果を受け入れ
られない、定期的に検査をしていたので信じられない、す
ぐに薬が飲めるようになるか、健康保険を使って会社に病
名が伝わらないかといった相談や、告知後誰にも話さず過
ごしてきたが、精神的につらくなっての相談もあった。

対人関係に関する相談では、相手との関係性についての
悩みや不安が多くよせらていた。相談の対象者は、「パート
ナー/配偶者」が最も多く、「家族」、「周囲」、「性的関係のあっ
た人」、「元パートナー」、「友人 / 知人」、「他陽性者」と生
活領域の身近な人間関係に関する相談がよせられていた。
陽性とわかったばかりの時期や、生活の中での人間関係

で生じた相談も多くよせられていた。また、HIV は日常生
活では感染しないが、新たに広がった人間関係のなかで、
親密な関係であればあるほど、どのように情報を共有するの
か、相手の理解度や許容度がどうであるのかという事前の
シミュレーションに関する相談について、身近な人間関係で
は話すことが難しいため、相談サービスが利用されていた。

具体的には、陽性と判明した後、パートナーや配偶者、
家族への通知をするかどうかという相談がよせられていた。
正解がある訳ではないため、個別に一緒に考えている。ま
た、既婚者のゲイ男性では、これまで言わないでいたこと
が HIV 感染症をきっかけに表面化している事例もあった。
また、感染や発症をきっかけに、身体に何らかのハンディ
キャップを負ってしまい、家族と同居することになったが、
家族内の距離が近すぎて衝突しまうことがあり、ストレスが
たまるという相談があった。地方都市に暮らしつつ、親の
介護をしながら、自分の病気との付き合いもある相談者か
らは、閉塞感の中での感情の発露場所として相談サービス
が利用されていた。このような、複数の難しさが重複した相
談もよせられていた。

3　対人関係に関する相談
相手との関係性 174
HIV の通知 36
性に関する相談

（sex やセクシュアリティ、セイファーセックス） 35

トラブル 24
恋愛 18
結婚や離婚、子づくりなど 9
検査（受検勧奨等） 6
プライバシー 4
その他 45

相談の対象者（n=287）
パートナー / 配偶者 75
家族 61
周囲 30
性的関係のあった人 28
元パートナー 26
友人 / 知人 24
他陽性者 16
会社 13
行政 6
NGO スタッフ 2
その他 6

2　告知直後の漠然とした不安
漠然とした不安や混乱 56
身体状況に関する不安  44
生活のイメージ 29
他陽性者との交流 12
プライバシー不安 7
その他 1
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4-1 生活に関する相談：804 福祉や医療、教職、公務などの領域で働く陽性者から
は、よりプライバシーへの不安があると相談がよせられて
いた。外資系で勤務する人からは、英語の能力に不安があ
るが、ビザが取れない国に海外赴任にならないかといった
不安がきかれた。また、日本で働く予定の外国籍の労働者、
すでに国内で就労する外国籍の労働者からは、医療や医療
費の助成についてや、ビザの継続に関する相談がよせられ
ていた。

経済的な問題や住宅問題では、手持ちのお金がない、家
がない、同居人に縛られていて苦しい、住む場所がない、
といった、生活に逼迫した方からの相談があった。

法律問題では、上司に病名通知後のトラブル、異動の強要、
退職理由を会社都合にできないか、などの深刻な相談がよ
せられていた。また、人事の担当者に、「最初の履歴書には
病気のことは書いてなくて、内定が決まってから通知して
きたのは詐欺だ」と叱責された相談、障害者枠でハラスメ
ントにあって退職し無職状態の方から、パワハラでうつ状
態になり休職と退職を勧められた、などの相談があった。

一般の就労相談にも共通する相談内容もあるが、病気で
あることが重複することで、より精神的な健康に悪影響が
あったり、病気のことを話しにくいことで本来ならば選べ
るはずの支援を受けられずにいることは、大きな課題で.
ある。

4-2 制度に関する相談：317

就労に関する相談が最も多くよせられていた。感染判明
直後では、就労と療養のバランスや、生活のイメージで相
談してくる場合もあった。特にエイズ発症による入院がス
タートになっている場合は、これまでの就労を継続するの
か、転職するのか、あるいはリワーク的に復職するかなど
の選択を迫られる中での相談がよせられていた。

職場の人間関係に悩むという相談も多くよせられており、
ストレスの原因をうまく説明できずに、よりストレスをた
めざるを得ないという相談者もあった。

また、派遣や契約などの雇用形態で長く就労しているな
かで、より安定した働きかたを模索する人たちからの相談
もあった。なんらかの資格取得や訓練を受けるなどして、
何とかステップアップしたいという相談者は多い。契約社
員で 5 年経った段階で、契約終了になるのか、永続的な雇
用に切り替えてくれるのかなどの不安は多い。相談の中で
は、自分の能力やスキルを改めて評価しつつ、転職も含め
て考えているという相談者が多かった。

失業中の人からは、履歴上のブランク期間をどのように
埋めるのか、その後の就職活動をどうしたらいいのかとい
う相談がよせられており、就労や能力訓練などに関する、
リソースや情報についての相談もあった。
今年は中央省庁における障害者採用が初めて実施され、

それに関連した相談もよせられていた。それ以外でも、障
害者枠での就労に関心がある相談者も多く、秘密でなく人
事、上司には伝えておきたいという相談者もいた。

精神疾患、鬱などのメンタル課題、アルコール、薬物な
どの依存をもつ人たちからも、継続できる働き方について
相談がよせられていた。その中には、HIV に加えて、適応
障害、発達障害、引きこもりなど、ダブルに難しさを抱え
ている人も多かった。特に地方都市に住む相談者は、病気
と合わせて、就労相談をできる場が無いという声がよせら
れていた。また、パートナーや親の介護を背負っていると
いう人からの相談もあった。

制度に関する相談は、昨年度より増加しており、特に生
活保護に関する相談の増加がみられた。内容として、生活
保護受給中の転宅や移管の手続き、就労と収入申告、受給
の申請と債務整理等の相談があった。障害者の制度利用で
は、障害者手帳の取得と等級について、転居や転院時の自
立支援の変更手続き、転居先の制度の概要、障害者控除の
メリット / デメリット、障害者就労継続支援等についての
相談があった。また来日している外国人、海外在住で帰国
予定の方から手帳取得や制度利用についての相談もあっ

4-2　制度に関する相談
生活保護 110
障害者の制度利用

（手帳取得、自立支援、重度医療、障害者控除、施設入所） 66

障害者雇用 48
健康保険（高額療養、傷病手当、付加給付、後期高齢者医療） 33
障害年金 28
ビザ 12
プライバシー 6
失業給付 6
サ ー ビ ス 利 用 時 の 対 応 5
その他 3

4-1　生活に関する相談
就労 / 就学 469
経済的な問題 90
住宅問題 / ホームレス（野宿生活） 66
法律問題 62
外国人 53
生命保険 31
海外渡航（留学）/ 海外からの帰国 21
健康診断 4
医療費 1
その他 7
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た。障害者雇用では、障害者枠で就労中の処遇への不満、
障害者枠で就労するメリット / デメリット、就職活動する
中での病名の説明、地方での就職活動のしにくさや理解の
なさなどの相談があった。今年度は、国家公務員における
障害者枠の一斉採用が全国であり、それに関する問い合わ
せや報告もあった。健康保険では、付加給付と自立支援の
兼ね合い、海外赴任時の健康保険、休職中の傷病手当、入
院中の限度額証明についての相談があった。障害年金につ
いては、受給要件、不服申し立て、年金事務所の対応への
不満についての相談があった。その他、日本在住の外国人
からビザと障害者制度の関連について、地方の方から、手
帳取得・制度や健康保険利用時の個人情報の扱いに関する
プライバシー不安、求職中の失業給付受給に関する相談な
どもあった。

5　心理や精神に関する相談：980

ためぷれいすに相談されている方もあった。薬物以外にも
アルコール依存、セックス依存、対人依存など、多様な依
存の問題を持つ方の相談が増えており、専門家を通じて紹
介される方も増えている。

その他、現在通院している精神科の受療に関する状況
の報告のほか、明らかな精神疾患の申告のない方々から、
HIV をきっかけとした人間関係の閉塞感、精神的な不安定
さ、ストレスに関する相談などもあった。

6   病気や病態の変化や服薬：344

相談内容の項目のうち、昨年に続き今年度も相談件数が
多い項目であり、増加もみられた。本項目の「精神疾患」
については、本人から病名や通院履歴等の申告があった
場合に集計しており、直接的に精神疾患に関する相談がな
かった場合でも、その時の相談内容に影響していると相談
員が判断した場合には選択している。

今年度も、抑うつ障害、適応障害、統合失調症などを持
つ方から、精神疾患の治療を継続する中での様々な相談が
あり、疾患との付き合い方、バランスをとるための定期的
な相談などがあった。状態が悪くなると相談頻度があがる
方もあり、件数が増えた要因になっているとも思われる。ま
た、状態が悪くなると自殺念慮の相談になることもあった。

薬物依存を持つ方の相談は、昨年度より増加しており、
逮捕 / 再逮捕で弁護士を通じて連絡をもらう方が少なくな
かった。薬物依存を持ちつつ、定期的に対面相談を利用し
生活のバランスを取っている方もあれば、時々起こる薬物
使用の欲求やフラッシュバックについて、他では話せない

昨年度より相談は増加しており、特に「その他の疾患」
に関する相談が今年も多く見られた。具体的な疾患として
は、本人の申告に基づくが以下のようなものがあげられた。
今年度は特にA型肝炎とそのワクチン接種に関する相談が
多くみられた。

その他の疾患（順不同）〜
骨折、A型 /B 型 /C 型肝炎、梅毒、アメーバ赤痢、
大腸がん、肺がん、咽頭がん、精巣がん、肺炎、咽頭炎、
花粉症などのアレルギー症状、皮膚炎、痔瘻、疣痔、
切れ痔、肛門周囲膿瘍、裂肛、下痢、便秘、不整脈、糖尿病、
腎臓病、腎盂腎炎、椎間板狭窄 / ヘルニア、坐骨神経痛、
中心性漿液性網脈絡膜症、熱中症、脳梗塞、脳出血、
胸膜炎、白斑、頻尿、肋間神経痛、蕁麻疹、
再発性角膜びらん、口腔カンジダ、逆流性食道炎、疥癬、
心臓病、原因不明の体調不良、その他

服薬の継続では、長期的な服薬での飲み疲れ、ストレス
等による服薬の自己中断などの相談があった。CD4 の変化
では CD4 回復への焦燥感に関する相談があった。入院中
の病態では、がんや肺炎で入院中の相談があった。副作用
では、服薬開始後の身体状況の変化と薬の関連性の不安の相
談があった。また、投薬前でも副作用に関する不安があった。

６　病気や病態の変化や服薬
その他の疾患 220
服薬の継続 36
HIV の関連症状 21
CD4 の変化 18
入院中の病態 12
副作用 9
投薬前の不安 7
その他 21

5　心理や精神に関する相談
精神疾患（抑うつ障害、適応障害、統合失調症、その他）
に関する相談 599

薬物依存 181
その他の依存傾向

（アルコール、セックス、ギャンブル、対人、その他） 68

精神科の受療に関する状況 33
人間関係の閉塞感 26
精神的な不安定さ 23
自殺念虜 17
ストレス 16
HIV の受容 6
セクシュアリティの受容 5
その他 6
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HIV の関連症状としては、以下のものがみられた。

HIVの関連症状（順不同）〜
進行性多巣性白質脳症の後遺症、
HAND（HIV 関連神経認知障害）、
悪性リンパ腫、ニューモシスチス肺炎、免疫再構築、
サイトメガロウイルス網膜症

7   医療体制や受診に関する相談：140

9　連絡等のコミュニケーション：1007

医療従事者とのコミュニケーションに関する相談が多く
よせられていた。内容は、地方の拠点病院の医療体制への不
満、陽性が判明した医療機関のプライバシー配慮不足や対
応への不満、主治医への不信や関係性の悪化に関する相談、
医療従事者の異動による不安等があった。その他、他科受診
や歯科受診をする際に、かかりつけ以外の医療機関への病名
開示に関する相談、病名通知後の対応への不満、歯科の診療
拒否への怒りなどもきかれた。通院や服薬の中断・拒否に至
る要因として、通院時のプライバシー不安、メンタルの悪
化、経済的な問題があった。その他では、休日診療時の対
応、入院時の保証人、鍼灸の治療、予防接種に関する相談が.
あった。

8　医療機関以外の支援体制・リソースへのアクセス：15

インターネットの普及からか、今年度も相談件数は少な
い項目となった。相談内容として、HIV に理解ある弁護士
を紹介してほしい、薬物関連の団体やミーティングの情報
が知りたい、就労移行支援事業所の情報がほしい、地元の
支援団体とつながりたい、HIV 陽性の視覚障害者とつなが
りたい、海外の情報に詳しい団体があるか、といった相談
があった。

今年度は相談項目のなかで、一番件数の多い項目になっ
た。増えた要因のひとつとして、精神疾患を持ち頻回な相
談になる方が複数存在した。また、地方で身体に障害が残
り、就職活動が難しい方からの相談が多くなったことも挙
げられる。

近況報告の中では、周囲に病名やセクシュアリティ、生
活状況を話せていない方から、定期的な通院報告、状況報
告の連絡をいただくことが多い。通院報告では、相談員と
話をしながら通院で得られた情報を整理したり、自分の状
態を客観的に把握するために相談を利用しているように感
じる。また、引きこもりがちな方で、電話で誰かとつなが
ることが、社会との少ない接点になっているのでは、と思
われる方もあった。

ネストプログラムの利用や利用登録に関する問い合わせ
が今年度も多くあり、プログラムに多くの方が参加され
た。またネストプログラムのゲストとして、当事者の立場
からコメンテーターをしてもらうなど、積極的な参加や協
力をいただくこともあった。

▼ 周囲の人からの相談：148　　　
※相談者の背景は、P.47 の内訳を参照

パートナー /配偶者からの相談
自分の身近な人の陽性がわかった時の相談、安全に話せ

る場としての相談がよせられていた。内容として、
・パートナーと二人でHIV検査を受けに行き、彼だけ
が陽性だった

（1）検査や告知に関する相談 22
（2）通知を受けた直後の漠然とした相談 34
（3）対人関係に関する相談 120
（4）-1 生活に関する相談 29
（4）-2 制度に関する相談 16
（5）心理や精神に関する相談 29
（6）病気や病態の変化や服薬 25
（7）医療体制や受診に関する相談 13
（8）支援機関・リソースへのアクセス 3
（9）連絡等のコミュニケーション 29
その他 3

7　医療体制や受診に関する相談
医療従事者とのコミュニケーション 57
医療・検査機関の選択 33
他科受診 23
歯科受診 11
通院や服薬の中断・拒否 4
セカンドオピニオン 1
精神科受診 1
その他 10

8　医療機関以外の支援体制・リソースへのアクセス
その他の機関・リソースの利用 6
地域の支援団体 4
他陽性者との交流 2
外国の情報 ( ビザ、医療機関、医療状況 ) 2
ぷれいす東京のサービスの問い合わせ 1

9　連絡等のコミュニケーション
近況報告 691
ネストプログラムの利用 99
利用登録 86
面談の調整 31
積極的な協力・参加 27
その他 73
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・夫が肺炎で入院して酸素マスクをつけている、本当に
突然のことでショックだった

・同居している彼氏の薬をみつけて、ネットで調べたら
HIVの薬だった、ちょっとパニクっている

・付き合いの長いパートナーがHIV陽性とわかった、
自分は陰性だった、浮気が感染経路か

・夫が骨折して、術前検査で陽性とわかった
・障害をもつ子供が陽性とわかった、どうして感染した
のかがわからない

といった相談がよせられていた。

性的なコミュニケーションが継続する関係で陽性がわ
かった場合、相談者の対応や受け止め方は、予防知識の有無、
感染を知る前に関係があったか、治療で感染しなくなるこ
とを知っているか、によって違いがみられた。

・つきあっている彼氏が陽性だった、生でセックスをし
ていた、でも別れたくない

・彼が陽性だけど薬をのんでいない、セックスはしてい
るのだが不安がある

・最近知り合ったパートナーが陽性だった、どのように
配慮したらいいのか

・陽性と知らされた相手がいる、知る前に予防なしの
セックスをしている

・彼女が陽性だった、将来は子供をつくれるか
・ウイルスがコントロールされていて、感染しないって
聞いたけど、本当か？

・パートナーと姪の触れ合いをみていて、頭では理解し
ているけど感染させないか不安になる

それぞれの居住地域の環境や課題によっても相談内容は
異なっていた。

・パートナーは生命保険にはいれるか
・子作りはどうしたらいいか？、どこで相談できるのか、
対応できる医療機関は？

・今後も付き合うが、病院の選択など相談したい、地方
都市の治療環境は大丈夫ですか？

・彼氏が脳症になった、退院後はどうしたらいいか、介
護保険は年齢的に使えない

・夫が海外赴任中に感染が判明、治療のため日本と海外
の往復をしている

・パートナーが未就労、共依存的になるので、関係性を
どう変えていけばいいのか？

・異性愛者だとおもっていた彼氏の感染経路が同性間の
行為だった

ちなみに、夫 / パートナーがゲイ・バイセクシャル男性
の妻 /パートナーの会を相談の延長で開催し、4人の参加が
あった。

なかには、メンタル課題や依存、トラブルなどに関する
相談もよせられていた。

・同居のパートナーのメンタル、共依存をどうするか
・アルコールの飲み方が心配
・彼氏が薬物使用で逮捕された、どうしたらいいか
・パートナーが海外で知らぬ間にドラッグを飲まされ、
男性からレイプされ、感染したらしい

家族からも様々な相談があり、かなり深刻なものもあっ
た。
母親：エイズで死ぬことはあるのか

子供の洗濯物に血液が付いていたが他の家族のもの
と洗って大丈夫か？
子供が薬物で逮捕され入所施設にはいる話が出て.
いる
息子が結婚してくれた
息子の肝機能が悪いらしい、何ができますか？
子供が引きこもりがち、出会い系アプリで家に人を
呼ぶので不安
息子が脳症で転院先を探している
両親から保健所に検査に行くように勧めていたら、
陽性だとわかった
息子からは未通知だが知ってしまった、こちらから
共有していいものか
障害のある息子の通学の継続や学校への通知
息子への脅迫とDV問題の相談場所を知りたい

父親：息子を医療保険に加入させたいが可能か？
兄弟：兄弟のストレスをどうやったら減らせるのか
姉妹：�結婚相手が医療関係なので、どこまで知らせるかど

うか迷う
兄の病気は他の家族は知らない
兄への支援、発症で退院後の生活態度に怒ってし
まった
せっかく支援したいと思っているのに、何も教えて
くれない

子供：亡くなった父の病気を後で知った、何かすべき事は
あるか？

家族：本人に代わって何ができますか？
		  息子がお尻から何かを仕込まれたって話していた、

薬物の可能性があるか
親族：在宅のヘルパー派遣について
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▼ 専門家（外部）からの相談や連携：93　生島
※相談者の背景は、P.47 の内訳を参照

昨年同様、判定保留者とその周囲から相談がよせられて
いた。異性愛の相談者では、医療機関の術前検査や妊婦健
診などで、HIV 陽性の可能性を考えず何気なく検査を受け
ている場合が多く、陽性や判定保留の想定外の結果に混乱
していた。加えて、元々のHIVに関する知識や情報が少な
いなかで、インターネットでネガティブな情報に触れ、余
計に不安になっていた印象でもあった。なかには、判定保
留の経験が少ないと思われる検査機関で、結果に戸惑った
医療者を見て不安になる方もあった。

今後も様々な検査機会が増えるなかで、判定保留 / 確認
検査待ちの結果を受け取った方が、正確な情報を得られる
こと、結果を受け取るまで不安を軽減して過ごせること、
陽性の場合は専門医療機関に安心してつながれることを目
的として、検査を受ける方の支援に貢献できればと考える。
　
陽性者相談では、病院や専門機関の紹介でぷれいす東京

につながった、HIV以外にも様々な問題や難しさを持つ方、
薬物依存 / 精神疾患 / 経済的問題 / 外国人からの相談が増
えていた。問題が複雑な方は、自分の問題を周囲に相談で
きず抱えてしまい、状況が悪化するまで周囲に助けを求め
られないことが多いように感じる。薬物依存では、拘束さ
れ弁護士を通じて連絡をもらい、ようやく相談できるよう
になる方も少なくなかった。加えて、精神疾患の影響で希
死念慮を持つ方の相談も時々あり、対応に苦慮したケース
もあった。

外国人において、就労や留学で来日する陽性者は増えて
おり、来日前後に電話やメールで相談を受ける機会が今年
もあった。日本の治療や制度は、日本語以外の言語での説
明のあるサイトが少ないため、海外からは見えにくく、問
い合わせが増えたことを受け、2017 年からぷれいす東京で
は、ホームページ上に英語での案内を FAQの形で掲載して
いる。また、来日後に陽性が判明する方もある。多くの方は、
条件を満たした上で手続きをとれば、通院も服薬も日本で
継続できるのだが、本人が日本語をうまく話せない / 書け
ない状況で、行政や医療機関の外国人への対応力もバラバ
ラなので、情報収集や手続き、通院はかなりハードルが高
いようである。そのため、時には行政等の窓口訪問や通院に
同行する場合や、他団体と連携して対応することがあった。

ま た、 今 年 は セ ッ ク ス や 性 行 動 に 関 す る 相 談
の な か で、U=U（ 検 出 限 界 以 下 は 感 染 し な い
Undetectable=Untransmittable）について聞かれる機会
が増えており、U=U運動の広がりがHIV陽性者のセック
スや疾病イメージの変化に影響していることを感じた。た
だ、陽性者がその認識を持っていても、伝える相手が情報
を持っていない場合、双方の認識の差はすぐには埋まらず、
そのもどかしさについて聞く機会もあった。今後もこうし
た知識の広まりを、ぷれいす東京として積極的に行ってい
きたいと考える。

今年度連絡があった専門家の詳細は以下であった。 
MSW/PSW（21）、弁護士（11）、企業人事、総務（7）、
NPO（6）、障害者福祉（5）、看護師（3）、
依存症クリニック（3）、障害者支援（2）、行政（2）、
医師（2）、保健所（1）、 生活保護ケースワーカー（1）、
生命保険代理店（1）、介護福祉住宅運営者（1）、
不動産業（1）、介護派遣業（1）、更生保護施設（1）、
開業歯科（1）、教諭（1）、看護大学教員（1）、
外国人医療エージェント（１）

最も多かったのは、拠点病院、精神科病院やリハビリ病
院など一般病院の MSW/PSW（ソーシャルワーカー）で
あった。次に多かったのは、企業の人事・総務からの連絡
であった。内容として、健診をHIV 陽性の社員にも知らせ
る必要があるか、健診委託先の機関に HIV 陽性の社員が
いることを知らせる必要があるか、通知してきた社員と話
す予定だが何を配慮すべきか、といった相談であった。障
害者福祉では、日本語ができない外国人の身体障害者手帳
の取得についての連携があった。行政とは、HIV 陽性者の
医療拒否について、在外邦人の保護についてのやりとりが
あった。

また、相談機能を持つ他のNPOとの連携で、HIV 陽性
者の家族について、貧困支援などについて情報交換を行っ
たりもした。また、生徒が陽性だと知った教諭からは、生
徒の就職やケアについての相談があった。外国人エージェ
ントからは、HIV 陽性の外国人が自費で治療できる病院に
ついての問い合わせがあった。

■1年を振り返って
電話 /対面相談は、前年度に比べ 267 件の増加があった。

（電話 236 件、対面 31 件）増加の要因として、対面では、
事務所での対面だけでなく薬物事犯等で面会や裁判の証言
等に出かける機会が増えていること、昨年度の学会の影響
の解消、電話は精神疾患が悪化した方や地方で就労が難し
い方から頻回な相談があったこと、地方在住者から陽性相
談員を目指した相談も増えたことなどが要因として考えら
れた。

（2）通知を受けた直後の漠然とした相談 3
（3）対人関係に関する相談 14
（4）-1 生活に関する相談 26
（4）-2 制度に関する相談 13
（5）心理や精神に関する相談 3
（6）病気や病態の変化や服薬 1
（7）医療体制や受診に関する相談 4
（8）支援機関・リソースへのアクセス 7
（9）連絡等のコミュニケーション 40
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多様で複雑な問題を持つ相談者の対応には、とても難し
いものがあり、ぷれいす東京の支援にも限界がある。対応
にあたって、紹介を受けた場合は医療機関や支援機関の専
門家とお互いに役割分担し、連携を図りながら支援に関わっ
ている。今後も様々な専門家と協働しながら、ぷれいす東
京として、活動で得られた様々な当事者の声や情報を生か
した、陽性者の視点にたった提言や活動を続けていきたい。
そして、HIV 陽性者が生きやすい社会環境作りに貢献でき
ればと考える。

（文責：牧原 /生島 /福原）

（2）HIV陽性者等のHIVに関する相談・支援事業

本事業は厚生労働省による事業受託として 10 年目に
入った。今年度も SHARE（特定非営利活動法人 シェア＝
国際保健協力市民の会）、任意団体 CRIATIVOS-projeto 
Saude（保健プロジェクト）とぷれいす東京の 3団体にて
運営を行った。

「HIV 陽性者等のHIV に関する相談・支援事業（関東地
域におけるピア・カウンセリング等支援事業）」は、HIV
陽性者（エイズ患者を含む）やパートナー、家族を対象に
ピア・カウンセリングや電話・対面による相談サービスを
提供することを通して、その社会生活を支援し、生活の質
を高めることを目的としている。

●3団体合計の月別相談件数の実績

Ⅰ　事業の概略
本事業は、以下の 7つの柱からなっている。
① �HIV 陽性者参加型のピア・カウンセリングの実践とグルー

プ・プログラムの開発と運営
② HIV 陽性者を含むスタッフの研修及び育成
③ �HIV 陽性者の社会参加のためのサポート			 

※�①〜③に関しては、P .30 部門報告（ネスト）をご参照く
ださい。

④�フリーダイヤルによる HIV 陽性者と確認検査待ちの人、そ
のパートナー、周囲の人のための電話相談		

合計
※メール相談には、ぷれいす東京のものは含まない。

相談事業実績
（2018年 4月～2019年 3月）
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⑤�ピア・カウンセリングを支える対面相談			 
※�④と⑤に関しては、P .46 部門報告（HIV陽性者と周囲の

人への相談サービス）をご参照ください。
⑥�関東地域における当事者支援とぷれいす東京での在日外国人

のサポート
・群馬サテライト・ミーティングを継続開催
・中国語を話す陽性者の小グループミーティングの継続開催

⑦�在日外国人への相談サービスの提供

Ⅱ　事業の実績
④�フリーダイヤルによる HIV 陽性者と確認検査待ちの人、その

パートナー、周囲の人のための電話相談
ここではフリーダイヤル（ぷれいす東京のみ電話相談

で導入）について分析する。NTT カスタマーセンター
の集計のため、無言電話や間違い電話も含む。通話総数
は 1583 件（2018 年 4 月〜 2019 年 3 月）だが、それ
以外（話中で途中で切った等）が 6437 件あった。合計
8020 件で、通話率は 19.7％（昨年度：23.4％）だった。
昨年度よりさらに通話中で繋がらない状況があったと考
えられる。

60 件（3.7％）等であり、全国から相談が寄せられていた。
今年度は鳥取だけから相談がなかった。

⑦在日外国人への相談サービスの提供
●�相談者と対象者の属性（相談者：相談してきた人/対象者：

支援対象の人）
相談全体は 480 件で、HIV 陽性者がもっとも多く、

375 件となっており、次いで専門家 91 件、その他 12 件、
家族 2 件で、パートナーからの相談はなかった。言語に
よるコミュニケーションの課題をもつ方が多く存在し、
そうした方の心理的なケアに貢献していると思われる。

○�外国語相談（再委託）での相談者の属性（のべ件数）：480
HIV陽性者 ：375（男： 267、女：108、その他 ：0）
家族 ： 2（男： 2、女： 0、その他 ：0）
専門家 ： 91（男： 50、女： 41、その他 ：0）
その他 ： 12（男： 6、女： 6、その他 ：0）

○外国語相談（再委託）での対象者の属性（のべ件数）：480
HIV陽性者 ：448（男： 302、女：132、その他：14）
その他 ： 32（男： 18、女： 9、その他 ：5）

●国籍と言語
国籍 / 対応言語について、相談事業全体では、ブラジ

ルの方からの相談が最も多く、次いでペルーの方からの
相談が続いた。またそれ以外のポルトガル / スペイン語
圏の方からのアクセスもあった。ラテンアメリカ圏から
の相談の多くは CRIATIVOS が対応している。
またタイからの相談は、SHARE に寄せられていた。

他にスペイン、メキシコ、南アフリカ、ナイジェリアの
相談があった。数は少ないがその他の多様な言語による
コミュニケーションが求められており、他言語の支援ニー
ズが存在していた。

相談者の国籍／言語（のべ人数） n=480
ブラジル：237、ペルー：108、スペイン	：15、
タイ：15、日本：13、南アフリカ：9、メキシコ：9、
ナイジェリア：8、インドネシア：6、ミャンマー：6、
フィリピン：5、モンゴル：5、ネパール：4、
タンザニア：4、ベトナム：3、エチオピア：3、中国：2、
コロンビア：2、スリランカ：1、アフリカ諸国：4、
その他・不明：21

●相談者の相談手段（のべ人数） n=480
相談や支援の手段は電話が最も多く、次いでメール、

訪問/同行の順で、来所面談はなかった。各地の医療
機関から対応の要望があるが、相談者の居住地は広域
に及ぶため、電話やメールによる対応を中心にしてい
る現状がある。

端末の割合は、スマートフォン / 携帯電話からのアク
セスが 86.5％（昨年度：77.6%）、IP 電話 9.9％（16.5％）、
固定電話 2.3％（4.2％）、PHS が 0.2％（0.7％）、公衆
電話 1.1％（1.0％）だった。昨年度と比べると、固定電話、
PHS、IP 電話が減少、スマートフォン / 携帯電話が増加
していた。公衆電話は、入院中に病院からかけてきてい
ることが考えられた。HIVの専門でない医療機関で告知
をされた場合など、スマートフォンや携帯電話の検索から
この電話番号にたどりつき、相談に至るケースもあった。

地域別のデータでみると、東京都 555 件（34.6％）
東京都以外の関東甲信越 317 件（19.8％）、中国・四
国 287 件（17.9 ％）、近 畿 129 件（8.0 ％）、九 州 88 件
（5.5％）、東北 87 件（5.4％）、東海 65 件（4.1％）、北陸

フリーダイヤルにおける端末の割合
（2018年 4月～2019年 3月）　n=1,583

IP 電話 9.9%
固定電話 2.3%

PHS 0.2%公衆電話 1.1%

スマートフォン/携帯電話
86.5%
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○電話による相談（n=274）
HIV陽性者 ：189（男： 132、女： 7、その他 ：0）
家族 ： 1（男： 1、女： 0、その他 ：0）
専門家 ： 79（男： 43、女： 36、その他 ：0）
その他 ： 5（男： 2、女： 3、その他 ：0）

○メールによる相談（n=122）
HIV陽性者 ：105（男： 91、女： 14、その他 ：0）
家族 ： 1（男： 1、女： 0、その他 ：0）
専門家 ： 9（男： 6、女： 3、その他 ：0）
その他 ： 7（男： 4、女： 3、その他 ：0）

○訪問／同行（n=84）
HIV陽性者 ： 81（男： 44、女： 37、その他 ：0）
専門家 ： 3（男： 1、女： 2、その他 ：0）

●外国語相談（再委託）のサービス対象者の年代（n=480）
対象者の年代は、40 代：160（33.3％）、30 代：148

（30.8 ％）、50 代：50（10.4 ％）、20 代：16（3.3 ％）、
10 代：7（1.5％）60 代：6（1.3％）、不明：93（19.4％）
だった。

●外国語相談（再委託）のサービス対象者の居住地域
　（n=480）

ブロック拠点病院が存在する各地域から相談が寄せら
れており、最も多いのが関東甲信越（東京以外）：265
（76.0％）、東京：87（18.1％）、東海：44（9.2％）、北陸：
28（5.8％）、近畿：21（4.4％）などだった。それ以外の
地域も、東北以外から、数は少ないが相談がよせられて
いた。

●�外国語相談（再委託）による相談対応時間
　（n=358 ／メールを除く）

相談時間は、30分以未満：263（73.5％）、30分〜59分：
21（5.9％）、60 〜 119 分：70（19.6％）、120 分以上：
4（1.1％）であった。

●外国語相談（再委託）の相談内容（複数選択）
相談全体では、「医療体制 / 医療との関わり / 連絡」

191 件、「通訳 / 翻訳」147 件、「社会資源活用の情報提
供」61 件、「通訳派遣及び調整」45 件、「病気や病態の
変化に伴う不安や混乱」45 件、「服薬・副作用に関する
相談」44 件、「HIV 検査や告知に関する相談」36 件、「在
留資格や法律上の相談」30 件、「心理や精神に関する相
談」27 件、「母国情報の提供 / 帰国支援」17 件、「医療
費や支払いについて」17 件、「HIV の情報提供」11 件、
「海外移住と渡航支援」8 件、「生活上の具体的な問題 /
市民生活支援」6件であった。

電話相談では、「医療体制 / 医療との関わり / 連絡」
95 件、「通訳 / 翻訳」58 件、「通訳派遣及び調整」36 件、
「社会資源活用の情報提供」36 件、「服薬 / 副作用に関す
る相談」26 件、「在留資格や法律上の相談」22 件、「HIV
検査や告知に関する相談」19 件、「病気や病態の変化
に伴う不安や混乱」18 件、「医療費や支払いについて」.
14 件、「母国情報の提供 / 帰国支援」13 件、「心理や精
神に関する相談」13 件であった。

メールの相談では、「医療体制 / 医療との関わり / 連絡」
が 79 件、「社会資源活用の情報提供」25 件、「病気や病
態の変化に伴う不安や混乱」17 件、「HIV 検査や告知に
関する相談」16 件、「服薬・副作用に関する相談」15 件、
「通訳 / 翻訳」12 件、であった。

訪問 / 同行では、「通訳 / 翻訳」77 件がもっとも多く、
「医療体制 / 医療との関わり / 連絡」17 件、「病気や病態
の変化に伴う不安や混乱」10 件、であった。

各団体が提供したサービスの内容は以下のとおり。
■CRIATIVOS（n=365） 
電話相談（187）、メール相談（99）、訪問／同行（79）
相談者の国籍/使用言語は、ブラジル（230）、
ペルー（108）、スペイン（15）、メキシコ（9）、日本（3） 

■SHARE（n=115） 
電話相談（87）、メール相談（23）、対面相談（0）、訪問/
同行（5）
相談者の国籍/使用言語　タイ（15）、日本（10）、
南アフリカ （9）、ナイジェリア （8）、他13カ国

（2）のまとめ

外国語での相談ニーズは、2020 年の東京オリンピックの
開催や、労働力として来日する外国人の増加において、これ
から高まることが予測される。実際に、日本語主体のぷれい
す東京の電話や対面での相談サービスにおいても、海外から
来日予定の陽性者や国内に定住している陽性者から、英語や
日本語による相談 /連絡が増えており、外国人に向けた相談
体制の見直しが迫られている。

今後は、定住する外国人にむけた相談だけでなく、旅行者
などの対応も増えることが考えられ、HIVを取り巻く相談
の、他言語による相談ニーズはますます増えていくことが
予想される。限られた予算の中で、言語により社会の情報や
サービスへのアクセスが阻害されることがないよう、方策を
検討していく必要がある。引き続き、他の外国人の支援機関
とも連携し、できることを取り組んでいきたいと考える。

（文責：佐藤 / 生島 / 牧原）
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ぷれいす東京の研究班 くわしくは…

部門報告（研究・研修）

研究・研修部門では、当事者の視点を生かした独自の研究や、受託研究などのさまざまな調査研究と、HIV/ エイズやセ
クシュアリティ等の講師派遣や、研修の企画・運営などを行っています。

担当…生島、牧原、大槻

研 究

2018 年度から新たに 3 か年計画の研究課題として、厚
生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業「地域に
おいて MSM の HIV 感染・薬物使用を予防する支援策の
研究」が始まりました。研究代表者としてぷれいす東京理
事の樽井、研究分担者として代表の生島が主に研究を進め、
他のスタッフも協力しています。

左記の厚生労働科学研究班の制作物や報告書などは、下
記のWeb サイトに掲載しています。

「地域におけるHIV陽性者等支援のためのウェブサイト」
地域においてMSMのHIV感染・薬物使用を予防する支援策の
研究班
http://www.chiiki-shien.jp/

「Love Life and Sexual Health （LASH）」
地域においてMSMのHIV感染・薬物使用を予防する支援策の
研究班
http://www.lash.online/
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 HIV 陽性者の健康と生活に関する全国調査

研究分担者：若林 チヒロ（埼玉県立大学）
2003 ～2004 年度より過去 3 回行ってきた HIV 診療拠点病院の外来患者に対する質問紙調査の第 4 回調査を実施し、HIV 陽性者

の生活の 15 年間の変化、および薬物使用の実情を提示することを本研究の目的とする。HIV 診療ブロック拠点病院（6 地域）および国
立国際医療研究センター（ACC）で外来患者約 2,000 人を対象に質問紙を配布し、回収率 60% を目標とする。1 年目には、拠点病院
医療者への調査協力依頼や、各病院の外来受診者数の予備調査を行い、薬物使用を含む健康状態、就労・生計・世帯等生活実態に関
する質問紙を作成した。また、新たに、東京都内 HIV クリニックの患者についても同様の調査を追加して行う。

A

精神保健福祉センターにおける MSM および HIV 陽性者への相談対応の現状と課題に関する調査

研究分担者：大木 幸子（杏林大学）
本研究の目的は、精神保健福祉センターにおいて実施されている薬物問題事業の実際とそれらの事業における MSM、HIV 陽性者の

薬物使用に関する相談の実態と準備性を明らかにすることである。1 年目は、精神保健福祉センターにおける薬物依存への対策事業に
ついて、文献の収集・整理を行い、精神保健福祉センターにおける薬物相談事業の動向を明らかにした。さらに、精神保健福祉センター
職員および精神保健福祉センターの薬物相談事業を利用している MSM である HIV 陽性者から聞き取りを行った。それら文献・資料の
検討結果と聞き取り結果を基に、精神保健福祉センターにおける MSM である HIV 陽性者の薬物相談に関する実態と準備性に関する質
問紙の作成を行った。

B

2018 年度
（1年目）

2019 年度
（2年目）

成果物
HIV 陽性者の健康と生活調査報告書、精神保健福祉センター・ケースメソッド研修プログラム、
MSM における薬物使用に対処する啓発・支援メッセージ集

地域においてMSMの HIV感染・薬物使用を予防する支援策の研究（3か年計画の1年目）
研究代表者：樽井 正義（特定非営利活動法人ぷれいす東京）

2020 年度
（3年目）

HIV 陽性者の健康と生活調査の協力依頼と予備調査 .............................................

精神保健福祉センター薬物相談担当者への質問紙調査..........................................

ダルクにおけるMSM・HIV 陽性者支援に関するインタビュー...............................

MSM 向けの薬物使用に対処する啓発・支援、国内外文献レビュー........................

A

B

C

D
Poster

HIV 陽性者の健康と生活調査の調査票回収、データクリーニング、分析、報告書作成
精神保健福祉センター・ケースメソッド研修プログラムの実施・評価
ダルクにおける MSM・HIV 陽性者支援の調査
MSM における薬物使用に対処する啓発・支援メッセージ集の作成

HIV 陽性者の健康と生活調査実施
精神保健福祉センターのインタビュー調査、ケースメソッド研修プログラムの開発
ダルクにおける MSM・HIV 陽性者支援の調査
MSM における薬物使用に対処する啓発・支援方策に関する研究



61

ダルクにおける MSM・HIV 陽性者支援の調査─ダルクにおける事業とその利用者の現状

研究分担者：樽井 正義（特定非営利活動法人ぷれいす東京）
本研究では、民間依存症回復施設であるダルクにおける MSM および HIV 陽性者の受け入れの現状と課題を調査し、HIV 陽性者と

薬物使用者に対する支援策を検討し提言する。1 年目には首都圏のダルク職員に面接調査を行い、あわせて先行研究および文献（ウェ
ブサイトを含む）を調査することによって、ダルクにおける依存症回復プログラムとその成果、地域における司法や福祉行政などの諸機
関との多方面における連携、利用者の属性と現状の概要を整理した。またこれを踏まえて、全国約 60 ヶ所のダルクを対象に質問紙調
査を行う準備として、利用者数と MSM および HIV 陽性者の受け入れ経験の有無、それぞれの受け入れに際しての課題、HIV 診療拠点
病院および HIV 陽性者支援 NGO との連携について、質問紙を作成した。

MSM における薬物使用に対処する啓発・支援方策に関する研究

研究分担者：生島 嗣（特定非営利活動法人ぷれいす東京）
MSM における薬物使用と HIV 感染の予防を促進する啓発資材を開発するため、本研究では、1 年目に、海外で使用されている啓発

資材を、国内外のエイズ学会等で交流のある研究者、NGO を通じて収集した。さらに、前研究班が出会い系アプリの協力を得て、性
的にアクティブな MSM 等を対象に行った Web 調査（LASH 調査、生島 2017、n=6,921）では、25.4% が薬物使用経験をもち、そ
の使用開始年齢は 80.1% が 10 ～20 代と回答していたことから、若年層を対象にした、薬物使用回避や性関係におけるコミュニケー
ションスキルの向上をはかる予防啓発の方策について、MSM コミュニティのインフルエンサー 6 名を対象にフォーカス・グループ・イン
タビューを行い検討した。

C

D

ぷれいす東京スタッフが分担研究を行う研究班

2017 年から継続している厚生労働科学研究費補助金エ
イズ対策政策研究事業「HIV 感染症の曝露前及び曝露後の
予防投薬の提供体制に関する研究」（研究代表者：水島大
輔（国立研究開発法人国立国際医療研究センター））並びに
同「職域での健康診断機会を利用した検査機会拡大のため

水島班の分担研究の一環とし
て、2月 23日（土）に報告会「PrEP
と日本～今とこれから」を実施
しました。研究班の国立国際医療
研究センター・水嶋大輔氏、武
南病院・山口正純氏のほか、英
国「PrEP Online」の Schwann 
Khaw 氏を迎えそれぞれの発表
を行い、生島は「『PrEP』につい
てのアンケート調査 2018」の結
果をフィードバックしました。

の新たなHIV 検査体制の研究」（研究代表者：横幕能行（独
立行政法人国立病院機構名古屋医療センター））には、生島
が研究分担者として参加するとともに、ぷれいす東京のス
タッフが研究に協力しています。

日本在住 MSM の PrEP（暴露前予防）に関する意識や行動に関する研究
研究分担者：生島 嗣（特定非営利活動法人ぷれいす東京）

本研究は、日本の MSM コミュニティにおける PrEP に関する認知度やニーズを調査し、また日本国内で PrEP プログラムが実施された
場合の費用対効果の分析に用いる基礎資料を提供することを目的とする。

今年度は、ゲイ・バイセクシュアル男性向け GPS 機能付き出会い系アプリの利用者を対象として、PrEP の認知度や利用意向等を尋ね
る全 66 問からなる自記式 Webアンケート調査を実施した（調査期間：2018 年 10 月 31 日～ 11 月 30 日）。6,467 名が回答を開始し、
1 次データ・クリーニングの結果、220 名分の回答は解析対象外となった。解析対象の回答者の平均年齢は 37.1 歳（±10.2 SD）であっ
た。本調査結果については、次年度に継続して分析を行う。

調査結果については、下記 Web サイトに近日中に報告
書を掲載しますので、ご覧ください。

Poster

「PrEP in JAPAN」
HIV感染症の曝露前及び曝露後の予防投薬の提供体制に関する研究班
https://prep.ptokyo.org/
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職場における HIV 検査実施に必要とされる配慮と環境に関する研究
研究分担者：生島 嗣（特定非営利活動法人ぷれいす東京）

本研究では、日本国内で職域における HIV 郵送検査が導入されるにあたり必要な配慮と環境について、事業主側と労働者側の双方を
サポートするために役立つ諸外国の指針等の資料の紹介と、HIV/ エイズに関する啓発資材の開発、および相談体制の構築を行った。

検査前に十分な情報提供を行い、陽性であった場合の相談・支援体制の案内や、プライバシーの保護と検査結果の如何にかかわらず
雇用が保障されることが、労働者の HIV 検査への心理的なハードルを下げると考えられる。そこで、HIV 陽性者とそのパートナー・家族
らの支援を行う特定非営利活動法人ぷれいす東京に寄せられた相談事例の蓄積から、HIV 感染不安の人並びに確認検査待ちの人の疑問
に答える問答集を用意したほか、啓発資材を制作した上で職場で研修会を実施した。職場と HIV 検査実施主体、支援団体とが連携する
ことは、これまでに検査機会がなかった人に機会を提供するとともに、HIV/ エイズの啓発や理解を促進できるメリットがある。その中で、
本研究が労働者の不安の解消と確認検査・受療への橋渡しなどを下支えすることは、安心して受検できる職域検査の体制整備に資するも
のであると考えられる。

今後も対象を広げこの HIV 検査機会拡大の取り組みを続けていく中で、陽性の結果を受け取った人へのサポートのみならず、陰性結
果を受け取った人や検査受検を迷う人、および既に就業中の HIV 陽性者にとっても安心できる職場環境づくりに役立つプログラムを検討・
実施していく。

横幕班では、企業でHIV および梅毒の郵送検査機会を増
やす取り組みの一環で、不二ラテックス株式会社とグラク
ソ・スミスクライン・グループの2社で研修会を行いました。
ぷれいす東京は、企業に対し職域検査導入をプロモーショ
ンするこの活動の事務局を務めるほか、既存のHIV陽性者・
確認検査待ちの人向けの相談サービスを手厚くし、チャッ
ト・システムを導入するなどの支援体制の整備を行ってい
ます。
下記の Web サイトでは、研究班が制作したパンフレッ

トなどの資材を公開しています。ぜひご覧ください。

「BRTA JAPAN」
職域での健康診断機会を利用した検査機会拡大のため
の新たなHIV検査体制の研究班
https://brta.jp/

企業での研修会
の様子
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・�第 22 回国際エイズ会議				  
（2018 年 7 月 23 日～7 月 27 日　於 オランダ・アムステ
ルダム ）
「�Sexual behavior and health of transgender people 
who are sexually active with MSM in Japan; an 
online survey through gay geosocial networking 
mobile application, LASH study」

発表者：大槻 知子

・ 第 32 回日本エイズ学会学術集会・総会		
（2018 年 12 月 2 日～12 月 4 日　於 大阪）
「�若年 MSM の薬物使用開始と相談行動の考察～ LASH
（Love life And Sexual Health）調査から ｣

発表者：生島 嗣

「�HIRI-MSMを参考にしたわが国のMSMにおけるHIV
感染リスクの評価─ゲイ向けGPS アプリ利用者の意識
や行動に関する LASH 調査から」

発表者：山口 正純（武南病院）

「�HIV 陽性者のための「就職支援セミナー」から見えて
くること」

発表者：佐藤 郁夫

「ベーシック講座「HIV ってどんな病気？」を担当して」
発表者：福原 寿弥

「�HIV 陽性者を対象としたストレス・マネジメント・ グ
ループプログラムの実施と課題」

発表者：野坂 祐子（大阪大学大学院）

・�GID（性同一性障害）学会第 21 回研究大会・総会		
（2019 年 3 月 23 日～ 3 月 24 日　於 岡山 ）
「�ゲイ向けGPS 機能付き出会い系アプリを利用するトラ
ンスジェンダー等の性の健康に関する調査 ｣

発表者：大槻 知子

学会発表

ぷれいす東京スタッフが 2018 年度中に研究発表（共同発表を含む）を行った学会は以下の通りです。

厚生労働科学研究の樽井班では、MSMに対して、薬物使用の予防に役立つ情報をどのように発信・拡散するかとい
う研究課題を分担している。ぷれいす東京にも、薬物使用に関する相談が多く寄せられている。セックスの時に併用
する薬物、使用・再使用の予防など、対人関係と保健行動をどのように啓発するのかが問われている。

水島班では、PrEPに関する調査を実施した。PrEPの服薬経験者は、2016年の「LASH調査」では6,921人中7人だっ
たが、今回の調査では5,188人中180人に服薬経験があった。今後、PrEPに関する情報発信を行う予定だ。

横幕班の職域検査プロモーションは、米国で実施されている「BRTA（Business Responds to AIDS）」の日本版とし
て展開している。企業と連携し、社員に任意での梅毒・HIV検査機会を創出することが目的で、参加する企業には、「雇
用の保障」、「プライバシー管理」、「健康支援」の3つのポリシーを約束してもらっている。この取り組みの中で、企業
がいかにHIV検査をタブー視してきたかを実感した。ぷれいす東京ではもちろん、HIV陽性・判定保留とわかった社員に、
継続的なケア・サポートを提供していく。

by いくしま

2018年度の研究活動を振り返って…

GID学会では優秀演題賞を受賞し
ました

（�写真右はGID学会理事長の岡山
大学大学院保健学研究科・中塚 
医師）
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講師派遣・研修 くわしくは…

研 修

ぷれいす東京では、HIV/ エイズの一般知識、HIV 陽性
者支援、性教育やセクシュアリティ、人権などをテーマに、
学校や企業、専門家の集まりなどへ向けた講師派遣や研修
の企画・運営を行っています。講師派遣では、HIV 陽性者
の支援経験が豊富な相談員やセクシュアリティの専門家、
性教育の専門家などが出講しています。企業や教育機関、
保健所を含む行政機関、医療機関、国際協力団体などの研
修を受託し、独自の研修企画の立案も行っています。

講師派遣や研修をご希望の場合は、ぷれいす東京 Web
サイト「講師派遣・研修の依頼」（https://www.ptokyo.
org/know/lecturers）からご連絡ください。
2018 年度の講師派遣・研修実績は以下の通りです。

月 日 担当 内容

参加者数（人）
行政・
保健所
など

企業や
職場

教育
機関

一般
公開、

他

研修の
企画・
運営

4 月 24 日（火） 生島 「エイズ流行の終息をめざして―2030 年までの国際目標
達成に向けた科学・コミュニティ・政治の役割を探る―」

 130

5 月 2 日（水） 生島 「LGBT× 貧困→ハウジングファースト」 100 
21 日（月） 生島 荒川区 70  

6 月 5 日（火） 池上 群馬県教育委員会 280 
6 日（水） 生島 国立国際医療研究センター エイズ治療・研究開発センター  24
8 日（金）～
10 日（日）

池上・牧原・生島・
加藤・大槻

青年海外協力隊エイズ対策技術補完研修  6

16 日（土） 生島 毛呂山町  78
20 日（水） 生島 岡山県研修会 27  
23 日（土） 生島 聖学園 8  

7 月 4 日（水） 生島 国立国際医療研究センター エイズ治療・研究開発センター 20  
5 日（木） 池上 東京工業高等専門学校 220  
8 日（日） 池上 akta 活動報告会 &15 周年記念シンポジウム

「人権としての『性の健康』とは何か」
40 

12 日（木） 池上 大田区立六郷中学校 100 
13 日（金） 生島・池上 東京都保健所研修  24
20 日（金） 砂 川 東京都立城東職業能力開発センター江戸川校 6 0
28 日（土） 生島 エイズ予防財団「NGO 指導者研修会」 8
30 日（月） 生島 仙台市研修会 15 

8 月 2 日（木） 生島 東京都エイズ・ボランティア講習会  40
21 日（火） 池上・加藤・大槻 郡山市自殺予防シンポジウム

「LGBT の子どもの支援を考える」
74 

24 日（金） 生島 チャレンジドサポートプロジェクト 12  
9 月 11 日（火） 生島 自立生活サポートセンター・もやい 18  

12 日（水） 生島 国立国際医療研究センター エイズ治療・研究開発センター 12 
12 日（水） 佐藤 茨城県商工会議所  55
14 日（金） 佐藤 「第 11 回神奈川 HIV フォーラム」 120  
16 日（日） 佐藤 「第 51 回 Living Together のど自慢」 6 0
16 日（日）・
17 日（月・祝）

牧原・池上・生島・
加藤

青年海外協力隊エイズ対策技術補完研修 5

21 日（金） 生島 akta「デリヘル勉強会」 9
28 日（金） 生島 千葉県 9
30 日（日） 生島 「ラッシュ（RUSH）をめぐる最前線」 80 
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※このほかに、各部門で内部研修を実施しています。

月 日 担当 内容

参加者数（人）
行政・
保健所
など

企業や
職場

教育
機関

一般
公開、

他

研修の
企画・
運営

10 月 3 日（水） 生島 国立国際医療研究センター エイズ治療・研究開発センター 14
5 日（金） 佐藤 「HIV 陽性者と語ろう」 9
14 日（日） 生島・牧原・大槻 「LGBT 医療福祉フォーラム’18」 5 9
15 日（月） 生島 mabui スタッフ研修 9
23 日（火） 佐藤 横浜市立大学附属病院 7
24 日（水） 生島 SCSK 株式会社 2 0
27 日（土） 加藤 東京都「平成 30 年度第 3 回 HIV/AIDS 症例懇話会」 11 0

11月 3 日（土・祝） 池上・生島・加藤 東京 HIVと性の教育セミナー2018 37
4 日（日） 佐藤 千葉県ソーシャルワーカー三団体合同研修 60
7 日（水） 生島 「平成 30 年度人権啓発指導者養成研修会」 8 0
8 日（木） 生島 東京都 第 3 回保健所職員等エイズ専門研修 51
13 日（火） 生島 埼玉県エイズ専門研修 2 0
13 日（火） 加藤 台東区立浅草中学校 8 5
23 日（金・祝） 加藤 「NAGOYA RED RIBBON LIVE」 2 0 0
23 日（金・祝） 佐藤 静岡県医療ソーシャルワーカー協会 県民公開講座

「病と共に生きるとは」
7 1

29 日（木） 生島・加藤 世田谷区人権研修 62
30 日（金） 大槻 台東区立御徒町台東中学校 130
30 日（金） 生島 連合愛知「エイズデーフォーラム」 75

12 月 4 日（火） 池上 大田区立糀谷中学校	 150
6 日（木） 生島 東京都エイズ予防月間講演会

「働く世代に多い HIV/ エイズ
     ～誰もが働きやすい職場とは～」
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10 日（月） 佐藤 東京女子大学 230 
19 日（水） 大槻 東京都立忍岡高等学校 200

1月 9 日（水） 大槻 上野学園高等学校 230
10 日（木） 加藤 志木市立志木第二中学校 150 
11 日（金） 大槻 上野学園中学校  30
18 日（金） 生島・加藤 神奈川県保健所職員研修  18
27 日（日） 生島 群馬県・新潟県「HIV 早期発見支援講座」 60  
29 日（火） 生島 板橋区労働組合 30
31 日（木） 佐藤 武蔵野会（高崎） 16 

2 月 9 日（土） 生島 九州医療センター 85
15 日（金） 生島 コミュニティセンター mabui 13
21 日（木） 生島・佐藤 武蔵野会 68
22 日（金） 生島 渋谷区 80
23 日（土） 生島 「PrEPと日本〜今とこれから」 51

3 月 7 日（木） 大槻 台東区立駒形中学校 76
11 日（月） 大槻 台東区立柏葉中学校 165
13 日（水） 池上 大田区立出雲中学校 195
22 日（金） 佐藤・福原 HIV-check 中間報告会 8

参加者数合計（人） 430 525 2,309 1,208 253 
実施回数合計（回） 8 16 16 16 11 

実施 1 回あたり参加者数（人） 53.8 32.8 144.3 75.5 23.0 
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2010年度で終了した「エイズ予防のための戦略研究」で立ち上がった、保健所などのHIV検査従
事者向けの研修会を今年も宮城、神奈川、東京、埼玉、千葉、岡山、沖縄の各県で実施した。また、
LGBTも含めたHIV陽性者への対応について、地域の医療・福祉関係者向けの研修の依頼があった。
行政機関による職員研修、福祉・介護関係者や生活保護に関わる支援者向け、人権にまつわる研修
会などからも講師派遣の要請があった。学校現場からは、過去に講師派遣の実績があったところか
らの継続の依頼がほとんどだった。

by いくしま

2018年度の講師派遣・研修活動を振り返って…

今年度は、2017 年度に増加した教育機関への出講件数
が 2016 年度ベースに戻り、講師派遣・研修全体の実施件
数も昨年度の 71 件から今年度は 67 件に減少しました。例
年、世界エイズ・デーがある 12 月には講師派遣の依頼件
数が大きく増加する傾向がありましたが、今年度は 4 件の
みと低調でした。

今年度には新たな厚生労働科学研究班もスタートしまし
た。当事者・コミュニティの視点を大切にした研究活動や、
日頃の HIV/ エイズ支援活動で得られた独自の知見を活か
した研修・講師派遣に、今後も取り組んでいきたいと思い
ます。

（文責：大槻）

講師派遣・研修先

一般公開、他　23.9%

研修の企画・運営　16.4% 行政・保健所など　11.9%
（8回）

（16回）

（16回）

（16回）

（11回）

企業や職場　23.9%

教育機関　23.9%
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●厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業「HIV 検査受検勧奨に関する研究」
 （研究代表者：今村顕史）
「MSM およびゲイ・バイセクシャル男性の HIV 抗体検査受検行動につながる支援」
（研究分担者：本間隆之）への相談員派遣

［相談員派遣実績］	 2018 年 12/14（金） 16 〜 20 時　＠台東保健所
［相談員派遣数］	 3 人
［相談数］			 	 相談実施：7件、検査数：160 件
［相談率］			 	 4.4％

●厚生労働科学研究費補助金エイズ対策政策研究事業
　「MSM に対する有効な HIV 検査提供とハイリスク層への介入方法の開発に関する研究」

 （研究代表者：金子典代）
「新たな検査「HIV check.jp」による検査機会の拡大と血清行動疫学調査の実施」
（研究分担者：岩橋恒太）への相談員派遣

［相談員派遣実績］	 2018 年 4 月〜 2019 年 3 月　計 52 回
						    akta	 毎週月曜日 19 〜 22 時　合計 48 回
						    akta	 スペシャルデー　9/2（日）18 〜 23 時
　						    ハッテン場	 6/9（土）19 〜 23 時、11/10（土）17 〜 22 時
　						    沖縄 mabui	 2/16（土）13 〜 16 時

［相談員派遣データ］

●草加保健所（日曜検査）への相談員派遣

［相談員派遣日］	 2018 年 10 月 14 日（日） 13 〜 16 時　＠草加保健所
［相談員派遣数］	 1 人（他に akta から 1 人） 
［相談数］			 	 相談実施：7件、検査数：30 件
［相談率］			 	 23.3％

akta 回数 相談員数 キット配布 相談数 相談率 キャンセル
4 月 5 5 54 9 16.7% 　 　
5 月 3 3 106 21 19.8% 3 　
6 月 4 4 83 20 24.1% 1 　
7 月 5 5 71 16 22.5% 　 　
8 月 4 4 70 13 18.6% 　 　
9 月 5 6 81 24 29.6% 　 スペシャル 1 日含む

10 月 5 5 106 32 30.2% 　 　
11 月 4 4 88 19 21.6% 　 　
12 月 3 3 34 7 20.6% 　 　
1 月 4 4 57 13 22.8% 　 　
2 月 3 3 47 16 34.0% 　 　
3 月 4 4 63 15 23.8% 　 　

akta 計 49 50 860 205 23.8% 　４ 　

ハッテン場
1 2 24 0 0.0% 　 6/9
1 1 24 6 25.0% 　 11/10

mabui 1 1 22 9 40.9% 1 2/16　

総 計 52 54 930 220 23.7% 5

相談員派遣
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●相談員派遣のまとめ
ゲイ向けのアプリやバーでHIV 検査の情報を得て、新た

な受検者をも掘り起こしているこれらのプログラムの相談
には、「HIV 陽性だったら」というシミュレーション時に
生じる不安や疑問が寄せられている。

今年度はハッテン場で２回の検査キット配布が行われた。
そのうち 1 回目は配布場所と離れた場での相談対応であっ
たためか、相談はゼロであった。そこで 2 回目には、ハッ
テン場内に相談スペースを設けたところ相談希望者が増
え、相談環境の影響が示唆された。

さらに沖縄のコミュニティセンター Mabui での配布会
の相談も担当した。予想以上に多くの相談が寄せられたが、
どういった要因によるものか、今後検討していきたい。

台東保健所の即日検査会では、受検者数は多かったが相
談件数は少なく、相談行動に結びつける何らかの工夫が必
要かと思われた。

草加保健所の検査会では、男性限定としたところ異性愛
者の割合が多かったため、HIV と梅毒の相談がほぼ同数
だった。

相談内容上位は「もし HIV に感染していたら」「治療
費・お金の問題」「HIV の感染リスク・セーファーセック
ス」の順であった。HIV 検査は継続して受検するものの、
感染リスクの低減について、知識だけでは予防が難しいと
いう相談も存在した。また、滞日外国人の相談が散見され
た。そのほか PrEP や他の性感染症（梅毒・A型肝炎）など、
具体的なニーズに関連した相談も多く寄せられた。

（文責：生島、佐藤、福原）
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